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次

は
じ
め
に

-

史
料
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の
一
視
点
-

｢
御
用
留
｣
の
機
能
と
成
立

上
野
毛
村

｢
田
中
家
文
書
｣
と

｢御
用
留
｣

享
保
五
年
～
寛
政
六
年

｢御
用
留
｣
の
検
討

寛
政
七
年

～
文
化
四
年

｢
御
用
留
｣
の
検
討

文
化
四
年

～
文
政
四
年

｢
御
用
留
｣
の
検
討
(以
上

一
九
号
)

文
政
四
年

～
文
政

一
三
年

｢御
用
留
｣
の
検
討(以
上
二
一
号
)

文
政

一
三
年
～
天
保

l
二
年

｢御
用
留
｣
の
検
討

(以
上
二
二
号
)

天
保

二
二
年
～
嘉
永
四
年

｢
御
用
留
｣
の
検
討(以
上
二
三
号
)

嘉
永
五
年
～
安
政
七
年

｢
御
用
留
｣
の
検
討

日
･

｢
御
用
留
｣
の
存
在
状
況

jJ

対
外
危
機
と
治
安
強
化

｢
御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇)

(-
)
異
国
船
渡
来
と
厳
重
警
備

(2
)
開
港
と
社
会
経
済
変
動

(3
)
永
上
金

･
調
達
金
の
上
納

(4
)
｢悪
党
｣
横
行
と
関
東
取
締
出
役

臼

世
田
谷
領
支
配
の
動
向

(-
)
領
主
井
伊
直
弼
に
関
す
る
情
報

(2
)
大
場
与

1
の
世
田
谷
鎖
代
官
就
任

(3
)
触
次
名
主
父
子
の

｢
不
正
｣
と
弾
劾

(4
)
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
の
功
続
と
褒
甘

E
[

自
然
災
害
と
小
前
騒
動

六
郷
用
水
の
渇
水

安
政
の
大
地
琵

･
大
風
雨

･
米
価
高
騰

江
戸
屋
敷
下
肥
の
新
仕
法
反
対
闘
争

(4
)
宇
奈
根
村
処
罰
者
赦
免
麟
い
と
瀬
田
村
渡
船
騒
動

(以
上
本
号
'
未
完
)

一
三
七



史
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九

嘉
永
五
年
～
安
政
七
年

｢
御
用
留
｣
の
検
討

日

｢
御
用
留
｣
の
存
在
状
況

1
111<

本
章
で
は
'
武
州
荏
原
郡
上
野
毛
村
名
主
田
中
家
文
書
の

｢御
用
留
｣
の
う
ち
'
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
か
ら
安
政
七
年

(
一
八
六
〇
･

万
延
元
年
)
ま
で
の
九
年
間
の

｢御
用
状
留
記
｣
等
九
冊
と

｢諸
事
御
用
向
留
記

六
｣

1
冊
の
合
計

1
0
冊
を
検
討
対
象
と
し
た
も
の

(-
)

で
あ
る
｡

こ
の
一
〇
冊
の

｢御
用
留
｣
の
表
題
年
月
'
表
題
'
収
載
年
月
'
収
録
萌
目
数
等
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
第
1
表
で
あ
る
｡
こ
れ
に

よ
っ
て
判
明
す
る
よ
う
に
､
｢諸
事
御
用
向
留
記

六
｣
は
安
政
元
年

二

八
五
四
)
一
二
月
か
ら
文
久
二
年

(
一
八
六
二
)
七
月
ま
で
の

約
九
年
間
分
の
内
容
が
収
録
さ
れ
て
お
り
'
｢御
用
状
留
記
｣
が
嘉
永
五
年
か
ら
安
政
七
年

(万
延
元
)
ま
で
で
あ
り
'
両
者
の
間
に
二
年

間
の

〟ず
れ
.

が
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
収
録
の
記
載
内
容
を
検
討
の
対
象
と
し
た
い
｡

こ
の
時
期
の

特
徴
と
し
て
は
'
鎖
国
体
制
が
崩
壊
し
､
開
国
和
親

･
交
易
に
跨
み
切
り
'
世
界
の
先
進
資
本
主
義
諸
諸
国
に
互
し
た
こ

と
で
あ
る
｡

こ
の
時
期
を
主
導
し
た
政
治
家
の
一
人
が
'
本

｢御
用
留
｣
の
上
野
毛
村
を
含
む
彦
根
藩
世
田
谷
領
主
で
も
あ
っ
た
井
伊
直
弼
で
あ
っ

た
｡
直
弼
は
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
四
月
大
老
に
就
任
し
'
五
月
に
将
軍
継
嗣
問
題
に
決
着
を
つ
け
'
六
月
に
日
米
修
好
通
商
条
約
に

調
印
'
八
月
に

｢安
政
の
大
獄
｣
と
よ
は
れ
る
反
対
派
の
1
掃
を
図
っ
た
が
'
万
延
元
年
三
月
三
日

｢桜
田
門
外
の
変
｣
で
横
死
し
た
｡

検
討
対
象
と
し
た

｢御
用
留
｣
に
は
井
伊
家
の
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
情
報
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
'
大
老
就
任
に
関
し
て
は
'
と
く
に
領



第 1表 嘉永5年～安政7年 武州荏原部上野毛村 ｢御用留｣

番号 表題年月 義 題 収載年月 収項目

備 考1 嘉永5年正月昔日 御用書筆記 嘉永5年正月～同年

12月 1092 嘉永6年正月吉日 御用状留記 嘉永6年正月～同年12月 1

46嘉永5年12月1項目含む3 嘉永7年正月大書祥日 御用諸向留 嘉永7年正月～同

年12月 117 安改2年正月1項目含む4 安政元年12月より 諸事御

用向留記六 安改元年12月～文久2年7月 785 安政2年3月大辰綴之 御用向

留記 安政2年正月～同年12月 95安政3年正月1項目含む6 安政3年大辰 御用状留記 安政3年正月～ 86
安政元年12月1項目.安綴之所也 同年12月 政2年12月l項

目含む7 安政4年正月 御用状留
記 安政4年正月～ 87安政3年11月.12月の各大書祥日

同年12月 1萌日含む8 安政5年正月吉日 御用状留記 安政5年正月～

同年12月 969 安政6年正月吉日 御用留記 安政6年正月～同年12月 87安政5年11月1項目含む

10
安政7年正月
書目
御用状留記
安政 7年正月～

同年12月154
安政6 年12月2項目含む

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

民
に
蝕
書
が
出
さ
れ
'
｢御
上
之
御
威
光

を
以
他
所
向

江
対
し
の
さ
ば
り
不
礼
法
外
之
筋
杯
有
之
侯
而
ハ
全

(2
)

御
為
不
宜
｣
と
申
し
渡
し
て
い
る
｡

さ
て
､
こ
の

｢御
用
留
｣
を
記
錠
し
っ
づ
け
た
上
野

毛
村
名
主
七
左
街
門
は
'
寛
政
五
年

(
1
七
九
三
)
に

〓
ハ
歳
で
名
主
役
に
就
任
し
'
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)

八
1
歳
で
現
役
の
ま
ま
死
去
し
､
名
主
在
職
六
六
年
に

及
び
'
｢御
領
分
御
百
姓
共
亀
鑑
｣
と
し
て

｢
帯
刀
御

(3
)

免

一
本
紙
｣
の
褒
賞
を
与
え
ら
れ
た
｡

以
下
収
録
の
記
載
内

容
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
｡

3I

対
外
危

機
と
治
安
強
化

嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)
六
月
の
ベ
リ
ー
率
い
る
黒

船
が
浦
賀
沖
に
乗
入
れ
'
開
国
を
せ
ま
り
'
つ
い
に
日

本
の
鎖
国
体
制
が
崩
壊



史
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一
四
〇

す
る
記
事
が
豊
富
で
あ
る
｡

そ
れ
は
t
.(
リ
.I
来
航
に
際
し
て
'
井
伊
直
弼
は
藩
兵
二
〇
〇
〇
人
を
動
員
し
て
警
備
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
｡そ

の
と
き
'
井
伊
家
世
田
谷
領
二
〇
か
村
か
ら
も
多
数
の
郷
夫
や
駄
馬
が
動
員
さ
れ
た
｡
そ
れ
ら
の
動
員
の
記
録
と
人
馬
に
支
給
さ
れ

た
賃
銭
等
に
関
す
る
も
の
が
多
い
｡

つ
い
で

｢異
国
船
渡
来
｣
の
対
外
危
機
に
乗
じ
て
国
内
で
無
宿

･
悪
党
の
横
行
に
対
す
る
治
安
強
化
や
臨
戦
体
制
下
の
米
の
買
占
め
等

に
よ
る
米
価
高
騰
の
取
締
等
に
関
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
｡
以
下
簡
単
に
年
月
順
に
そ
の
動
向
を
追
っ
て
み
よ
う
｡

(-
)
異
国
船
渡
来
と
厳
重
警
備

一

嘉
永
六
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
六
月
四
日
に
は
代
官
所
か
ら

｢相
州
表
へ
異
国
船
到
来
之
趣
申
釆
侯
'
未
夕
急
発
之
被
仰
出
は
無
之
侯

得
共
'
兼
而
相
違
置
侯
通
り
人
馬
共
無
差
支
様
手
配
容
易
致
置
可
申
侯
｣
と
あ
り
'
ペ
ソ
艦
隊
の
到
来
を
知
ら
せ
て
い
る

(六
六
項
)｡
こ

れ
を
受
け
て
同
日
世
田
谷
上
町
名
主
宗
八
か
ら
'
こ
の
件
に
関
し
翌
五
日
朝
五
ッ
時
に
上
町
で

｢寄
合
之
上
相
談
可
致
旨
｣
の
回
状
が
出

さ
れ
て
い
る

(六
六
項
)｡
翌
五
日
夜
に
は
代
官
所
か
ら

｢相
州
表
江
出
発
被
仰
付
侯
二付
'
明
早
朝
相
違
置
人
馬
御
上
屋
敷
江
差
出
可
申

侯
､
村
役
人
上
町
江
罷
出
可
申
侯
｣
と
の
連
絡
あ
り

(六
七
項
)'
六
日
七
ッ
時
､
代
官
所
よ
り
桜
田
御
台
所
へ
｢相
州
表
急
発
御
用
非
常

御
手
当
人
足
｣
二
二
人
の
差
出
し
を
命
ぜ
ら
れ
'
上
野
毛
村
か
ら
は
一
名
を
出
し
て
い
る

(六
八
項
)｡

八
月
五
日
に
は
'
異
国
船
渡
来
に
つ
き
莫
大
の
物
人
と
な
り
勝
手
方
不
如
意
の
折
柄
'
質
素
倹
約
に
励
む
よ
う
彦
根
滞
目
付
か
ら

｢御

屋
敷
御
家
中
衆
｣
へ
の
達
吉
が
記
載
さ
れ
て
い
る

(九
〇
項
)｡

八
月
二
一
日
に
は
野
良
田
村
与

一
右
衛
門
よ
り
'
｢相
州
浦
賀
表
江
急
発
御
用
人
馬
之
分
昨
廿
日
御
褒
美
頂
戴
仕
侯
｣
と
し
て
'
そ
の

褒
美
の
割
合
方
を
相
談
し
た
い
の
で
集
っ
て
ほ
し
い
旨
の
廻
状
が
出
て
い
る

(九
五
項
)0



九
月
三
日
に
は
代
官
所
か
ら

｢急
発
御
用
人
馬
高
井
其
余
二
御
領
分
内
蒜
人
夫

･
駄
馬
等
有
之
分
御
調
-一付
'
色
々
中
上
候
様
こ
と
御
達

し
有
之
侯
｣
と
し
て
'
明
朝
上
町
へ
出
席
す
る
よ
う
に
と
の
廻
状
が
出
て
い
る

(
一
〇
五
項
)｡

一
一
月

一
四
日
に
は
'
異
国
船
渡
来
の
警
備
と
し
て
彦
根
藩
が
江
戸
湾
の
大
森
辺
の
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
､
こ
れ
ま
で
の
相
州
警
備
か
ら

解
除
さ
れ
た
触
書
の
写
が
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

(
二
二
五
項
)｡

写

御
目
付
江

昨
十
三
日
御
老
中
様
御
連
名
之
御
奉
書
御
到
来
'
今
日
御
登
城
被
遊
侠
処
'
異
国
船
渡
来
之
節
内
海
御
警
衛
被
為
豪

仰
'
為
固
大
森

辺
御
人
数
御
指
出
防
禦
可
被
退
'
依
之
相
模
国
御
備
場
御
用
は
御
免
被
仰
付
侯
段
被
為
豪

伸
葬
恐
悦
之
御
事
｡
侯
'
件
之
趣
諸
御
足

敷
御
家
中
衆
江
可
被
相
違
侯

さ
て
'
翌
嘉
永
七
年
正
月
.ヘ
リ
-
艦
隊
は
再
度
姿
を
現
わ
し
た
｡
そ
の
様
子
が
同
年
の

｢
御
用
諸
向
留
｣
の
正
月

一
五
日
の
代
官
所
か

ら
の
廻
状
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

(四
項
)｡

此
度
相
州
青
松
輪
辺
江
異
国
船
壱
般
相
見
侯
｡付
'
兼
而
申
渡
置
侯
急
発
人
足

･
駄
馬
'
今

一
応
相
違
供

ハ
1
何
時
蒜
も
御
上
昆
敷
江
相

揃
侯
様
心
得
可
罷
居
候
'
(中
略
)
又
々
唯
今
追
々
異
国
船
渡
来
之
様
子
二申
来
侯
間
､
何
も
急
皮
相
心
得
可
申
侯

再
度
の
異
国
船
の
渡
来
に
緊
張
し
た
様
子
が
窺
え
る
｡
ま
た
'
先
に
彦
根
藩
は
大
森
辺
警
備
と
な
り
相
州
警
備
の
方
は
免
除
さ
れ
た
触

書
が
記
さ
れ
て
い
た
が
'
｢相
州
表
今
以
御
替
ヱ
不
相
成
倶
工被

仰
付
侯
節
三
崎
江
可
差
出
快
事
｣
と
し
て
依
然
変
更
さ
れ
ず
'
こ
の
時

も
相
州
三
崎
警
備
と
し
て
人
足
五
〇
九
人

･
馬
三
六
疋
を
差
出
し
た

(四
項
)｡

正
月

1
八
日
に
は
代
官
所
か
ら
駄
馬

･
定
夫
の
動
員
廻
状
が
出
さ
れ
た

(五
項
).

此
度
異
国
船
渡
来
｡付
兼
而
急
発
被

仰
付
侯
間
'
兼
而
相
違
置
候
駄
馬

･
定
夫
共
即
刻
上
町
江
昨
日
談
之
通
り
相
心
得
差
出
可
申
侯

こ
れ
は
'
上
町
の
世
田
谷
代
官
所
へ
差
出
さ
せ
て
い
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)
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1
四
二

正
月
二
一
日
に
は
猪
方
村
重
右
衛
門
か
ら

｢兵
根
御
賦
方
人
馬
｣
の
差
出
に
つ
き
相
談
し
た
い
旨
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(七
項
)0

す
な
わ
ち
'
｢今
般
異
国
船
浦
賀
辺
へ
渡
来
致
侯
付
'
兵
根
御
賦
方
人
馬
可
差
出
旨
御
役
所
占
被
仰
渡
侯
｡
付
両
は
'
種
々
御
相
談
仕
度
義

御
座
候
間

(中
略
)'

1
通
り
之
御
用
LL無
御
座
'
誠
差
懸
り
侯
義
..付
呉
々
も
右
刻
限
無
間
違
様
御
出
勤
可
被
成
侯
｣
と
あ
り
'
村
役
人

た
ち
の
意
識
の
中
に
も
'
危
機
感
が
窺
え
る
｡

し
か
し
'
幕
府
は
異
国
船
の
到
来
が
す
ぐ
に
も
戦
争
に
な
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
人
々
に
知
ら
せ
'
余
計
な
不
安
感
が
募
ら
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
る

(九
項
)｡

大
目
付
江

此
度
亜
墨
利
加
船
浦
賀
表
へ
渡
来
致
侯
得
共
穏
之
趣
有
之
間
'
諸
向
動
揺
不
致
火
元
等
別
而
念
入
侯
様
向
々
江
可
相
違
侯
事

寅
正
月

ま
た
'
同
正
月
に
は
'
異
国
船
渡
来
の
た
め
防
衛
と
し
て
の
過
分
の
人
馬
の
提
出
は
'
か
え
っ
て
村
方
の
人
数
が
少
な
-
な
り
'
そ
の

間
隙
を
ね
ら
っ
て
､
悪
党
が
村
内
に
立
廻
り
自
治
の
悪
化
を
招
-
と
し
て
'
村
方
か
ら
不
相
応
の
人
馬
の
提
供
を
求
め
な
い
よ
う
次
の
よ

う
に
申
渡
し
て
い
る

(九
項
)｡

大
目
付
江

(防
)

去
夏
浦
賀
表
江
亜
墨
利
加
船
渡
来
以
後
'
領
分
知
行
江
過
分
之
人
馬
触
当
遣
侯
向
も
有
之
趣
相
聞
侯
､
畢
尭

坊

禦

専
僻
等
之
為
用
意
申

付
侯
義
三
可
有
之
侯
得
共
'
左
侯
市
は
渡
来
之
節

一
時
｡
在
万
人
少
;相
成
取
締
不
宜
'
自
然
悪
党
共
立
廻
り
村
々
難
儀
致
侯
様
可
相
成

侯
間
'
勘
弁
い
た
し
村
方
不
相
応
之
人
馬
呼
寄
候
儀
致
さ
す
､
右
妹
之
節
は
村
方
取
締
之
儀
別
而
厳
重
｡
可
申
開
侯

右
之
趣
関
八
州
｡
領
分

･
知
行
有
之
面
々
江
可
相
触
供

正
月



正
月
二
三
日
に
は
猪
方
村
重
左
衛
門
か
ら

｢
今
般
異
国
船
渡
来
御
用
御
賦
方
御
用
人
足
被
仰
付
侯
義
二
付
'
種
々
御
相
談
中
上
皮
膜

間
｣
二
四
日
朝
五
ッ
半
時
に
宇
奈
根
村
弥
五
右
衛
門
方

へ
出
会
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(
一
〇
項
)｡

幕
府
が
こ
の
時
期
も
っ
と
も
恐
れ
た
こ
と
は
'
異
国
船
渡
来
等
の
対
外
的
危
機
に
乗
じ
て
'
国
内
で
悪
党
が
横
行
し
治
安
の
悪
化
を
招

く
こ
と
で
あ
る
｡

正
月
に
老
中
か
ら
大
月
付

へ
出
さ
れ
'
大
目
付
か
ら
各
大
名
に
流
さ
れ
た

｢
公
議
御
触
喜
｣
が
同
二
四
日
代
官
所
か
ら
廻
達
さ
れ
て
い

る

(
一
二
項
)0

大
目
付
江

異
国
船
近
海

へ
渡
来
之
節
'
近
国
領
分

･
知
行
有
之
面
々
在
町
取
締
筋
之
儀
銘
々
心
得
も
可
有
之
侯
得
共
'
万

一
悪
党
共
立
廻
可
中
も

難
計
侯
問
'
召
捕
等
別
而
厳
重
■一可
被
申
付
置
朕
'
若
捕
押
兼
候
義
も
有
之
侯

ハ
1
'
切
捨
又
は
相
殺
共
不
苦
候
'
右
之
通
御
料

･
私

領

･
寺
社
領
共
近
国
之
分
不
洩
様
可
被
相
触
侯

正
月

右
之
通

公
儀
御
触
吉
相
廻
侯
間
､
其
旨
相
心
得
早
々
順
達
留

占
可
返
侯
'
以
上

正
月
二
四
日

御
代
官
所
印

正
月
二
六
日
に
は
'
関
東
取
締
出
役
吉
田
信
平
次
よ
り
の
廻
状
で
'
｢異
国
船
渡
来
■一付
而
は
'
諸
国
海
防
御
固
メ
人
数
其
外
御
用
通
行
'

諸
往
来
繁
多
宿
々
飯
米
多
分
入
用
｡
付
'
先
頃
中
米
価
も
次
第
工
引
上
ケ
快
哉
｡相
聞
侯
間
'
無
謂
引
上
ケ
侯
義
難
相
成
旨
宿
々
江
申
渡
候
処
､

最
寄
村
々
之
老
共
相
場
之
高
下
を
量
り
擢
売
紹
買
い
た
し
'
又
は
表
向
諸
家
用
米
等
之
名
目
晶
内
実
買
〆
'
窃
工
多
摩
川
横
下
シ
江
戸
廻

等
い
た
し
､
共
外
利
向
之
取
計
い
た
し
侯
も
の
有
之
哉
工
相
聞
不
時
之
至
二
院
'
右
鉢
之
輩
於
有
之
は
'
此
節
柄
之
義
速
■-召
捕
相
礼
侯
粂
'

心
得
違
不
致
様
小
前
末
々
迄
も
不
洩
様
能
々
可
申
開
侯
｣
と
あ
る

(
一
四
項
)｡
異
国
船
渡
来
警
備
に
閑
L
t
通
行
往
来
が
激
し
く
宿
々
の

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

1
四
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

一
四
四

飯
米
儒
用
が
高
ま
る
の
に
つ
け
込
ん
で
米
価
を
引
上
げ
て
利
益
を
貴
る
者
の
取
締
り
を
命
じ
て
い
る
｡
異
国
船
渡
来
が
国
内
に
与
え
る
影

響
は
治
安
の
乱
れ
と
米
価
高
騰
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

さ
ら
に
同
正
月
に
は
'
組
合
村
の
厳
重
警
備
の
申
合
議
定
が
な
さ
れ
て
い
る

(
一
六
項
)｡
そ
れ
に
よ
る
と
'

①

｢人
気
不
穏
虚
｡乗
し
悪
党
共
立
廻
り
侯
義
も
難
計
｡付
｣
と
し
て
'
組
中
た
え
ず
廻
村
L
t
｢無
宿

･
無
頼
｣
の
も
の
を
召
括
る
こ

と
｡②

｢異
国
船
到
来
｡付
而
は
'
百
姓
共
諸
御
用
所

へ
相
詰
出
払
'
老
親
妻
子
相
残
侯
を
見
込
悪
党
共
乱
妨
難
計
｣
と
し
て
'
村
々
で
申

合
せ
て
番
屋
を
立
て
相
図
し
合
っ
て
警
備
を
厳
重
に
す
る
｡
万

一
党
を
結
び
'
長
脇
差
等
で
狼
籍
に
及
ぶ
場
合
は
防
ぎ
が
た
い
の
で
'

｢天
明
度
之
振
合
を
以
竹
鎗
等
用
意
追
払
｣
う
こ
と
｡

③
村
々
で
竹
鎗
を
用
意
し
'
-村
役
人
な
ら
び
番
屋
で
保
管
し
'
普
段
は
百
姓
へ
渡
さ
な
い
こ
と
｡

･
④
村
々
の
相
図
に
は
太
鼓
を
使
用
し
'
太
鼓
が
打
た
れ
た
と
き
は
早
速
駈
付
'
助
力
す
る
こ
と
と
L
t
太
鼓
は
名
主
方
か
番
屋
に
置
く

こ
と

｡
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
な
か
で
'
二
月
二
一
日
･
二
二
日
に
は
浦
賀
表

へ
出
勤
し
た
村
役
人
の
費
用
や
村
々
か
ら
出
し
た
人
馬
の
勘
定

の
た
め
の
集
会
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(二
一
項
･
二
二
項
)｡

さ
て
'
三
月
九
日
に
は
'
井
伊
家

｢御
勤
番
半
介
殿
占
御
渡
二相
成
侯
｣
と
い
う

｢御
達
書
写
｣
が
記
載
さ
れ
て
い
る

(二
八
項
)｡
こ

れ
は
'
｢殿
様
日
夜
不
御
容
易
御
心
痛
之
事
｡侯
間
'
御
百
姓
共

一
同
数
百
年
来
御
領
内
｡安
居
い
た
し

御
国
恩
を
蒙
り
'
(中
略
)
御
百

姓
堅
固
大
切
｡
可
相
勤
侯
｣
と
あ
り
'
時
恰
か
も
領
主
井
伊
直
弼
が
幕
閣
の
中
心
と
な
り
､
重
大
な
時
局
の
責
任
者
と
し
て
'
｢
日
夜
心

痛
｣
し
て
い
る
の
で
'
井
伊
家
領
内
の
百
姓
共
は
'
村
方
の
出
入
等
い
っ
さ
い
止
め
'
百
姓
と
し
て
農
業
に
精
励
す
る
よ
う
に
と
の
達
書

で
あ
る
｡



三
月
二
六
日
に
は
'
井
伊
家
が

｢御
備
場
御
用
｣
が
御
免
と
な
り
'
｢内
海
御
警
衛
｣
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
の
達
吉
が
み
え
る

(三
四
項
)｡

三
月
二
八
日
に
は
'
江
戸
城
に
て

｢此
度
異
国
船
渡
来
二付
御
備
場
其
外
御
警
衛
御
行
届
被
遊
御
満
足
■I付
'
思
召
御
人
数
も
数
日
骨

折
大
義
二
思
召
侯
段
｣
と
い
う
将
軍
か
ら
の

｢上
意
｣
を
受
け
'
こ
の
こ
と
を
御
屋
敷
御
家
中
衆
へ
通
達
し
て
い
る

(三
五
項
)｡

四
月
五
日
に
は
'
世
田
谷
琉
大
惣
代
よ
り
異
国
船
渡
来
に
つ
い
て
の
特
別
警
備
を
解
除
す
る
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(三
七
項
)｡

異
国
船
渡
来
世
上
不
穏
御
取
締
方
被
仰
付
'
夫
々
仕
法
相
立
組
合
隣
郷
入
会
村
々
等
申
合
致
侯
所
'
最
早
穏
二
相
成
侯
様
子
こ付
'

一

般
引
払
諸
事
平
常
之
通
繰
戻
可
然
存
此
段
相
談
申
侯
'
勿
論
御
改
革
御
趣
意
不
相
地
中
前
心
得
達
無
之
様
御
同
前
可
中
間
膜

異
国
船
渡
来
の
特
別
警
備
体
制
は
解
除
す
る
が
'
｢勿
論
御
改
革
御
趣
意
不
相
弛
｣
と
あ
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
｡
文
政
改
革
以
来

の
関
東
取
締
体
制
は
依
然
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

四
月
九
日
に
は
用
賀
村
麻
二
郎
か
ら

｢先
達
而
相
州
御
急
発
御
用
人
馬
井
御
出
馬
分
共
御
領
内
出
高
井
勤
高
取
調
｣
諸
帳
面
持
参
の
廻
状

が
出
さ
れ
て
い
る

(三
九
項
)｡

四
月
二
七
日
に
は
鎌
田
村
名
主
源
右
衛
門
か
ら
'
｢浦
賀
行
路
用
勘
定
先
達
而
大
蔵
蒜
致
候
所
'
不
行
届
二
相
成
居

(中
略
)'
今

1
応

参
会
仕
不
残
委
細
勘
定
仕
度
｣
と
し
て
二
九
日
四
ツ
時
源
右
衛
門
宅
へ
の
召
集
を
呼
び
か
け
て
い
る

(四
四
項
)｡

四
月
二
五
日
に
は
井
伊
家
家
老
庵
原
助
右
街
門

･
岡
本
半
助
か
ら
御
元
方
御
勘
定
奉
行
衆

･
佐
野
奉
行
衆

･
御
賄
方
衆

･
御
納
戸
役
衆

へ
宛
て
た
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る

(四
八
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
｢当
春
中
異
国
船
渡
来
御
用
■一付
御
呼
寄
｡
相
成
侯
所
'
日
数
之
義
相
懸
り
難
渋
有
之
趣
蒜
雑
用
御
救
立
と
し
て
被

下
置
候
｣
と
し
て
'
｢世
田
谷
郷
夫
井
駄
馬
口
付
共
｣
と
し
て
七
八
七
人
に
対
し
て
'

1
人
に
つ
き
五
〇
〇
文
ず
つ
が
'
ま
た

｢右
肝
前

役
人
｣
と
し
て
二
〇
人
に
対
し
て
､

1
人
に
つ
き

1
0
0
疋
ず
つ
が
そ
れ
そ
れ
支
給
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
'
井
伊
直
弼
が
嘉
永
六
年

(
1
八

五
三
)
べ
-
1
来
航
に
際
し
て
藩
兵
二
〇
〇
〇
人
を
動
員
し
て
警
備
に
あ
た
っ
た
際
'
世
田
谷
領
二
〇
か
村
か
ら
提
供
さ
せ
ら
れ
た
郷
夫

･

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
四
五



嘲
定
額
EE
駅
起
駄
綜
11E
l恥

第
2
表
嘉
永
5
年
～
安
政
7
年
上
野
毛
村
｢
御
用
留
｣
か
ら
み
た
夫
役
負
担
の
動
向

I
E11く

区
分

額
主
井
伊
家
関
係

幕
府
関
係

合

計
内
容
供
人
足

幸
徳
寺
法
事
.
参
詣
等

江
戸
昆
敷

そ
の
他

庶
場
用
水

回 敬
人
足
局

量
回
数
人
数
全
体
回
数
人
数
全
体
馬
数
馬
全
体
回
数
人
数
全
体
馬
数
馬
全
体
回
数
人
数
全
体
馬
数

回
数
人
数
全
体
回
数
人
数
上
野
毛
全
体
上
野
毛
全
体

嘉
永
5
年
10
60
1036
13
29
135
8
29

6
18
158

2
15
250
.
6
ll
94

37
133
1673
8
29

嘉
永
6
年
9
59
1245
12
31
82
10
10
17
41
460
9
23
5
15
364

3
6
144

.2
5
48
157
2295
19
33

嘉
永
7
年
6
53
885

7
6
128

6
15
2
8
807

1
2

16
69
1820
6
15

安
政
2
年
5
19
300
1
1
1
8
7
238
1
9
3
24
750

4
25
517

21
73
1805
2
9

安
政
3
年
7
25
899
2
5
1
-3
3

4
113

2
3
1

14
37
1012
2
声

実
政
4
年
12
3 1
718
3
4
150

4
6
195
2

2
4
118
1
1
22
46
1181
2

安
政
5
年

17
44
439
6
7
17
ー
237

1
4
80

25
65
756
6

安
政
6
年
3
7
280
6
14
450
Li
.
7
23
625
3
9

1
1
17
45
1355
7
9

安
政
7
年

19
44
455
8
20
15

41
202
5
9

2
3
60

36
,88
717
13
29

合
計
52
251
53 63
73
172
1711
38
62
74
163
235



駄
馬
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡

六
月
二
七
日
に
は
'
代
官
所
か
ら

｢当
春
異
国
船
渡
来
之
節
罷
出
侯
も
の
江
被
下
之
品
配
分
致
侯
間
'
明
二
七
日
上
町
江
可
駆
出
侯
｣

と
あ
る

(五
八
項
)｡

こ
の
と
き

｢御
急
発
御
出
馬
御
襲
糞
頂
戴
｣
と
し
て
'
人
足
二
四
人
で
銭

一
二
貫
文
で
此
金
壱
両
三
分
六
八
〇
文
'
外
金
壱
分
を
名
主

が
頂
戴
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
し
て
'
異
国
船
到
来

一
件
は
終
息
す
る
の
で
あ
る
｡

な
お
'
本
書
の
対
象
と
し
た
時
期
の
夫
役
負
担
の
動
向
を
整
理
す
る
と
第
2
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(2
)
開
港
と
社
会
経
済
変
動

嘉
永
七
年
の

｢御
用
諸
向
留
｣
の
一
一
月
に
は
'
同
年

二

八
五
四
)
三
月
日
米
和
親
条
約
を
結
ん
だ
幕
府
は
'
こ
れ
ま
で

｢
通
商
御

免
之
国
柄
｣
の
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
も
下
田
･
箱
館
の
両
港
で
薪
水

･
食
塩
そ
の
他
船
中
欠
乏
の
晶
を
供
給
し
'
破
船
修
夜
等
ア
メ
リ
カ

同
様
に
便
宜
を
計
う
こ
と
の
触
苔
を
出
し
て
い
る

(
一
〇
六
項
)｡

安
政
二
年
の

｢御
用
向
留
記
｣
の
三
月

二

日
に
は
代
官
所
よ
り
海
岸
防
衛
の
た
め
諸
国
寺
院
の
焚
鐘
を
も
っ
て
大
砲

･
小
銃
に
鋳
換

の
命
令
が
出
さ
れ
'
武
備
充
実
の
た
め
鋼
鉄
は
勿
論
錫
鉛
硝
石
等
い
ず
れ
も
必
需
品
で
あ
り
'
今
後
仏
像
等
は
木
製
又
は
陶
器
で
製
造
す

る
よ
う
に
と
い
う

｢公
儀
御
触
書
｣
を
廻
達
し
て
い
る

(
一
七
項
)｡

九
月
に
は
諸
国
寺
院
の
党
鐘
の
う
ち
､
｢本
寺
井
古
来
之
名
器
､
当
節
時
之
鐘
三相
用
侯
分
相
除
｣
そ
の
他
は
残
ら
ず
大
地

･
小
銃
に
鋳

換
す
る
の
で
幕
府
へ
供
出
せ
よ
と
の
触
書
が
出
さ
れ
て
い
る

(七
四
項
)｡
そ
の
理
由
と
し
て
'
｢近
来
諸
夷
引
続
入
津
致
武
備
専
要
之
御

時
節
'
大
地

･
小
銃
と
も
急
務
之
品
蒜
御
国
備
御
堅
固
｡被
成
置
度
｣
と
あ
る
｡
同
じ
こ
と
が
太
平
洋
戦
争
下
で
も
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
､

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)
(蘇

)



史
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安
政
三
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
二
月

一
八
日
に
は
上
野
毛
村
触
次
七
左
衛
門

･
覚
東
村
孫
七
の
連
名
で
寺
院
党
鐘
の
調
査
は

｢御
領

分
は
追
而
井
伊
様
AJD御
調
こも
可
相
成
侯
趣
｡
は
御
座
候
得
共
'

1
領
内
之
義
｡付
御
間
合
中
上
侯
'
私
共

古
取
調
侯
義
二
は
無
御
座
候
｣

と
供
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る

(六
項
)｡

同
日
'
下
北
沢
村
御
用
先
よ
り
触
次
沖
右
衛
門
か
ら
'
｢焚
鐘
取
調
帳
今
日
御
役
所

へ
差
出
侯
処
'
世
田
谷
領
中
村
々
不
残
入
会
之
分

共
委
敷
認
メ
可
差
出
旨
被
仰
付
侯
間
｣
と
し
て
再
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

(七
項
)｡
か
な
り
徹
底
し
た
調
査
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
す
る
｡

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
五
年
四
月
に
は

｢
亜
墨
利
加
使
節
江
用
向
有
之
近
々
下
田
湊
江
同
国
軍
艦
渡
来
可
致
由
｣
の
触
書
が

出
さ
れ
'
｢右
｡付
別
段
固
人
数
等
差
出
し
侯
｡
は
不
及
侯
｣
と
添
書
さ
れ
て
い
る

(三
六
項
)｡

し
か
し
'
｢午
四
月
亜
墨
利
加
軍
艦
相
州
浦
賀
占
武
州
本
牧
迄
之
内
江
渡
来
碇
泊
致
し
侯
義
'1付
'
御
領
分
村
々
惣
人
数
取
調
奉
書
上
侯

様

被

仰
渡
侯
｡付
｣
と
し
て
'
上
野
毛
村
分
と
世
田
谷
領
二
〇
か
村
分
の
惣
人
数
等
が
第
3
表
の
よ
う
に
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(≡

九

項
)｡
こ
れ
は
'
日
米
通
商
条
約
締
結
を
め
ぐ
り
'
緊
迫
し
た
情
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
｡

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
六
月

一
八
日
に
は
'

一
三
日
に
下
田
湊
へ
ア
メ
-
カ
の
蒸
気
船
二
腹
が
入
津
し
､
そ
の
内
の
一
腹
は

1
七
日
に
小
柴
沖
へ
入
辞
し
'
ロ
シ
ア
船

1
艇
も

一
昨

1
六
日
下
田
へ
渡
来
L
t
ま
た
イ
ギ
リ
ス
･
フ
ラ
ン
ス
船
も
近
々
に
江
戸
近
海
へ

渡
来
の
予
定
で
あ
る
の
で
'
｢為
心
得
相
達
し
供
｣
と
あ
る

(五
六
項
)｡
ア
メ
リ
カ
･
ロ
シ
ア
･
イ
ギ
リ
ス
･
フ
ラ
ン
ス
等
が
連
携
し
て

日
本
に
通
商
条
約
を
迫
り
'
圧
力
を
か
け
て
い
る
様
子
が
判
明
す
る
｡

安
政
六
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
五
月
に
は
五
か
国
と
の
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
､
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
触
れ
て

い
る

(三
三
項
)0



第3表 安政5年4月世田谷領分夫役人数一覧

人数村 惣 人 数(15-60才) ′内 訳病身之者 柔弱之者 .

屈強之者上野毛村 35人 6人
14人 15人(17.1%) (40.

0%) (42.9%)御領分20カ村 1646人 30.6人 ~568人 772人(18.5%)(34
.
5%)(47
.
7%)

大
目
付
江

魯
西
亜

･
仏
蘭
西
･
美
音
利

･
阿
蘭
陀

･
阿
墨
利
加
五
ヶ
国
交
易
御
指
免
｡
相
成
候
間
'
当
未
六
月
占
神

奈
川

･
長
崎

･
箱
舘
三
湊
｡
お
ゐ
て
商
人
共
勝
手
次
第
■毒

遂
商
売
侯
'
右
之
者
共
舶
来
喜

悶
々
売
捌
侯

も
の
は
勿
論
'
居
留
之
外
国
人
共
見
世
売
之
品
処
人
買
取
侯
義
も
是
又
勝
手
た
る
へ
-
朕

右
之
趣
御
料

･
私
領
･

寺
社
領
共
不
洩
様
可
触
知
も
の
也
'
右
之
趣
可
被
相
蝕
朕

五
月

そ
れ
と
同
時
に
'
外
国
に
売
っ
て
は
な
ら
な
い
品
と
し
て
'
官
服
の
煩
'
御
法
度
召
'
雲
上
明
鑑
'
武

鑑

.
官
位
高
等
記
の
書
類
'
兵
学
者
'
板
木
に
な
っ
て
い
な
い
写
本
の
煩
'
城
郭

･
陳
列
の
図
､
甲
胃

.

叙
と
そ
の
附
属
の
小
道
具
'
銅
等
を
列
挙
し
'
も
し
売
渡
し
た
場
合
は
当
人
は

勿
論
五
人
組
ま
で
罪
科
に

処
せ
ら
れ
る
と
し
て
い
る

(三
三
項
)｡

ま
た
同
五
年
に
は
外
国
交
易
に
つ
い
て
の
金
銀
通
用
の
触
書
が
出
さ
れ

三

四
項
)'
外
国
の
金
銀
と
国

内
通
用
の
金
銀
比
価
を
同
等
に
す
る
た
め
の

｢吹
直
し
｣
(鋳
造
)
が
実
施
さ
れ
て
い
る

(三
五
項
)｡

六
月
に
は
神
奈
川
開
港
に
つ
き
'
外
国
人
居
留
地
と
し
て
'
六
郷
川
筋
を
境
竺

○
里

四
方
の
歩
行
自

由
を
認
め
る
触
書
が
出
さ
れ
て
い
る

(三
七
項
)｡

同
六
月
に
は

｢異
国
船
之
武
器
摂
関
藻
場
江
見
本
為
差
出
置
侯
間
'
万
石
以
上

･
以
下
'
諸
家
陪
臣
一I

至
迄
買
受
侯
義
不
苦
侯
･
望
之
面
々
は
勝
手
次
第
最
寄
開
湊
場
運
上
役
所
江
罷
越
承
合
侯
様
可
致
供
｣
と

し
て
外
国
船
の
武
器
頬
の
自
由
販
売
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

(四
五
項
)｡

同
六
月
に
は

｢外
国
交
易
御
取
開
有
之
･
外
国
人
開
湊
場
江
船
を
寄
'
其
最
寄
居
留
と
も
御
指
許
相
成

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(



史
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一
五
〇

3Ji;n

侯
二
付
而
ハ､
其
外
之
も
の
ハ
勿
論
海
上
又
ハ
途
中
何
れ
之
場
所
二
而
も
外
国
人
江
出
会
侯
節
書
状
届
方
等
蘇
れ
'
或

ハ
品
物
な
ど
賊
侯
と

も
堅
断
お
よ
ふ
へ
し
｣
と
あ
り
居
留
地
以
外
で
の
取
引
き
を
禁
止
す
る
と
と
も
天
保

一
三
年

二

八
四
二
)
に

｢清
々
建
札
｣
の
薪
水
給

与
令
の
取
り
払
い
を
命
じ
て
い

(四
五
項
)｡

七
月
二
1
日
に
は

｢昨
十
八
日
占
魯
西
亜
国
軍
艦
追
々
入
津
都
合
七
彼
品
川
沖
江
碇
泊
い
た
し
侯
間
'
諸
事
是
迄
之
通
り
相
心
得
侯
様

面
々
江
可
被
達
侯
事
｣
と
あ
り

(五
一
項
)'
｢外
国
人
歩
行
之
節
途
中
不
作
法
無
之
様
各
国
長
官
之
も
の
江
申
達
し
置
侯
義
三
ハ
候
得
共
､

御
国
法
弁
も
無
之
も
の
こ付
自
然
途
中
行
合
之
事
も
有
之
侯

ハ
ゝ
､
可
成
丈
大
穏
便
二取
扱
､
其
段
外
国
奉
行
江
可
被
相
届
侯
'
尤
右
之
趣

家
来
共
江
も
兼
而
可
被
申
付
置
侯
｣
と
し
て
外
国
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る

(至

項
)｡

七
月
二
四
日
の

｢公
儀
御
触
書
写
｣
に
は
'
｢外
国
人
市
中
歩
行
之
節
横
軸
侯
も
の
有
之
哉
.1相
聞
如
何
之
事
11侯
哉
｣
と
し
て
外
国
人

へ
の
乱
暴
を
取
締
っ
て
い
る

(五
四
項
)｡
し
か
し
外
国
人
殺
傷
事
件
が
後
を
た
た
な
か
っ
た
｡

八
月
七
日
の
関
東
取
締
出
役
喜
多
村
解
輔
の
廻
状
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

(五
五
項
)｡

去
月
廿
七
日
暮
六
ツ
半
時
頃
'
神
奈
川
横
浜
こ
お
ゐ
て
士
鉢
之
も
の
異
人
江
為
庇
負
逃
去
り
未
以
行
衛
不
相
分
'
右
之
年
齢
凡
弐
拾
七

八
歳
位
-高
羽
織
着
用
無
之
立
附
様
之
袴
着
用
い
た
し
侯
士
'
同
月
廿
八
日
以
来
通
行
又
ハ
止
宿
等
有
無
'
井
村
々
渡
舟
場
井
旅
篭
星

･

水
茶
毘
等
得
と
取
調
'
最
寄
四
五
ケ
村
惣
代
品
も
宣
敷
侯
条
否
早
々
可
申
出
'
(以
下
略
)

外
国
人
に
負
傷
さ
せ
逃
亡
し
て
い
る
侍
鉢
の
も
の
の
手
配
書
で
あ
る
｡

八
月
に
も
外
国
人
へ
磯
打
つ
も
の
の
取
締
令
が
出
さ
れ
て
い
る

(五
七
項
)｡

同
月
ロ
シ
ア
と
の
条
約
締
結
の
触
苔
や
フ
ラ
ン
ス
船

一
般
が
品
川
沖
に
入
辞
し
た
知
ら
せ
が
記
録
さ
れ
て
い
る

(五
八
項
)0

八
月

1
六
日
に
は
'
先
の
外
国
人
殺
傷
に
つ
き
再
度
具
体
的
な
情
報
が

｢公
儀
御
触
書
写
｣
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る

(五
九
項
)｡

当
七
月
廿
七
日
暮
六
ツ
時
頃
'
神
奈
川
横
浜
町
エ
お
ゐ
て
'
何
者
共
不
知
魯
西
亜
人
を
殺
害
お
よ
ひ
逃
去
り
行
衛
不
相
分
､
其
節
魯
西



亜
人
水
夫
所
持
フ
リ
ツ
キ
福
大
之
尽
紛
失
之
所
'
其
後
神
奈
川
太
田
町
堤
外
海
面
こ

右
箱
銀
銭
拾
六
枚

･
金
銭

一
枚
入
捨
石
之
侯
'
且

刃
傷
お
よ
ひ
侯
場
所
■-左
之
品
々
捨
石
之
侯

1
麻
鼠
返
し
割
羽
織
壱

一
刀
之
折
れ
七
寸
程

1
麻
裏
草
履
片
足

右
之
通
り
.I侯
間
末
々
Ì至
迄
遂
穿
整
'
あ
や
し
き
も
の
見
お
よ
ひ
聞
お
よ
ひ
侠

ハ
1
最
寄
奉
行
所
江
訴
出
へ
き
者
也

右
之
通
り
御
料

･
私
領

･
寺
領
共
不
洩
様
早
々
可
被
相
触
侯

八
月
二
四
日
に
は
､
京
都
出
生
の
士
鉢
の
も
の
が

｢異
人
を
殺
害
致
侯
も
の
こ
ハ
無
之
故
と
被
存
侯
間
｣
と
し
て
の
人
相
苔
が
関
東
取

締
出
役
喜
多
村
解
輔
よ
り
廻
達
さ
れ
'
そ
れ
を
世
田
谷
村
寄
場
大
小
惣
代
役
人
か
ら
各
村
へ
順
達
し
て
い
る

(六
一
項
)｡

安
政
七
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
に
は
'
前
年
六
年

一
二
月
二
八
日
の
触
苔
が
記
載
さ
れ
て
お
り
'
そ
こ
に
は

｢外
国
銀
銭
目
方
七
匁
以

上
之
分
'
壱
分
銀
三
分
通
用
之
積
り
於
銀
座
極
印
打
渡
し
候
間
'
無
滞
通
用
可
致
旨
'
尤
銀
銭
所
持
い
た
し
居
候
も
の
は
銀
座
江
差
出
し

極
印
を
受
可
申
侯
｣
と
あ
り
'
外
国
と
わ
が
国
の
銀
鉱
の
通
用
比
価
に
触
れ
て
い
る

(四
項
)｡

翌

一
二
月
二
九
日
に
は
'
道
中
筋
に
お
い
て

｢御
朱
印

･
印
章
持
参
之
も
の
江
行
逢
侯
節
都
而
相
互
｡下
馬

･
下
坐
不
致
管
■l
取
極
快
事
｣

の
触
書
が
出
さ
れ
た

(四
項
)｡
こ
れ
は

｢下
坐
｣
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て

｢万

二
言
語
之
不
通
占
行
違
相
生
し
可
申
義
難
計
■l付
｣
と
あ
る
｡

同
日
に
は
'
ま
た

｢往
来
之
輩
行
違
之
節
相
互
こ
護
り
合
不
作
法
無
之
様
可
致

ハ
勿
論
之
事
工候
得
共
'
近
来
条
約
済
国
々
之
も
の
御

府
内
其
外
江
居
留
い
た
し
､
右
之
内
｡
は
長
官
又
ハ
士
分
以
上
之
者
も
有
之
候
間
'
右
は
行
達
候
節
も
同
様
相
心
得
'
軽
キ
も
の
共
■壷

迄

我
き
つ
之
義
無
之
様
可
致
も
の
也
｣
と
触
れ

(四
項
)'
外
国
人
に
対
す
る
態
度
に
慎
重
さ
を
求
め
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
触
苔
は
す
べ
て

老
中
か
ら
大
目
付
へ
出
さ
れ
'
大
目
付
か
ら
各
大
名
へ
布
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
｢公
儀
御
触
苗
写
｣
と
よ
は
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
五
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

一
五
二

正
月
二
一
日
に
は
鷹
場
内
で
外
国
人
が
発
施
し
た
場
合
は
な
る
べ
く
だ
け

｢穏
二
相
制
'
若
不
聞
入
侯

ハ
ゝ
､
共
著
名
前

･
国
名

･
宿

寺
等
承
り
其
段
早
々
駒
場
御
役
宅
江
可
申
出
侯
､
若
又
名
前

･
宿
寺
等
も
委
敷
相
分
り
兼
侯

ハ
ゝ

人
体
様
子
委
細
可
申
出
侯
｣
と
い
う
触

書
が
鷹
場
役
人
か
ら
麿
場
組
合
村
触
次
覚
東
村
孫
七
宛
に
出
さ
れ
て
い
る

(
一
〇
項
)｡
こ
れ
ら
か
ら
み
る
と
､
外
国
人
も
必
ず
し
も
居
留

地
内
に
い
る
だ
け
で
は
な
く
'
相
当
遠
出
な
ど
も
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
一そ
れ
故
'
幕
府
は
外
国
人
と
日
本
人
と
の
間
で
種
々
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

さ
て
'
外
国
と
の
交
易
開
始
に
よ
り
幕
府
が
頭
を
痛
め
た
問
題
は
'
外
国
人
に
対
す
る
殺
傷
事
件
等
の
治
安
問
題
と
通
貨
の
流
通
問
題

で
あ

っ
た
｡
外
国
と
日
本
の
金
銀
比
価
の
相
違
か
ら
良
質
の
日
本
の
金
銀
が
大
量
に
外
国
に
流
出
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
'
外
国
と
等

価
交
換
す
る
た
め
に
質
の
悪
い
金
銀
を
鋳
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
こ
の
こ
と
が
幕
末
の
物
価
高
騰
=
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
拍

車
を
か
け
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

正
月
二
〇
日
に
は
'
｢
公
儀
御
触
書
写
｣
と
し
て
次
の
触
書
が
廻
達
さ
れ
て
い
る

(
二

項
)｡

外
国
交
易
｡
付
貨
幣
之
釣
合
不
宜
侯
間
'
近
日
改
鋳
被

仰
出
侯
迄
左
之
通
り
通
用
可
致
候
'
尤
引
香
之
義
ハ
追
而
可
及
沙
汰
侯

一
保
字
小
判
壱
両

金
三
両

一
分
弐
朱

一
同
壱
歩
判

金
三
分
壱
朱

一
正
字
小
判
壱
両

金
二
両
壱
分
三
朱

一
同
壱
歩
判

金
弐
分
三
朱

右
之
通
り
相
心
得
釆
ル
二
月
朔
日
占
外
国
金
銀
取
交
両
替
無
滞
通
用
可
致
侯

こ
れ
は
'
保
字
小
判

･
正
字
小
判
の
通
用
価
値
を
定
め
た
も
の
で
'
保
字
小
判

一
両
は
三
両

一
分
二
朱
と
し
て
通
用
す
る
と
し
た
も
の

で
あ
る
｡
三
倍
以
上
の
高
騰
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡



(3
)
永
上
金

･
調
達
金
の
上
納

嘉
永
五
年

｢御
用
書
筆
記
｣
の
七
月

1
0
日
に
は
野
良
田
村
与

1
右
衛
門
か
ら
の
廻
文
と
し
て
'
｢此
度

御
屋
敷
様
占
御
上
納
金
被

仰
付
侯
｣
と
し
て
､
村
々
に
て
上
納
人
の
有
無
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
の
で
参
会
を
依
頼
し
て
い
る

(五
七
項
)｡

八
月

1
九
日
の
代
官
所
か
ら
の
廻
状
に
よ
る
と
'
｢
此
度
永
上
金

･
御
調
達
金
駁
出
侯
も
の
1
同
当
人
印
形
持
参
可
出
侯
｣
と
あ
る

(六
四
項
)｡

1
0
月
五
日
に
は
代
官
所
よ
り
'
上
野
毛
村
七
左
衛
門

･
同
安
二
郎
の
両
人
が

｢此
度
御
調
達
井
永
上
金
疏
出
侯
も
の
共
印
形
入
用
｡

侯
間

'
早
々
持
参
調
印
可
致
侯
｣
と
あ
り
'
こ
の
廻
状
は
一
〇
か
村
人
数
二
八
人
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

(八
八
項
)｡

一
二
月
九
日
に
は
'
代
官
所
よ
り

｢差
上
金
御
調
達
金
致
も
の
江
為
御
褒
美
被
下
底
侯
御
晶
御
出
来
■一付
､
明
十
日
四
ツ
時
不
遅
様
佐

第4表 永上金調達金差出者一覧

村 名 名 前 金

額世田谷村〟大 蔵 相 政右衛門

loo南久右衛門

loo南石居

藤八 loo南上野毛村

重右衛門 loo南用 賀 村〟〟〟弦 巻 村

〟 鈴木寅松 15

0両鈴木六之助

150両飯田武七

150両飯田与四郎 loo

南徳 二 郎

loo南幸 助 loo南合

計 1150両(注)文香では｢此金千百両也｣とあ

るが
､
計算では1150両である｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)
(蘇

)

野
奉

行
衆
御
長
屋
江
無
相
違
可
罷
出
侯
｣
と
触
れ
ら
れ
て
い
る

二

〇
四
項
)｡

嘉
永
六
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
八
月

一
七
日
に
は
用
賀
村
飯
田
麻
次
郎

･

野
良
田
村
柏
谷
与

一
右
衛
門
よ
り
の
廻
状
で

｢永
上
金
差
上
侯
も
の
共
印
形

持
参
取
集
｣
の
た
め
の
上
町
へ
の
出
勤
の
姻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(九
四
項
)｡

八
月
二
四
日
に
は
永
上
金
御
調
達
金
出
願
の
者
と
し
て
'
第
4
表
の
よ
う

な
村
名

･
名
前
･
金
額
が
召
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(九
六
項
)｡

二

月
五
日
に
は
代
官
所
か
ら
上
野
毛
村
重
右
衛
門
に
対
し
'
｢右
は
此

度
永
上
金
井
御
調
達
金
い
た
し
侯
も
の
共
江
明
六
日
被
下
之
御
晶
被
下
位
峡

間
'
永
上

･
御
調
達
之
老
共
不
残
五
ツ
半
時
迄
二
御
中
見
放



史
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長
足
江
可
罷
出
侯
｣
と
い
う
廻
達
が
出
さ
れ
て
い
る

(
一
二
九
項
)0

一
五
四

一
一
月
六
日
に
は
井
伊
家
江
戸
昆
敷
詰
役
人
多
賀
谷
左
内

･
山
中
宗
十
郎
か
ら
世
田
谷
代
官
衆
宛
で

｢急
御
用
｣
と
し
て
'
｢今
日
被

下
之
御
綿
御
指
紙
間
達
人
別
｡
可
被
下
置
儀
三
は
無
之
間
'
右
綿
取
散
さ
る
様
不
残
代
官
所
江
御
預
置
可
有
之
侯
｣
と
し
て
'
代
官
所
へ
回

収
し
て
い
る

(
一
三
〇
項
)0

年
の
碁
も
押
し
っ
ま
っ
た
一
二
月
二
九
日
に
は
用
賀
村
鈴
木
六
之
助
よ
り

｢
口
上
｣
と
し
て
'
｢御
領
主
様
占
調
達
金
御
利
足
被
下
置

拙
者
江
割
渡
可
申
様
被
仰
付
侯
間
'
今
日
古
正
月
111日
頃
迄
御
勝
手
次
第
印
形
御
持
参
蒜
私
宅
江
御
出
御
受
取
可
被
成
侯
｣
と
あ
り

(
1

四
六
項
)'
ま
た

｢尤
も
永
上
納
之
も
の
占
金
玉
拾
両
納
侯
御
利
足
も
三
分
弐
朱
預
匿
侯
｣
と
あ
り
'
調
達
金

･
永
上
金
と
も
に
利
息
が

つ
け
ら
れ
'
領
主
側
の
借
用
金
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

嘉
永
七
年
の

｢御
用
諸
向
留
｣
の
正
月

一
二
日
に
は
代
官
所
よ
り

｢去
ル
九
月
中
永
上
金
致
居
候
も
の
共
よ
り
都
合
金
玉
拾
両
御
調
達

金
御
差
上
侯

一
条
｡付
'
少
々
分
兼
侯
儀
有
之
間
､
銘
々
名
前
之
上
江
出
金
高
相
記
早
々
順
達
可
致
侯
'
尤
先
釆
永
上
金
之
輩
能
々
吟
味

可
申
出
事
｣
と
あ
り
'
第
5
表
の
よ
う
な
出
金
高
と
名
前
が
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る

(二
項
)｡

一
二
月
に
は
用
賀
村
鈴
木
六
之
助
よ
り
用
賀
村
飯
田
武
七
ほ
か
人
名
の
永
上
金

･
調
達
金
差
出
者
に
宛
て
'
｢然
ほ
去
丑
年
中
永
上
金

被
成
侯
御
証
文
宋
夕
御
渡
し
無
之
侯
処
'
右
御
扶
持
方
之
御
証
書
釆
十
六
日
頂
戴
被
仰
付
焼
付
'
朝
五
ツ
時
村
役
人
差
添
大
場
様
へ
可
罷

出
旨
御
達
御
座
候
｣
と
い
う
触
達
し
が
出
さ
れ
て
い
る

(
二

三
項
)｡
当
時
用
賀
村
鈴
木
六
之
助
が
最
高
額
の
永
上
金

･
調
達
金
の
差
出

者
で
あ
り
'
｢右
之
趣
拙
者
占
相
触
候
様
被
仰
付
侯
｣
と
こ
の
よ
う
な
世
話
役
も
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
三
年
四
月
に
は
京
都
御
普
請
手
伝
と
地
震
物
人
に
つ
き
'
彦
根

･
佐
野
･
世
田
谷
の
三
領
か
ら
調
達

金
を
提
供
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る

(
二

項
)｡

一
安
政
三
両
辰
年
三
月
中
京
都
御
普
請
御
手
伝
井
地
震
御
物
入
■t付
三
御
領
分
彦
根

･
佐
野
･
世
田
谷
共
御
調
達
金
被
仰
付
侯
分



第5表 永上金上納者一覧

永 上 金 高 利 息 分 村名 名前

.150両 1両3分2朱 用

賀 村 虎 松200両 2両2分

用 賀 村 与四郎400両

5両 用 賀 村 武 '七450両 5両2分2朱 ㌧用 賀 村 六

之助〆1200両 15両500両 〔嘉永6年9月中上納分〕

野良田村200両 5

00両 用 賀 村300両 _ 200両 弦 巻

村200両 200

両loo南loo南

世田谷村loo南 ー下野毛村

400両 上

野毛村300両

瀬 田 村loo南

岡 本 村30

0両 猪 方 村200両

大 歳 村loo南 宇奈根村

200両岩戸村

12ロメ300 0両〆1100両

惣′530 0両此俵4 77俵

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
合
金
千
三
百
七
拾

五
両
也

御
領
分
弐
拾
ケ
村

之
内

五
ケ
村
納
高

内
千
両
也

用
賀
村
鈴
木
六
之
助

百
両
也

同

飯
田
武

功

百
両
也

同

同
与
四
郎

百
両
也

上
野
毛
村
田
中
七
左
衛
門

弐
拾
五
両
也

岡
本
村
虎
次
郎

･
源
七

･
祐
次

でrr
良

弐
拾
五
両
也

大
蔵
村

石
居
藤
八

弐
拾
五
両
也

岩
戸
村

須
田
源
蔵

合
右
之
通
四
月
廿
日
世
田
谷
御
代
官
所
へ
一
同
持

参
相
納
'
御
同
所
御
添
召
ヲ
以
用
賀
村
年
寄
六

之
助

･
岩
戸
村
名
主
源
蔵
両
人
同
道
御
上
昆
敷

御
納
戸
御
役
所
江
持
送
り
人
夫
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一
五
六

五
両
を
調
達
金
と
し
て
納
入
し
て
い
る
｡
な
か
で
も
用
賀
村
鈴
木
六
之
助
は
一
人
で
千
両
と
い
う
大
金
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
｡
こ
の
鈴
木
六
之
助
は
安
政
六
年
の
横
浜
開
港
に
よ
り
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
と
'
横
浜
に
店
を
出
し
'
い
わ
ゆ
る

｢売
込
商
｣
と
し

(4
)

て
活
躍
す
る
の
で
あ
っ
た
｡

安
政
三
年
の

｢御
用
状
留
吉
｣
の
五
月
二
五
日
に
は
代
官
所
よ
り
上
野
毛
村
田
中
七
左
衛
門
に
対
し
'
｢右
は
御
調
達
金
之
義
｡付
申

渡
侯
義
有
之
間
明
日
上
町
へ
可
罷
出
｣
と
い
う
出
頭
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る

(三
六
項
)｡

同
年
六
月
九
日
に
は
竹
中
喜
八
よ
り
世
田
谷
代
官
衆
に
宛
て
'
調
達
金

･
永
上
金
上
納
者
に
対
し

｢御
褒
美
御
晶
｣
の
下
付
が
伝
達
さ

れ
て
い
る

(四
一
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
調
達
金

･
永
上
金
の
提
供
者
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

用
賀
村

鈴
木
六
之
助

･
飯
田
武
七
･
飯
田
与
四
郎

上
野
毛
村

田
中
七
左
衛
門

･
同
重
右
衛
門

岩
戸
村

須
田
源
蔵

大
蔵
村

石
居
藤
八

岡
本
村

虎
二
郎

･
源
七
･
祐
二
郎

世
田
谷
村

宗
八

六
か
村

一
一
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
時
'
｢御
褒
美
御
晶
｣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
与
え
ら
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
｡

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
111年

1
二
月
三
日
付
で
代
官
所
よ
り
上
納
金
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

(
1
五
項
)｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
井

(安
政
元
年
)

伊
直
弼
が
｢
1
昨

寅

年

旦
兄
都
御
守
護
猶
又

禁
裏
炎
上
｡付
御
普
請
御
手
伝
等
被
蒙

仰
'
御
守
護
之
義
｡附
而
は
年
々
御
失
費
不
少
'



殊
不
容
易
御
普
請
御
手
伝
等
之
儀
穿
引
続
而
之

御
公
務
莫
大
之
御
用
途
lI付
'
当
御
領
分
占
今
般
御
用
金
高
壱
石
｡
付
三
朱
之
割
合
ヲ
以
､

当
辰
占
成
迄
七
ケ
年
賦
二
上
納
可
致
旨
被

仰
付
侯
問
'
七
ヶ
年
之
間
無
相
違
十

1
月
中
大
場
隼
之
助
宅
江
相
納
可
申
侯
'
尤
当
年
之
義

は
釆
十
七
日
納
手
形
相
添
納
可
申
'
無
滞
早
々
順
達
留

占
可
返
侯
｣
と
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
殿
様
が
京
都
守
護
を
命
ぜ
ら
れ
'
そ
の
上
'

禁
裏
が
炎
上
し
た
の
で
'
そ
の
再
建
等
で
莫
大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
の
で
'
井
伊
家
領
分
内
か
ら
高

一
石
に
つ
き
金
三
朱
の
割
合
で
安

政
三
年
か
ら
七
年
間
に
わ
た
上
納
を
申
付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

世
田
谷
領
二
〇
か
村
の
そ
の
計
算
方
式
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
こ
で
は
繁
雑
の
た
め
省
略
す
る
が
'
上
野
毛
村
は
一
〇
貫
三
二
五

文
を
七
か
年
賦
と
L
t

一
カ
年
永

一
貫
四
七
五
文
を
上
納
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

ま
た
永
上
人
た
ち
も
'
こ
れ
ま
で
扶
持
米
を
支
給
さ
れ
て
い
た
が
'
そ
の
扶
持
米
高
に
応
じ
て
'
上
納
を
命
ぜ
ら
れ
た

(
1
五
項
)0

安
政
四
年
の

｢御
用
状
留
吉
｣
の
四
月

一
三
日
に
は
'
｢弐
人
扶
持
之
も
の
共
百
表
工付
上
ケ
米
四
表
､
尤
日
数
三
百
六
拾
日
之
割
｣

と
し
て
一
斗
四
升
四
合
､
こ
の
代
永
が

1
五
三
文

1
分
九
厘
で
金
二
朱
と
揺

1
八
六
文
を
'
上
野
毛
村
雲
二
郎

･
重
右
衛
門
が
納
入
し
て

い
る

(二
七
項
)｡

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
二
月
一
七
日
に
も
永
上
金
御
扶
持
方
に
も
二
人
扶
持
･
六
人
扶
持
に
つ
い
て
の
上
納
高
が
記
さ
れ
'

前
者
で
は
米

1
斗
四
升
四
合
此
金
三
先
投

二

三
文
と
な
り
'
後
者
で
は
米
六
斗
四
升
八
合
此
金
三
分
二
朱
珪
二
九
〇
文
と
な
り
'
二
月

二
〇
日
ま
で
に
納
入
す
る
よ
う
代
官
所
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

(七
項
)｡

安
政
六
年
の

｢御
用
留
記
｣
の
二
月
二
〇
日
に
も
永
上
金
御
扶
持
方
の
上
納
高
が
記
さ
れ
て
い
る

(七
項
)｡

安
政
七
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
正
月
二
六
日
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る

(九
項
)｡

三
月

三

盲

に
は
代
官
所
よ
り

｢献
立
井
御
調
達
金
共
出
来
次
第
早
々
上
町
江
相
納
可
申
候
'
可
成
丈
取
急
候
様
取
計
可
申
｣
と
あ
り

｢追
而
献
金

･
献
米
名
前
召
上
ケ
帳
写
差
出
可
申
侯
｣
と
あ
る

(三
二
項
)｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)



第6表 安政7年間3月 調達金提供者への褒美

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

村 名 名 .前 褒 美 品

用 賀 村 鈴 木 六之助 江

州綿2把用 賀 村 飯 田 武 七

江州綿2把用 賀 村 ･飯 田

与四郎 江州綿2把用 賀 村 飯 田 麻次郎 江州綿2把 .廃人御盃1

用 賀 村 鈴 木 寅 松 江州綿2把上 野 毛村 田 中 左太郎 江州綿2把 .左

野綿1把猪 方 村 ･善三郎

江州綿2把弦 巻 村 I実相院 佐野綿1把

弦巻村浄光寺佐野綿1把

弦巻村常在寺 佐野綿1把

1
五
八

上
野
毛
村
で
は
'
名
主
左
太
郎
が
代
官
所
に
対
し

｢右
は
今
般
御
国
恩
為
冥
加
御

献
米
金
御
上
納
仕
度
奉
駅
上
侯
｣
と
し
て
'
惣
百
姓
中
と
し
て
金

一
両
二
分
二
朱
､

田
中
重
右
南
門
が
金
三
両
'
田
中
要
次
郎
が
金
二
両
'
田
中
左
太
郎
が
米

一
〇
俵

(但
両
四
斗
位
)
で
合
計
六
両
二
分
二
朱
'
こ
の
ほ
か
田
中
左
太
郎
が

｢御
調
達
'

金
五
拾
両
也
｣
を
上
納
し
た

(三
四
項
)｡
こ
れ
に
対
し
'
井
伊
家
家
老
脇
五
右
衛
門

か
ら

｢御
時
節
相
弁
米
金
献
上
仕
度
段
願
出
奇
特
之
事

二
俣
｣
と
し
て

｢御
褒
美
｣

が
与
え
ら
れ
て
い
る

(五
六
項
)｡
簡
単
に
表
示
す
る
と
第
6
表
の
と
お
り
で
あ
る
｡

こ
の
ほ
か
に
も
野
良
田
村

･
小
山
村

･
下
野
毛
村

･
上
野
毛
村

･
瀬
田
村

･
岡
本

村

･
鎌
田
村
の
七
か
村
の
百
姓
等
四
〇
名
余
に
酒
合
計

1
石
九
斗
四
升
が
支
給
さ
れ

て
い
る

(五
六
項
)｡

万
延
元
年
閏
三
月
に
は

｢差
上
申
献
金
御
酒
料
頂
戴
之
事
｣
と
し
て
'
金
子

一
両

に
つ
き
褒
美
酒
料

一
貫
二
〇
〇
文
ず
つ
の
割
合
で
上
野
毛
村
の
艮
蔵

･
次
右
衛
門

･

忠
右
衛
門

･
十
五
郎

･
十
右
衛
門

･
要
次
郎
等
六
名
に
金
子
が
与
え
ら
れ
て
い

る

(六
九
項
)｡

四
月
二
一
日
に
は
'
代
官
所
よ
り
用
賀
村
飯
田
麻
次
郎
'
上
野
毛
村
田
中
左
太
郎

に
対
し
'
｢右

ハ
先
日
献
金
1.付
'
御
褒
美
御
渡
し
｡相
成
侯
間
､
.S
日
御
納
戸



永
上
金

･
調
達
金
上
納
者
に
対
し
'
御
褒
美
と
し
て
江
州
綿

･
佐
野
綿
や
酒
等
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
｡

(4
)
｢悪
党
｣
横
行
と
関
東
取
締
出
役

幕
末
に
な
る
に
し
た
が
い
無
宿
人
の
行
動
も
激
化
の
様
相
を
お
び
て
く
る
｡

嘉
永
五
年

｢御
用
書
筆
記
｣
の
十
二
月

1
日
夜
に
は
大
惣
代
有
源
次
か
ら
次
の
よ
う
な
廻
状
が
出
て
い
る

(
1
0
0
項
)｡

御
霊
産
科
等
々
力
村

無
宿
熊
次
郎

右
の
も
の
抜
刀
を
以
押
込
､
昨
日
途
中
晶
見
掛
差
押
侯
も
の
数
ヶ
所
症
受
当
人
逃
去
'
兎
角
最
寄
こ
か
1

ま
り
居
候
間
'
兼
而
御
取
締

役
太
田
源
助
様

･
山
口
顕
之
進
様
古
御
沙
汰
御
座
峡
間
'
明
日
占
手
配
山
狩
い
た
し
侯
'
尤
其
筋
々
道
案
内
之
も
の
差
出
候
間
'
其
節

村
々
二両
手
強
人
足
早
々
御
差
出
無
差
支
様
御
取
計
可
被
成
侯

無
宿
熊
次
郎
の
等
々
力
村
は
世
田
谷
領
で
深
沢
村
名
主
大
惣
代
有
源
次
の
隣
村
で
あ
る
｡
抜
刀
を
も
っ
て
押
込
み
'
警
備
人
ら
に
庇
を

負
せ
て
逃
亡
す
る
な
ど
'
関
東
取
締
出
役
の
命
令
に
よ
り
'
｢山
狩
｣
を
実
施
す
る
の
で
組
合
村
で
は

｢手
強
人
足
｣
の
提
供
を
命
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
'

1
二
月
二
日
の
大
惣
代
有
源
次
の
廻
状
に
よ
る
と
'
無
宿
熊
次
郎
は
浅
草
茅
町
辺
で

｢町
方
御
召
捕
｣
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
一
〇
一
項
)｡

同
日
関
東
御
取
締
出
役
太
田
源
助
か
ら
寄
場
惣
代
中
に
宛
て
'
等
々
力
村
無
宿
熊
蔵
に
つ
き
'
｢右
之
も
の
儀
麻
布
本
村
町
;
お
ゐ
て

手
配
之
節
'
町
方
手
之
も
の
江
為
症
負
逃
去
侯
所
'
昨
朔
日
浅
草
辺
+Iお
ゐ
て
御
用
弁
LI相
成
候
間
'
最
早
穿
聖
不
及
侯
間
'
組
合
村
々
井

道
案
内
之
も
の
江
通
達
可
被
致
候
'
次
上
｣
と
あ
る

(
一
〇
三
項
)｡
十
二
月
五
日
に
は
世
田
谷
村
寄
場
役
人
か
ら
'
｢右
は
熊
蔵
儀
兎
角

組
合
最
寄
立
廻
侯
二付
取
押
方
披

仰
付
'
則
手
配
之
義
兼
而
御
達
中
上
置
侯
処
'
前
文
之
通
御
達
し
有
之
間
組
合
御
村
々
と
も
御
東
知

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
五
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

1
六
〇

可
被
成
侯
｣
と
あ
る

(
一
〇
三
項
)｡
世
田
谷
村
組
合
に
属
す
る
等
々
力
村
無
宿
熊
蔵
で
あ
る
た
め
'
世
田
谷
村
組
合
で
は
熊
蔵
の
立
廻
り

先
と
し
て
厳
重
な
警
備
体
制
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

1
1
月
二
1
日
に
は
甲
州
栴
商
人
郡
内
領
上
暮
地
相
名
主
左
兵
衛
が
甲
州
道
中
烏
山
村
小
嶋
昆
林
蔵
方
で
休
息
L
t
そ
れ
よ
り
代
田
橋

辺
で
道
連
れ
に
な
っ
た
者
に
'
品
数

1
四
品
分
'
〆
九
四
疋
の
網
を
奪
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
.
世
田
谷
領
組
合
寄
場
大
小
惣
代
か

ら

｢村
々
質
屋

･
古
着
屋
と
も
得
と
吟
味
い
た
し
'
似
寄
之
晶
有
之
供

ハ
ゝ

早
々
可
申
出
旨
被

仰
付
侯
間
'
村
々
質
屋

･
古
着
屋
精
々

御
取
調
有
無
共
書
付
｡而
御
村
役
人
壱
判
相
添
'
来
廿
三
日
迄
無
相
違
探
沢
村
大
惣
代
方

へ
御
持
参
可
被
成
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ

て
い
る

(
1
〇
八
項
).
十
二
月
二
三
日
に
は
上
野
毛
村
名
主
見
習
左
太
郎
は

｢右
取
調
'
当
村
之
義
は
質
屋

･
古
着
屋
渡
世
之
も
の
壱
人

も
無
御
座
候
間
此
段
中
上
侯
'
以
上
｣
と
寄
場
大
惣
代
役
人
へ
回
答
し
て
い
る

(
一
〇
八
項
)｡

嘉
永
六
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
正
月
に
関
東
御
取
締
出
役
よ
り
の
廻
状
と
し
て
'
子
ど
も
達
が
往
来
で
金
銭
を
ね
だ
り
'
飴
菓
子
等
の

買
喰
'
さ
ら
に
は
賭
事
に
携
る
も
の
が
い
る
と
し
て
厳
重
な
禁
止
令
を
出
し
て
い
る

(二
項
)｡

近
来
正
月
之
内
村
々
三
お
ゐ
て
小
児
共
寄
集
'
申
合
往
還
泥
縄
引
張
往
来
之
も
の
へ
致
迷
惑
さ
せ
銭
わ
た
り
取
'
飴
菓
杯
買
喰
い
た
し

侯
を
能
事
二
心
得
追
々
増
長
'
中
二
は
右
銭
を
元
手
に
致
賭
事
携
侯
族
も
有
之
哉
二
相
聞
'
物
貰
同
様
所
業
以
之
外
成
儀
侯
､
右
は
畢

寛
親
々
共
養
育
方
不
宜
占
起
侯
事
｡
付
'
重
而
右
鉢
之
義
致
間
数
と
小
児
共
江
急
度
申
開
'
於
村
役
人
｡
も
精
々
差
止
可
申
､
此
上
廻
村

先
蒜
右
様
之
義
及
見
聞
侯

へ
は
無
用
捨
召
捕
夫
々
厳
重
之
取
計
致
侯
条
'
心
得
達
之
も
の
無
之
様
組
合
村
々
小
前
末
々
迄
無
洩
落
入

念
可
申
開
侯

丑
正
月

右
之
通
り
御
触
｡
付
相
違
侯
'
此
状
受
印
順
達
留

古
相
返
可
被
成
侯
'
以
上

関
東
御
取
締
出
役

寄
場



大
惣
代役

人
印

四
月

二

日
に
は
関
東
取
締
出
役
渡
辺
園
十
郎
の
廻
状
と
し
て
'
武
州
長
尾
村
内
山
内
で

｢往
来
之
女
江
深
手
為
負
'
苔
面
之
着
用
之

衣
類
剥
取
逃
去
候
も
の
有
之
'
右
品
々
は
何
も
血
付
有
之
慎
二付
道
案
内
之
も
の
得
と
申
含
'
木
綿
も
の
又
ハ
質
渡
世
之
も
の
等
密
々
相

礼
'
右
｡似
寄
侯
品
捌
侯
も
の
有
之
儀
ハ
召
捕
早
々
可
中
越
侯
｣
と
あ
り

(四
五
項
)'
狂
暴
な
追
剥
事
件
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
｡嘉
永
七
年

｢御
用
諸
向
留
｣
の
八
月
九
日
に
は
'
関
東
取
締
出
役
広
瀬
鐘
平
･
同
関
畝
四
郎
の
連
名
で
日
光
道
中
草
加
宿
旅
篭
屋
で
羽

州
寒
河
江
陣
屋
か
ら
護
送
中
の
幕
領
の
年
貢
金
が
盗
取
ら
れ
た
事
件
が
発
生
し
'
そ
の
犯
人
の
手
配
方
が
示
達
さ
れ
て
い
る

(七
七
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
盗
賊
二
名
が
立
入
り

｢右
御
年
貢
金
之
内
壱
分
銀

･
弐
朱
金
取
交
五
百
八
拾
五
両
壱
分
'
銭
五
百
四
拾
壱
文
盗
取
逃
去

候
｣
と
あ
る
｡
護
送
中
の
年
貢
金
を
略
奪
す
る
と
い
う
の
は
大
胆
な
行
為
で
あ
り
､
内
部
事
情
を
知
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡

安
政
二
年

｢御
用
向
留
記
｣
の
三
月
二
日
に
は
'
関
東
取
締
出
役
よ
り
世
田
谷
領
組
合
村

一
村
ご
と
の

｢村
明
細
帳
｣
の
提
出
が
命
ぜ

ら
れ
て
い
る

(
二

項
)｡

そ
の
内
容
は
①
質
屋
稼
業
者
の
名
前

･
年
齢

･
持
高

･
質
屋
開
始
時
期
'
②
村
高

･
家
数

･
人
口

(男

･
女
別
)

･
牛
馬
数
'
③
寺
院

名
と
そ
の
朱
印
高

･
臨
地
高
'
④
山
方
か
川
附
か
･
渡
舟
場
の
書
上
げ
､
⑤
男
女
虚
聞
の
稼
ぎ
'
⑥
産
物
召
上
げ
'
江
戸
へ
出
荷
の
品
名
'

⑦
市
立
日
等
で
あ
る
｡
こ
れ
は
関
東
取
締
出
役
の
村
方
把
握
の
資
料
と
し
て
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

五
月
二
二
日
に
は
関
東
取
締
出
役
百
瀬
･
安
原
･
関
の
三
人
の
連
名
で
'
上
州
木
崎
宿
で
取
締
出
役
に

｢手
向
い
た
し
悪
党
共
之
内
二
而
'

此
節
専
ら
山
狩
手
配
最
中
差
当
行
衛
不
相
分
｣
と
し
た
無
宿
三
名
の
人
相
書
が
廻
達
さ
れ
て
い
る

(三
四
項
)｡
す
な
わ
ち
'
上
州
佐
位
郡

下
植
木
村
無
宿
善
次
郎
'
同
州
同
郡
綱
取
村
無
宿
茂
善
事
茂
助
'
同
州
新
田
郡
十
日
尾
村
無
宿
源
太
郎
ら
で
あ
る
｡

安
政
五
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
111月
二
七
日
の
関
東
取
締
出
役
広
瀬
鐘
平
か
ら
の
廻
状
に
は

｢当
月
十
七
日
夜
八
王
子
横
山
宿
無
宿
彦

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一六
一



史
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一
六
二

兵
衛
を
右
宿
同
畑
中
江
引
出
及
切
害
逃
去
り
'
何
れ
も
風
呂
敷
包
を
背
負
商
人
鉢
三仕
成
立
廻
り
候
哉
二

相
聞
侯
間
'
其
寄
場
組
合
村
々
江

ハ
勿
論
道
案
内
之
も
の
江
も
得
と
申
談
'
食
物
商
ひ
侯
も
の
迄
も
夫
々
申
含
置
捕
押
方
精
々
可
被
致
侯
｣
と
あ
り
､
無
宿
四
名
の
人
相
書

を
示
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
武
州
多
摩
郡
柚
木
領
大
塚
村
無
宿
者
か
ん
事
勘
五
郎
'
右
勘
五
郎
子
分
之
由
同
州
同
郡
同
領
寺
沢
村
百
姓

常
右
衛
門
倖
か
ざ
長
事
長
八
当
時
改
名
嘉
左
衛
門
'
勘
五
郎
兄
弟
分
之
由
上
州
出
生
無
宿
喜
代
'
三
州
無
宿
名
前
不
分
等
で
あ
る
｡
こ
れ

ら
の
無
宿
は
子
分

･
兄
弟
分
で
あ
り
､
数
人
で
組
ん
で
横
行
L
t
長
脇
差
等
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

以
上
の
記
事
に
よ
り
'
無
宿
の
横
行
と
治
安
体
制
の
動
揺
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
｡

臼

世
田
谷
領
支
配
の
動
向

(-
)
領
主
井
伊
直
弼
に
関
す
る
情
報

嘉
永
三
年

(
一
八
五
〇
)
二
月
五
日
の
大
火
で
井
伊
家
上
屋
敷
は
規
焼
し
､
嘉
永
五
年

(
1
八
五
二
)
三
月
八
日
に
再
建
引
越
し
と
な
っ

た
｡
嘉
永
五
年
の

｢御
用
書
筆
記
｣
の
三
月
四
日
に
は
引
越
の
た
め
の
人
足
が
世
田
谷
領
か
ら

一
〇
六
人
'
そ
の
う
ち
五
〇
人
が
棒
も
っ

こ
持
参
で
'
｢来
八
日
御
本
奥
御
上
星
数
へ
引
越
御
用
｡付
七
日
夕
揃
東
御
台
へ
可
出
侯
｣
と
あ
る

二
七
項
)0

同
五
年
八
月

一
九
日
に
は
井
伊
家
の
嬉
礼
が
'
各
村
々
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

(六
七
項
)｡

御
目
付
江

今
日
書
辰
｡付

御
縁
女
様
御
引
取
御
婚
礼
御
祝
儀
首
尾
能
被
為
相
整
奉
恐
悦
御
事
侯

件
之
趣
諸
御
足
敷
御
家
中
衆
江
可
被
相
違
侯
'
尤

御
縁
女
様
御
儀
御
前
様
と
奉
称
侯
間
是
又
相
達
し
可
被
申
侯

八
月
十
九
日



(中
略
)

件
之
通
り
御
触
相
廻
り
侯
間
村
々
共
得
其
意
相
触
可
申
侯
､
早
々
相
廻
し
留
り
よ
り
可
返
侯
'
以
上

.

子
八
月
廿
四
日

御
代
官
所
印

直
弼
は
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
1
0
月
に
丹
波
亀
山
藩
主
松
平
信
篤
の
妹
昌
子
と
結
婚
し
て
い
る
の
で
'
こ
の
婚
礼
は
井
伊
家
の
他

の
者
で
あ
ろ
う
｡

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
三
月
二
一
日
に
は

｢弥
千
代
様
御
義
松
平
讃
岐
守
様
江
御
引
取
'
即
日
宮
内
大
輔
様
江
御
婚
姻
被
為

相
整
度
段
御
願
被
遊
侠
処
'
御
願
之
通
被
為
豪
仰
恐
悦
之
御
事
-I侯
｣
と
あ
り

(二
一
項
)'
四
月
二
日
に
は

｢今
二
日
松
平
宮
内
大
輔
様

古
弥
千
代
様
へ
御
結
納
御
祝
義
被
懸
候
処
'
万
端
無
御
滞
被
為
済
恐
悦
之
御
事
侯
'
件
之
趣
諸
御
屋
敷
御
家
中
衆
へ
可
被
相
違
侯
｣
と
あ

る

(二
二
頑
).-

四
月

1
四
日
の
代
官
所
の
触
苔
に
は
'
｢釆
十
日

弥
千
代
様
御
道
具
初
立
被
遭
候
間
'
今
十
四
日
夕
東
御
台
所
へ
相
揃
可
申
'
尤
御

婿
礼
御
道
具
持
夫
.I付
左
之
通
り
｣
と
し
て
'
｢
一
人
々
髪
月
代
致
侯
事
'

一
細
帯
不
相
成
事
'

1
老
人

･
子
供
不
相
成
侯
事
'
随
分
人

柄
宜
敷
も
の
相
撲
可
申
｣
と
L
t
｢殿
様
御
覧
も
御
座
候
御
様
子
工付
｣
と
述
べ
て
い
る

(二
六
項
)｡

安
政
五
年
四
月
二
三
日
に
は
井
伊
直
弼
が
大
老
職
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

(三
二
項
)｡

御
目
付
江

昨
廿
二
日
御
老
中
様
御
連
名
之
御
奉
書
御
到
来
'
今
廿
三
日
御
登

城
被
遊
侠
処
'
於

御
前
御
懇
之

上
意
を
以
御
大
老
職
被
為

蒙
仰
'
誠
以
御
重

御
役
儀
被
為
慕

仰
候

上
慮
之
御
次
第
御
冥
加
ヱ被
為
相
叶
候
御
儀
恐
悦
至
樋
之
御
事
朕
'

件
之
趣
諸
御
屋
敷
衆

･
佐
野
･
世
田
谷
御
領
分
中
江
相
達
し
可
被
申
侯

四
月
廿
三
日
｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)



史
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〓
ハ
四

こ
れ
に
つ
い
で
'

｢今
度

御
大
老
職
被
為
蒙

仰
御
威
光
之
御
儀
､
右
三
付
御
家
中
衆
末
々
百
姓
町
人
妹
｡
至
迄

御
上
之
御
威
光
を

以
他
所
向
江
対
し
の
さ
ば
り
不
礼
法
外
之
筋
杯
有
之
候
而
ハ
全

御
為
不
宜
敷
､
殊
御
大
切
之

御
役
儀
｡有
之
侯
得

ハ
御
家
中
衆

･
御
奉

公
人
ハ
勿
論
'
町
郷
.L至
迄
御
為
を
奉
存
弥
以
相
供

1
統
急
度
相
心
侯
様
可
被
相
違
候
'
此
段
組
下

･
支
配
下

･
召
仕
等
迄
も
能
々
相
守

侯
様
可
被
相
違
候
｣
｢御
領
分
宿
々
は
勿
論
往
還
筋
之
義
と
も
本
陣

･
問
屋
初
馬
士
･
篤
龍
昇
妹
二
至
迄
右
之
処
猶
以
相
慎
､
旅
人
江
対
し

か
さ
つ
か
ま
し
き
義
無
理
非
道
之
筋
無
之
随
分
相
供
侯
様
'
其
御
役
方
よ
り
分
而
急
反
中
付
侯
様
可
被
相
達
侯
｣
と
あ
り
､
｢御
百
姓
共

急
度
御
触
面
相
守
侯
様
夫
々
御
申
渡
可
有
之
侯
｣
と
勝
五
兵
衛
か
ら
世
田
谷
御
代
官
衆
へ
達
せ
ら
れ
'
さ
ら
に
代
官
所
か
ら
各
村
へ
廻
達

し
た
の
で
あ
る

(三
三
項
)｡

井
伊
直
弼
の
大
老
職
就
任
に
伴
い
領
内
の
引
き
締
め
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

六
月

一
八
日
に
は

｢京
都
御
守
護
御
勤
被
遊
慎
二付
､
､此
度
鞍
馬
口
晶
六
千
坪
為
御
陣
屋
地
御
拝
領
被
遊
恐
悦
之
御
事
二俣
｣
と
い
う

触
書
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る

(五
六
項
)｡

安
政
六
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
四
月
二
九
日
に
は
代
官
所
か
ら

｢
明
朔
日

弥
千
代
様
御
里
技
工
付
今
廿
九
日
夕
東
御
台
所
江
相
揃

様
可
申
付
候
｣
と
し
て
'
世
田
谷
領
か
ら
三
七
人

(内
二
人
は
上
野
毛
村
)
の
人
足
が
動
員
さ
れ
て
い
る

(二
六
項
)｡

1
0
月

1
五
日
に
は

｢殿
様
今
日
御
登

城
被
遊
侠
処
以

思
召
御
筆
之
物
井
交
御
肴
御
頂
戴
被
遊
恐
悦
之
御
事
二侯
'
件
之
趣
諸
御

屋
敷
御
家
中
衆
江
可
被
相
違
侯
｣
と
井
伊
直
弼
が
将
軍
か
ら
賜
物
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(七
八
項
)｡

一
〇
月
二
八
日
に
は

｢殿
様
今
日
於

御
座
之
御
間

御
懇
之
被
為
豪

上
意

御
本
丸
御
普
請
御
用
向
を
重
立
御
取
扱
被
遊
候
様
被

為
蒙

仰
恐
悦
之
御
事
｡侯
'
右
之
趣
諸
御
屋
敷
御
家
中
衆
江
可
被
相
違
侯
｣
と
あ
り
'
直
弼
が
将
軍
か
ら
本
丸
普
請
に
つ
き
上
意
を
受

け
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る

(七
九
項
)0

一
〇
月
二
九
日
に
は

｢殿
様
今
日
御
登

城
被
遊
侠
処
'
於

御
座
之
御
間
'
去
ル
十
七
日
御
本
九
炎
上
之
節
早
速
御
登

城
被
遊
消



防
共
外
御
指
図
御
行
届
'
何
角
御
骨
折
之
趣
被
為
蒙

上
意
恐
悦
之
御
事
｡

侯
'
右
之
趣
諸
御
屋
敷
御
家
中
衆
江
可
被
相
違
侯
｣
と
あ
り
'

本
丸
炎
上
の
折
'
直
弼
が
消
防
等
の
指
揮
を
と
り
上
意
を
受
け
た
と
あ
る

(八
〇
項
)｡
こ
れ
ら
の
蝕
は

｢御
家
中
衆
｣
の
み
な
ら
ず
代
官

所
か
ら
領
内
全
村
に
廻
達
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

(八
〇
項
)｡

安
政
七
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
正
月
七
日
に
は

｢今
暁
於
奥
方

御
女
子
様
御
出
生
恐
悦
之
御
事
｡
侯
'
件
之
趣
諸
御
足
鋪
御
家
中

衆
江
可
被
相
違
侯
｣
と
女
子
誕
生
の
触
雷
が
出
さ
れ
て
い
る

(四
項
)｡

正
月
八
日
に
は

｢
殿
様
御
儀
昨
日
御
用
番
松
平
和
泉
守
様

占
御
奉
書
御
到
来
'
御
血
忌
御
免
今
日

御
登
城
可
被
遊
段
被
為
蒙

仰
恐

悦
之
御
事
｡
侯
｣
と
あ
る

(四
項
)｡

正
月

1
1
日
に
は

｢今
日
殿
様
御
登

城
被
遊
候
所

御
具
足

御
鋭
之

御
相
伴
被
遊

御
手
自
御
緊
斗
御
拝
領
御
盃
御
頂
戴
被
遊

恐
悦
至
極
之
御
事
二侯
｣
と
あ
り
諸
屋
敷
の
家
中
衆
に
通
達
し
て
い
る

(五
項
)｡

正
月

一
三
日
に
は

｢此
度
於
奥
方
御
出
生
之

御
女
子
様
御
名
登
代
姫
様
と
被
遊
候
｣
と
あ
る

(六
項
)｡

こ
の
よ
う
な
藩
主
井
伊
家
の
私
事
に
至
る
ま
で
鎖
内
村
民
に
情
報
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡

さ
て
'
安
政
七
年

(
1
八
六
〇
'万
延
元
年
)
三
月
三
日
は
井
伊
直
弼
が
水
戸
の
浪
士
に
襲
撃
さ
れ
暗
殺
さ
れ
た
'
い
わ
ゆ
る

｢
桜
田
門

外
の
変
｣
に
あ
た
る
が
'
こ
の
こ
と
に
関
す
る
直
接
の
記
事
は
み
ら
れ
ず
'
閏
三
月
二
九
日
に

｢
殿
様
御
病
気
至
而
不
被
遊
御
勝
御
大
切

之
御
様
子
｡
被
遊
御
座
候
｣
と
あ
り

(五
七
項
)'
さ
ら
に

｢
殿
様
御
病
気
被
為
及
御
大
切
侯
段
達
上
聞
為

御
尋

上
使
堀
田
豊
前
守
様

を
以
御
意
之
被
為
豪

上
意
恐
悦
之
御
事
こ侯
｣
と
あ
る

(五
八
項
)｡

同
日
に
家
督
願
が
承
認
さ
れ
た
旨
の
触
容
が
出
さ
れ
て
い
る

(五
九
項
)｡

殿
様
被
為
及
御
大
切
｡
付

若
殿
様
江

御
家
督
御
隣
召
御
用
番
脇
坂
中
務
大
輔
様
江

戸
沢
上
総
介
様
井
御
指
添
御
先
手
中
畠
宇
右
街

門
を
以
被
指
出
侯
処
'
無
御
滞
御
請
取
相
成
御
安
心
被
遊
侠

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

〓
ハ
五



史
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六
六

こ
う
し
て
閏
三
月
晦
日
に

｢殿
様
御
病
気
御
養
生
不
被
遊
御
叶
､
今
晦
日
卯
中
刻
御
逝
去
被
返
事
絶
言
語
侯
御
事
二
侯
｣
と
代
官
所
の

廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(六
〇
項
)｡
四
月

一
〇
日
に
世
田
谷
村
の
豪
徳
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

(2
)
大
場
与

一
の
世
田
谷
領
代
官
就
任

嘉
永
五
年
の

｢御
用
書
筆
記
｣
の
1
1
月
晦
日
に
は
'
世
田
谷
村
役
人
か
ら
の
廻
状
で

｢今
般
大
場
家
四
郎
様
御
儀
御
代
官
見
習
被
仰

付
御
勤
役
被
為
遊
侠
間
､
此
段
御
東
知
可
被
成
侯
｣
と
あ
る

(九
九
項
)｡

嘉
永
七
年
の

｢御
用
諸
向
留
｣
の
七
月

一
七
日
に
は
代
官
所
か
ら
の
廻
状
で

｢去
ル
十
五
日
山
田
七
右
衝
門
'
今
度
佐
野
･
世
田
谷
御

代
官
江
被
仰
付
侯
問
'
御
領
分
中
不
洩
様
申
渡
侯
様
相
心
得
可
申
侯
'
右
こ付
申
談
し
祝
儀
二罷
出
侯
様
可
致
侯
｣
と
あ
る

(六
〇
項
)｡
こ

れ
は
'
彦
根
藩
の
地
方
行
政
の
上
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
､
佐
野
領

･
世
田
谷
領
の
代
官
は
'
地
元
の
土
豪
を
起
用
し
､

地
代
官
制
度
で
あ
っ
た
が
'
こ
の
時
か
ら
家
臣
の
山
田
七
右
衝
門
を
佐
野

･
世
田
谷
の
二
領
の
代
官
に
任
命
し
､
地
代
官
と
家
臣
代
官
の

併
用
体
制
を
と
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
山
田
七
右
衛
門
は
井
伊
家
の
江
戸
屋
敷
に
在
住
L
t
地
元
の
地
代
官
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関

東
の
佐
野

･
世
田
谷
二
領
の
統

一
的
掌
蛙
を
意
図
し
た
も
の
と
い
え
る
｡

安
政
四
年
の

｢御
用
状
留
吉
｣
の
閏
五
月
二
六
日
に
は
'
世
田
谷
村
名
主
松
本
宗
八
か
ら
の
廻
状
で

｢大
場
隼
之
助
様
御
義
長
々
御
病

気
之
処
'
御
養
生
不
被
為
叶
'
卯
上
刻
御
卒
去
被
遊
奉
恐
入
侯
'
依
之
来
廿
八
日
八
ッ
時
御
出
棺
｡付
'
御
村
々
御
同
役
様
井
永
上
金
之

も
の
一
同
麻
上
下
御
仕
度
都
而
先
刻
之
御
心
得
晶
御
出
可
被
成
侯
｣
と
あ
り
'
大
場
隼
之
助
が
去
死
し
､
二
八
日
に
出
棺
に
つ
き
'
名
主

(5
)

と
永
上
金
の
者
は
麻
袴
で
出
く
る
よ
う
に
順
達
さ
れ
て
い
る

(四
〇
･
四
1
･
四
二
項
)｡
隼
之
助
享
年
六
九
歳
で
あ
っ
た
｡

七
月
二
〇
日
に
は
大
場
与

1
よ
り

｢去
十
七
日
御
代
官
本
役
被
仰
付
侯
間
右
之
趣
相
違
申
侯
'
早
々
順
廻
留
占
可
返
侯
｣
と
い
う
廻
状

が
出
さ
れ
て
い
る

(四
六
項
)｡



七
月
二
七
日
に
は
世
田
谷
村
名
主
松
本
宗
八
か
ら

｢過
日
御
達
し
有
之
侯
五
三付
大
場
様
江
恐
悦
之
御
祝
儀
三御
村
々
御

一
同
可
罷
出
処
'

御
内
伺
致
し
候
所
来
ル
八
月
五
日
被
為
請
御
祝
儀
侯
間
'
同
日
朝
四
ッ
時
上
宿
万
屋
幸
右
衛
門
方
江
御
出
勤
之
上
'
青
物
等
之
義
御
相
談

致
し
度
候
間
｣
と
い
う
廻
状
が
出
て
い
る

(四
八
項
)｡

こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
'
｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
四
年
の
八
月
六
日
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

｢
七
月
十
七
日
御
代
官
与

1
桟
木
役
被
仰
付
候
御
祝
義
弐
拾
ケ
村

1
同
八
月
五
日
恐
悦
.t御
宅
罷
出
侯
'
御
樽
料
金
壱
両
差
出
侯
則
為

祝
義
と
御
吸
物

･
御
酒

･
御
者
御
馳
走
'
本
膳
迄
被
下
匿
侯
｣
と
あ
り
'
こ
れ
は

｢新
例
｣
で
あ
る
と
書
き
留
め
て
い
る

(
一
九
項
)｡

同
書
に
は
引
き
続
き

｢右
御
代
官
与

1
様
御
新
造
御
引
移
八
月
下
旬
頃
御
引
取
.I付
'
九
月
九
日
御
領
分
弐
拾
ケ
村

1
同
占
為
御
祝
儀

と
金
四
百
疋
差
上
侯
得
は
､
猶
又
御
吸
物

･
酒
肴
本
膳
之
御
祝
義
御
馳
走
被
下
置
'
不
残
大
酒
い
た
し
御
祝
中
上
供
而
目
出
度
夫
々
共
夜

｡
入
帰
宅
罷
在
侯
也
｣
と
記
さ
れ

(二
〇
項
)'
大
場
家
四
郎
が
代
官
見
習
か
ら
本
役
と
な
り
'
名
前
も
与

一
と
改
名
L
t
さ
ら
に
妻
を
迎

え
'
領
内
名
主
ら
が
祝
儀
に
お
も
む
き
､
大
変
な
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
｡

(6
)

与

一
は
荏
原
郡
中
延
村
鏑
木
善
兵
衛
の
次
女
'
み
さ

(美
佐
)
を
妻
に
迎
え
た
｡
与

一
は
三

一
歳
'
み
さ
二
五
歳
で
あ
っ
た
｡

(3
)
触
次
名
主
父
子
の

｢不
正
｣
と
弾
劾

世
田
谷
領
の
触
次
'
猪
方
村
名
主
重
左
衛
門
に
関
し
て
不
正
問
題
が
発
生
し
て
い
る
｡
そ
の
動
向
を
窺
っ
て
み
ょ
う
｡

嘉
永
七
年
の

｢御
用
諸
向
留
｣
の
一
一
月
に
は
'
世
田
谷
村
名
主
宗
八
･
弦
巻
村
名
主
安
太
郎

･
用
賀
村
名
主
麻
二
郎
の
三
名
の
連
名

で
世
田
谷
村
組
合
の
名
主
へ
廻
状
が
出
さ
れ
た

(
1
〇
七
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と

｢猪
方
村
触
次
重
左
南
門
之
義
.I付
'
松
原
村
沖
右
衛
門
殿

･
下
北
沢
村
土
太
郎
殿
私
共
江
被
申
出
候
義
有
之
'
右
一I付

御
談
合
申
上
皮
義
御
座
候
間
､
釆
ル
廿
四
日
四
ッ
時
迄
三
上
町
幸
右
衛
門
方
江
御
不
参
無
之
御
自
身
出
席
被
下
侯
｣
と
あ
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

〓
ハ
七



史
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館
研
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一
六
八

二

月
二
九
日
に
は
'

さ
ら
に

｢猪
方
村
触
次
重
左
衛
門

一
件
先
日
御
相
談
任
侠
通
り
'
松
原

･
下
北
沢
両
人
江
参
り
相
断
候
所
'
又

侯
昨
日
右
両
人
罷
越
達
而
御

1
同
江
御
嘆
キ
中
上
度
段
被
申
開

(中
略
)'
右
は
内
実
碇
と
乗
り
候
廉
も
有
之
'
穿

右
等
之
儀
｡付
御
相
談

申
上
皮
存
侯
間
､
乍
御
苦
労
明
朔
日
朝
五
ッ
時
迄
｡
上
町
幸
右
衛
門
方
江
御
出
会
可
被
下
僕
｣
と
し
て
再
度
の
会
食
が
も
た
れ
た

(
1
1
0

項
)0｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
二
年
四
月

一
〇
日
に
は
世
田
谷
領

一
七
か
村
の
名
主
等
か
ら
御
鷹
野
御
役
所
宛
に
猪
方
村
触
次
重
左

衛
門
父
子
の
不
正
に
つ
き
触
次
役
御
免
願
書
が
提
出
さ
れ
た

(三
項
)｡
長
文
な
の
で
'
要
約
し
て
紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

①
武
州
多
摩

･
荏
原
両
部
村
々
世
田
谷
領
の
内
御
鷹
野
役
所
の
御
用
諸
向
の
触
当
を
し
て
い
る
猪
方
村
触
次
重
左
衛
門
組
合
内
の
村

一

同
が
申
上
げ
る
の
で
す
が
'
重
左
衛
門
な
ら
び
に
同
人
倖
見
習
善
三
郎
の
行
状
が
親
子
と
も
近
来
'
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
風
聞
等
で
一

統
の
気
受
が
悪
-
'
諸
向
取
計
方
に
疑
惑
が
生
じ
安
心
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
｡

②
諸
懸
物
雑
用
割
の
取
集
方
の
出
銭
高
も
年
ご
と
に
増
額
さ
れ
'
小
前
末
々
に
至
る
迄
疑
念
を
生
じ
て
い
る
の
で
'
や
む
な
く
去
年

一

一
月
中
に
こ
れ
迄
扱
っ
て
き
た
諸
帳
面
煩
を
調
査
し
た
い
旨
重
左
衛
門
へ
申
入
れ
た
と
こ
ろ
'
長
年
の
こ
と
で
留
記
等
も
わ
か
り
か

ね
る
と
の
返
答
で
あ
っ
た
｡

③
そ
こ
で
再
度
懸
合
中
の
と
こ
ろ
'
世
田
谷
領
松
原
村
触
次
沖
右
衛
門
､
下
北
沢
村
触
次
土
太
郎
'
深
沢
村
触
次
和
歌
太
の
三
人
の
者

が
立
入
り
'
仲
介
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
'
そ
の
意
を
尊
重
し
て
示
談
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
'
三
人
の
解
決
法
は
'
こ
れ

ま
で
の
善
悪
に
拘
わ
ら
ず
重
左
衛
門
は
退
役
'
同
人
倖
善
三
郎
が
跡
役
に
就
任
す
る
こ
と
で
勘
弁
し
て
ほ
し
い
｡
も
し
そ
れ
で
済
む

な
ら
今
後
は
仲
介
人
三
人
が
不
行
届
の
な
い
よ
う
充
分
注
意
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
｡

④
し
か
し
'
村
々
で
は
'
ど
う
し
て
も
重
左
衛
門
勤
役
中
の
諸
帳
面
頬
を
取
調
べ
の
上
'
解
決
方
法
を
示
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
と
'
そ

れ
は
で
き
な
い
･と
断
わ
っ
て
き
た
の
で
'
し
か
た
な
-
重
左
南
門
へ
直
接
懸
合
っ
た
が
'
適
当
な
応
答
の
み
で
'
応
じ
ょ
う
と
ほ
し



ー

な

か

っ
た
｡

⑤
す
で
に
先
年
村
方
川
除
領
主
普
請
仕
立
方
の
と
き
に
も

｢押
領
筋
引
続
両
三
度
｣
に
及
び

｢
私
欲
向
調
中
｣
名
主
役
取
故
に
な
っ
た

｢
邪
欲
之
も
の
｣
に
つ
き

一
同
暫
時
も
安
心
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
｡
恐
れ
入
る
こ
と
で
す
が
t
や
む
を
え
ざ
る
こ
と
と
し
て
'
今

般
重
左
衛
門
と
倖
見
習
役
喜
三
郎
両
人
の
触
次
役
を
罷
免
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
｡
跡
後
は
組
合
内
世
田
谷
村
名
主
新
兵
衛

方
を
任
命
下
さ
る
よ
う

一
統
ご
憐
憩
の
ご
沙
汰
を
お
隣
い
す
る
｡

こ
の
願
書
を
も
っ
て
御
鷹
野
役
所
の
御
掛
り
の
満
岡

･
森
内
の
両
人
に
出
頭
し
た
と
こ
ろ
､
早
速
顕
書
は
預
り
に
な
っ
た
が
'
願
筋
取

上
げ
の
吟
味
と
は
な
ら
な
か
っ
た
｡
訴
答
共

一
応
調
べ
た
が
却
下
さ
れ
'
ど
う
し
て
も
吟
味
を
必
要
と
す
る
な
ら
は
'
領
主
役
場
の
添
筒

を
も
っ
て
出
陳
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
｡

そ
こ
で
世
田
谷
領
の
在
府
代
官
多
和
田
久
平
様
へ
願
出
'
多
和
田
よ
り
佐
野
奉
行
青
木
津
右
衛
門
へ
相
談
し
'
奉
行
よ
り
願
意
の
趣
き

を
具
体
的
に
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
に
仰
せ
渡
さ
れ
'
左
記
の
隣
書
を
も
っ
て
出
願
し
た
｡
す
る
と
早
速
五
月
三
日
猪
方
村
重
左
衛
門
と

惇
幸
三
郎
の
両
人
と
差
添
人
と
し
て
年
寄
文
平
の
三
人
が
召
呼
れ
'
奉
行
様
の
永
星
で
御
礼
L
が
あ
り
､
そ
の
結
果
内
済
す
る
よ
う
厳
重

に
重
左
衛
門
と
善
三
郎
の
両
人
へ
申
渡
さ
れ
た
｡

そ
こ
で
'
先
の
懸
り
下
北
沢
村
土
太
郎

･
松
原
村
沖
右
街
門

･
深
沢
村
和
歌
太
の
ほ
か
に
中
目
黒
村
金
吾

･
桐
ケ
谷
村
宇
右
衛
門

･
大

井
村
貫
蔵

･
同
村
年
寄
惣
左
衛
門

･
渋
谷
村
半
歳
共
'
都
合
八
人
が
立
入
り
で
取
扱
い
に
つ
い
て
一
任
さ
れ
た

(三
項
)｡

安
政
二
年
四
月
に
は
井
伊
家
御
領
分

一
七
か
村
惣
代
世
田
谷
村
名
主
宗
八
ほ
か
四
か
村
四
人
の
名
主
よ
り
代
官
所
宛

へ
願
書
を
提
出
し

た

(四
項
)｡
こ
の
願
書
も
長
文
な
の
で
'
要
約
を
紹
介
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

①
御
鷹
野
役
所
へ
今
般
出
願
し
た
世
田
谷
領
壱
万
三
千
石
の
内
'
私
共
村
々
の
触
次
役
猪
方
村
重
左
衛
門
と
倖
見
習
善
三
郎
の
勤
役
料

は
石
高
割
を
も
っ
て
村
々
よ
り
給
料
米
を
差
出
し
て
い
る
が
'
こ
の
両
人
は
近
来

｢身
行
不
宜
風
聞
｣
が
あ
り
'
触
次
役
を
安
心
し

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
六
九



史
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て
勤
め
さ
せ
て
お
-
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
'
常
々
村
々
共
'
こ
の
両
人
の
行
状
を
見
聞
し
て
き
た
｡

②
御
用
と
し
て
出
府
す
る
た
び
に

｢遊
興
｡誇
り
｣
滞
留
L
t
そ
の
分
ま
で

｢
御
用
出
之
趣
取
計
侯
様
子
｣
で
'
そ
の
遊
興
分
ま
で

｢御
用
懸
り
｣
の
雑
用
費
に
繰
み
込
み
'
村
々
へ
割
り
当
負
担
さ
せ
て
い
る
の
で
'
近
来
は

｢年
増
村
々
出
銭
高
嵩
｣
み
小
前
末
々

ま
で
一
同
難
渋
し
て
い
る
次
第
で
同
領
内
の
外
の
組
合
村
々
の
負
担
と
比
較
し
て
も

｢多
分
之
相
違
罷
在
侯
儀
｣
に
つ
き
'
こ
の
重

左
衛
門
の
取
計
い
の
具
体
的
内
容
を
申
上
げ
る
｡

③
去
寅
年

(安
政
元
年
)
春
中
､
異
国
船
渡
来
の
節
'
御
鷹
野
役
所
で
臨
時
の
焚
出
し
御
用
の
人
足
が
世
田
谷
領
ほ
か
四
か
領
共

一
同

に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
が
'
世
田
谷
領
御
領
分
村
々
は

｢御
屋
敷
様
御
備
御
用
人
馬
｣
を
任
務
し
て
い
る
の
で

｢皆
式
御
免
願
｣
を
出

願
し
た
｡
こ
の
と
き
の
費
用
と
し
て
'
｢出
府
雑
用
金
拾
両
程
出
銭
割
取
集
侯
分
｣
は
一
体
何
の
雑
費
に
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
疑

問
で
あ
る
｡
右
御
免
願
い
と
し
て
両
三
度
も
出
府
し
た
だ
け
で
あ
り
'
こ
れ
は
重
左
衛
門
親
子
共

｢邪
欲
｣
を
も
っ
て
取
立
た
と
思

わ
れ
る
｡

④
嘉
永
元
年
の

｢小
金
原
鹿

御
狩
御
習
試
御
用
駒
場
野
御
場
所
括
出
勤
人
足
｣
は
世
田
谷
領

･
馬
込
領

･
六
郷
領

･
品
川
領

･
麻
布

領
共
玉
か
領
よ
り
相
勤
め
た
人
足
は
平
均
に
負
担
し
た
｡
世
田
谷
領
の
内
猪
方
村
組
は

｢多
分
過
勤
｡
相
成
卑

一付
｣
ほ
か
組
合
よ

り
過
勤
人
足
分
賃
銭
四
五
貫
文
余

(｢六
拾
貫
文
余
受
取
侯
分
｣
と
追
記
が
あ
る
)
｢取
込
置
侯
様
子

(中
略
)
私
欲
罷
在
侯
哉
二御
座
候
｣｡

⑤
駒
場
原
御
定
式
御
場
掠
御
用
人
足
へ
毎
年
支
給
さ
れ
る
扶
持
米
の
分
は

｢正
米
渡
之
外
代
銀
｣
を
も
っ
て
渡
さ
れ
て
き
た
が
'
｢代

銀
｣
分
は
こ
れ
ま
で
村
方

へ
渡
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
'
こ
れ
も
重
左
衛
門
が

｢取
込
罷
在
侯
義
｡
有
之
哉
｣
'
こ
の
こ
と
は
父
善
次

郎
勤
役
以
来

｢押
領
｣
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

⑥
毎
年

一
〇
月
よ
り
翌
春
二
三
月
頃
迄
'
｢御
挙
場
内
鳥
殺
生
人
御
取
締
御
用
御
出
役
様
方
｣
が
村
々
を
廻
村
L
t
そ
の
休
泊
雑
用
両

人
分
宿
泊
料
金

一
分
'
御
昼
食
料

一
昼
夜
分
金

一
分
二
朱
ず
つ
と
決
ま
っ
て
い
た
が
'
度
々
重
左
衛
門
方

へ
休
泊
し
て
お
り
'
｢多



分̀
之
出
銭
割
年
々
取
立
侯
義

一
同
疑
惑
罷
在
侯
｣｡

⑦
去
る
嘉
永
四
年
春
中
'

一
ツ
橋
刑
部
卿
様
玉
川
筋
登
戸
辺
研
形
山
へ
御
出
の
節
の

｢雑
用
割
銭
多
分
相
掛
り
候
義
疑
惑
罷
在
侯
｣｡

⑧
両
御
丸
御
中
納
戸
御
用
杉
の
葉
上
納
そ
の
外
諸
納
物
に
つ
い
て
は
､
買
納
め
上
納
し
て
い
る
が
'
そ
の

｢代
銭
割
合
取
集
之
義
も
'

重
左
衛
門
方
へ
多
分
之
私
欲
筋
有
之
侯
様
子
御
座
候
｣｡

ゝゝ
ゝゝ
ゝゝ

⑨
触
次
勤
役
に
つ
い
て
は
組
合
村
々
よ
り
相
当
の
給
分
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
'
出
府
は
勿
論
そ
の
ほ
か
出
張
は
す
べ
て
出
府
と
名
目

を
つ
け
'

一
昼
夜
分
金

一
分
ず
つ
と
し
て

｢諸
向
割
合
等
取
計
侯
時
々
雑
用
割

一
同
■一取
立
侯
始
末
何
共
難
渋
至
極
仕
罷
在
侯
｣｡

こ
れ
ら
の
箇
条
書
を
も
っ
て
'
代
官
所
か
ら
重
左
衛
門
父
子
の
触
次
役

｢御
免
｣
を
御
鷹
御
役
所
へ
出
航
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
も

の
で
あ
る
.
,

こ
の

｢隣
喜
｣
を
受
け
て
'
代
官
所
で
は
五
月
三
日
に
重
左
衛
門
父
子
共
を
呼
出
し

｢御
礼
之
上
'
厳
重
之
御
利
解
被
仰
聞
侯
上
内
済

可
致
旨
被
仰
渡
候
｣
と
し
て
'
前
述
の
八
人
の
触
次
役
を
内
済
の
仲
介
人
と
し
た
の
で
あ
る
｡
御
鷹
場
役
所
も
井
伊
家
佐
野
奉
行

･
代
官

所
と
も
領
主
権
力
が
介
入
す
る
の
で
は
な
-
'
村
方
内
部
の
内
済
示
談
で
解
決
す
る
よ
う
す
す
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡

安
政
二
年
の

｢御
用
向
留
記
｣
に
そ
の
前
後
事
情
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
簡
単
に
み
て
み
よ
う
｡

三
月
四
日
に
は
世
田
谷
村
名
主
宗
八
･
用
賀
村
名
主
麻
次
郎

･
野
良
田
村
名
主
与

一
右
衛
門

･
岩
戸
村
名
主
源
蔵
の
四
名
で

｢組
合
触

炊

一
件
;付
御
相
談
中
皮
義
御
座
候
｡付
'
釆
ル
七
日
晴
雨
共
正
四
ッ
時
上
宿
幸
右
南
門
方
御
出
会
可
被
下
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ

て
い
る

(
1
二
項
)0

三
月

1
1
日
に
は
左
記
四
か
村
の
う
ち
岩
戸
村
名
主
源
蔵
の
代
わ
り
に
弦
巻
村
名
主
安
太
郎

･
和
泉
村
名
主
作
兵
衛
が
入
り
玉
名
の
連

名
で

｢触
次

一
条
二付
去
七
日
御
相
談
御
座
候
通
､
昨
十
日
先
方
へ
罷
出
申
入
院
処
'
尚
又
種
々
被
申
開
侯
義
御
座
候
付
得
と
御
相
談
中

上
度
侯
間
'
来
十
三
日
晴
雨
共
朝
五
ッ
時
迄
Il喜
多
見
村
野
田
星
清
兵
衛
方

へ
御
出
会
可
被
下
侯
'
右
就
而
は
御
他
領
組
合
村
々
江
も
出
会

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
七

一



史
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一
七
二

触
置
侯
間
､
此
段
御
東
知
之
上
御
自
身
御
出
会
可
被
下
侯
｣
と
あ
る

(
一
五
項
)｡
こ
れ
に
よ
る
と
'
猪
方
村
触
次
重
左
衛
門
方
へ
出
向
き

諸
帳
面
の
公
開
等
を
要
求
し
た
が
'
重
左
衛
門
が
種
々
申
述
べ
公
開
を
拒
否
し
た
の
で
再
度
会
合
を
も
っ
こ
と
と
し
た
こ
と
が
判
る
｡
こ

の
際
､
井
伊
家
世
田
谷
領
の
み
で
は
な
-
'
同
じ
触
次
下
に
あ
る
他
領
の
組
合
村
々
に
も
参
加
を
求
め
た
と
あ
り
'
呼
び
か
け
人
に
和
泉

村
名
主
作
兵
衛
が
加
わ
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
と
い
え
る
｡

三
月

一
八
日
に
は
世
田
谷
村
名
主
宗
八
か
ら
の
廻
状
が
出
さ
れ
､
｢触
次

一
条
先
達
而
野
田
星
三
而
出
会
之
義
｡付
､
昨
日
喜
多
見
村
八

(立
脱
力
)

郎
兵
衛
殿
､
小
足

村

年

寄

衆

一
昨
日
出
会
被
罷
越
被
申
開
侯
は
'
兼
被
仰
聞
侯
趣
篤
と
相
談
御
座
候
処
､

一
卜
先
重
左
衛
門
勤
役
申
請
帳

面
取
調
之
上
'
善
悪
と
も
役
義
之
儀
は
三
四
ヶ
年
相
延
可
然
我
｡存
侯
'
且
ハ
往
古

占
組
釆
之
処
'
只
今
離
組
11罷
成
侯
而
は
､
向
後
諸
事

V山
;n

御
突
合
等
こ差
支
侯
付
'
右
左
こ
も
前
書
御
聞
済
被
下
度
'
然
ル
上
は
い
つ
れ
こも
御
相
談
相
洩
間
数
旨
被
申
開
侯
間
'
則
不
取
敢
此
段
得

貴
意
侯
｣
と
あ
る

(二
〇
項
)｡

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
'
井
伊
家
世
田
谷
領
以
外
の
喜
多
見
村

･
小
足
立
村
は
'
ま
ず
重
左
衛
門
勤
役
中
の
諸
帳
面
を
調
査
し
た
上
で
'

善
悪
と
も
触
次
退
役
要
求
は
三
'
四
か
年
延
期
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
こ
と
と
､
こ
れ
ら
両
村
は
猪
方
村
組
合
か
ら
離
組

の
意
向
を
も
ち
'
そ
れ
を
世
田
谷
領
村
々
で
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
説
得
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

四
月
七
日
に
は
用
賀

･
弦
巻
の
両
村
か
ら
瀬
田
･
上
野
毛

･
野
良
田
の
三
か
村
に
宛
て

｢猪
方
村
触
次

一
件
二
付
御
相
談
中
上
度
義
御

座
候
間
'
唯
今
占
上
町
へ
御
出
張
被
成
下
侯
様
奉
顧
上
侯
｣
と
い
う
紙
面
を
も
っ
た
使
者
が
廻
村
し
て
い
る

(二
八
項
)｡
至
急
の
相
談
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
'
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
｡

四
月
八
日
に
は
用
賀

･
瀬
田
両
村
よ
り

｢猪
方
村
触
次

1
粂
之
義
｡付
差
懸
り
御
相
談
申
上
皮
儀
御
座
候
間
'
乍
御
嘗
労
様
明
九
日
朝

正
四
ッ
迄
｡世
田
谷
村
茶
屋
幸
右
衛
門
方
江
御
出
会
可
被
下
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
て
い
る

≡

一
項
)｡

四
月
二
七
日
に
は
'
弦
巻
村
安
太
郎

･
用
賀
村
麻
次
郎

･
瀬
田
村
綱
次
郎

･
和
泉
村
三
給
惣
代
作
兵
衛
の
四
人
連
名
で

｢御
屋
敷
佐
野



御
奉
行
様
占
今
日
被
仰
付
侯
は
'
村
々
名
主
共
名
代
不
相
成
自
身
蒜

一
統
明
後
廿
九
日
朝
五
ッ
時
迄
｡
御
足
敷
江
1
同
相
揃
侯
様
'I被
仰

付
侯

二
付
御

一
同
明
廿
八
日
夕
刻
迄
ヱ麹
町
上
野
昆
江
向
ケ
御
村
々
御

一
同
御
出
勤
可
被
成
候
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ
た

(三
二
項
)0

佐
野
奉
行
は
先
述
の
と
お
り
'
こ
こ
で
内
済
示
談
で
解
決
す
る
よ
う
命
じ
る
の
で
あ
る
｡

五
月
二
四
日
に
は
世
田
谷

･
弦
巻

･
用
賀

･
野
良
田
･
瀬
田
の
五
か
村
名
主
よ
り

｢猪
方
村
触
次
差
縫
之
義
内
済
熟
談
行
届
慎
二付
'

兼
先
日
中
上
置
侯
以
来
取
極
規
定
喜
連
印
致
侯
間
'
銘
々
御
印
形
御
持
参
明
後
廿
六
日
朝
四
ッ
時
喜
多
見
村
野
田
島
清
兵
衛
方
へ
乍
御
苦

労
御
出
席
可
被
成
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ

(三
三
項
)'
こ
こ
に
触
次

一
件
は
解
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
結
局
触
次
重
左

衛
門
と
倖
喜
三
郎
両
名
の
退
役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

六
月
二
六
日
の
弦
巻

･
用
賀

･
瀬
田
三
か
村
名
主
の
次
の
廻
状

(三
九
項
)
で
そ
の
こ
と
は
判
明
す
る
｡
す
な
わ
ち

｢触
次
重
左
街
門

誉

障
子
善
三
郎
両
人
共
退
役
任
侠
対
談
1.取
極
り
侯
｣
と
あ
る
｡
こ
の

｢触
次
差
縫

1
粂
｣
に
か
か
っ
た
費
用
総
額
は
五
〇
両
で
'
そ
れ

を
関
係
組
合
村
々
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が

(四
三
項
)'
九
月
二
四
日
で
も
'
そ
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て
相
談
の
会
合
が
も
た
れ
て
い

る

(六
一
項
)｡

重
左
衛
門
の
後
任
は
安
政
二
年
九
月
か
ら
覚
東
村
名
主
孫
七
が
就
任
し
た
｡
井
伊
領
で
は
な
い
覚
東
村
名
主
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
｡

安
政
四
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
安
政
三
年

1
二
月
二
7
日
に
は
覚
東
村
孫
七
か
ら
の
廻
状
で

｢猪
方
村
重
左
衛
門
殿
勤
役
中
触
次
筆

墨
代
米
之
義
'
去
卯

(安
政
二
年
)
年
正
月
占
八
月
迄
之
分
同
人
江
御
渡
被
下
侯
様
仕
度
候
趣
｡付
'
仕
訳
帳
持
参
被
致
侯
間
'
去
卯
年
極

月
中
御
達
し
中
上
侯
所
未
夕
御
達
し
不
被
下
候
御
村
々
御
座
候
趣
二付
'
(中
略
)
又
々
此
段
中
上
候
｣
と
あ
る

(六
項
)｡
こ
の
一
件
が
暫

く
尾
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)



史
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(4
)
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
の
功
績
と
褒
賞

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
五
月

一
七
日
に
は
世
田
谷
御
領
分
上
野
毛
村
名
主
田
中
七
左
衛
門
が

｢御
領
分
御
百
姓
共
亀
鑑
｣
と

し
て

｢帯
刀
御
免

一
本
紙
｣
を
伸
し
渡
さ
れ
た

(九
六
項
､
な
お
同
1
文
が

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
三
九
･
四
〇
項
に
も
あ
る
)｡
そ
れ
に
よ

る
と
七
左
衛
門
は

｢
六
拾
四
ヶ
年
名
主
役
無
滞
実
妹
..相
勤
'
殊
.1在
村

ハ
不
及
申
御
領
分
村
々
為
方
｡相
成
侯
義
を
平
月
厚
致
懸
念
'
小

前
之
も
の
共

l
統
気
請
宜
敷
村
方
為
方
｡相
成
'
猶
又
去
ル
子
年

御
調
達
金
被

仰
出
侯
勘
御
時
節
柄
厚
相
弁
'
永
上
金
其
後
辰
年
同

様
被

仰
出
侯
勘

御
調
達
金
等
致
し
'
其
節
々
御
扶
持
方
等
も
頂
戴
い
た
し
居
候
得
共
'
全
平
日
心
得
方
宜
敷
稀
成
も
の
.I付
'
御
領

分
御
百
姓
共
亀
鑑
｡相
成
侯
趣
佐
野
奉
行
衆
被
申
開
険
間
'
他
所
行
井
非
常
之
節

帯
刀

御
免
'

一
本
紙
可
被
申
渡
侯
'
以
上
｣
と
し

て
'
家
老
三
浦
内
膳
か
ら
筋
奉
行
衆

･
佐
野
奉
行
衆

･
御
元
方
勘
定
奉
行
衆

･
御
賄
衆

･
御
目
付
衆
に
出
さ
れ
'
五
月

一
九
日
佐
野
奉
行

勝
五
兵
衛
よ
り
在
村
代
官
山
田
七
右
衛
門
立
合
の
上
'
奉
行
所
長
星
で
申
渡
さ
れ
た
｡
し
か
し
'
こ
の
時
七
左
衛
門
は
病
気
の
た
め
件
左

太
郎
が
出
席
し
'
年
寄
要
次
郎
が
差
添
人
と
な
っ
た
｡

帯
刀
と

一
本
紙

(
l
本
紙
と
は
｢宗
門
改
帳
｣
が
田
中
七
左
衛
門
家
だ
け
は
別
格
扱
い
と
な
り
'
田
中
家
だ
け
の
｢宗
門
改
帳
｣
が
作
成
さ
れ
る
)

を
許
さ
れ
た
七
左
衛
門
は
寛
政
五
年

(
一
九
七
三
)
の
一
六
歳
で
名
主
役
に
就
任
し
､
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
の
八
〇
歳
ま
で
'
六
五
年

間
勤
役
し
て
き
た
の
あ
る

(｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
三
九
項
)｡
そ
の
間
永
上
納
金
三
〇
〇
両
'
調
達
金

一
〇
〇
両
を
提
供
し
扶
持
米
を
与

え
ら
れ
て
き
た
｡

し
か
し
'
こ
の
七
左
衛
門
も
安
政
六
年

1
1
月

1
八
日
に
八
1
歳
で
死
去
し
た
｡
そ
こ
で
八
1
歳
の
現
役
の
ま
ま
死
去
し
た
と
い
う
事

実
を
公
的
に
は
隠
し
て
'
ま
ず
隠
居
膜
と
名
主
跡
役
に
倖
左
太
郎
を
出
願
す
る
こ
と
と
し
た
｡
井
伊
家
で
は
七
左
衛
門
隠
居
に
際
し
て
は
'

井
伊
家
所
領
の
近
江
国
･
下
野
国
･
武
蔵
国
三
領
に
お
い
て
も
六
五
年
間
名
主
役
を
無
事
勤
務
し
た
者
は
な
い
と
し
て
褒
美
と
し
て
金
二

〇
〇
疋
を
与
え
て
'
安
政
七
年
正
月

1
七
日
に
死
去
し
た
こ
と
と
し
た
｡
そ
の
間
の
事
情
を

｢御
用
留
｣
の
記
錠
か
ら
窺
っ
て
み
ょ
う
｡



安
政
六
年

二

月

一
八
日
に
七
左
衛
門
が
八

1
歳
で
死
去
す
る
と
倖
左
太
郎
は
早
速
'
親
煩
の
野
良
田

･
用
賀
両
村
の
名
主
に
知
ら
せ

た
と
こ
ろ
'
｢相
談
之
上
'
是
迄
名
主
勤
役
中
こ付
当
節
老
病
重
妹
二
罷
成
侯
間
'
御
役
御
免
隠
居
被

仰
付
候
様
｣
の
願
書
を
認
め
'
翌

一
九
日
に
野
良
田
村
名
主
粕
谷
与

一
右
衛
門

･
用
賀
村
名
主
飯
田
麻
次
郎
の
両
人
が
持
参
し
世
田
谷
代
官
大
場
家

へ
差
出
し
た
｡
勿
論
大

場
代
官

へ
は

｢内
々
七
左
衛
門
義

ハ
昨
日
病
死
仕
侯
段
中
上
侯
所
｣
'
代
官
よ
り
葬
式
は
と
り
あ
え
ず

｢仮
葬
之
積
LltE
｣
行
な
い
'
い
ず

れ

｢本
葬
式
｡
可
仕
段
被
仰
聞
｣
'
さ
ら
に

｢
御
昆
敷
江
願
出
侯
義

ハ
来
月
上
旬
迄
差
控
侯
様
被

仰
聞
｣
'
そ
れ
ま
で
大
場
代
官
所
で
臨

書
は
預
る
こ
と
と
し
た
｡
な
お
'
｢帯
刀
御
免
'

一
本
紙
｣
の
身
分
格
式
は
倖
左
太
郎
に
も
引
継
が
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
｡

一
二
月

一

〇
日
に
年
貢
上
納
の
折
に
大
場
代
官
よ
り
佐
野
奉
行

へ
'
七
左
衛
門
の
隠
居
と
跡
役
願
の
隣
書
を
提
出
す
る
と
'
そ
の
願
書
を
披
見
し
た

上
で
'
奉
行
か
ら

｢
七
左
衛
門
義

ハ
数
年
来
名
主
相
勤
候
所
'
三

御
領
分
lI壱
人
も
無
御
座
稀
成
者
一I付
'
以

御
憐
怒
ヲ
帯
刀

御

免
'
｣
本
紙
永
久
御
免
被
仰
付
侯
義
■一付
'
別
段
書
面
を
以
奉
麟
上
候
｡
ハ
不
及
侯
段
被

被
仰
聞
'
右
願
書
差
戻
し
こ
相
成
侯
上
'
七
左

衛
門

占
御
役
御
免
隠
居
被

仰
付
｣
ら
れ
た
の
で
あ
る

(｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
六
六
項
)｡
跡
役
の
願
書
は
投
出
す
.る
よ
う
求
め
ら
れ
'

安
政
六
年

1
二
月
名
主
田
中
七
左
衛
門

･
年
寄
艮
蔵
の
連
名
で
代
官
所

へ
提
出
し
た

(同
六
七
項
).

1
二
月
二
七
日

｢
御
家
老
様

古
御
役

御
免
隠
居
被
仰
付
'
右
七
左
衛
門
義
六
拾
五
ヶ
年
名
主
役
相
勤
侯
段
三
御
債
分
無
御
座
稀
之
義
L1付
'
以

御
憐
怒
御
褒
美
金
弐
百
疋
頂

戴
被

仰
付
侯
｣
と
な
っ
た

(同
六
七
項
)｡

十
二
月
二
七
日
に
は
家
老
岡
本
半
介
か
ら
佐
野
奉
行
衆

･
御
元
方
勘
定
奉
行
衆

･
御
賄
衆

･
御
納
所
役
衆
に
宛
て
'
｢
上
野
毛
村
名
主

田
中
七
左
衛
門
八
十

一
才
｣

へ

｢金
弐
百
疋
｣
の

｢御
褒
美
金
｣
下
付
の
書
付
が
出
さ
れ
て
い
る

(同
六
八
項
)｡

翌
二
八
日
に
は
代
官
所
か
ら
田
中
七
左
衛
門
倖
左
太
郎
に
対
し
'
｢右
之
も
の
御
用
弁
｡相
成
侯
二
付
名
主
役
申
付
候
間
'
御
用
向
万
端

年
寄
共
と
無
服
臓
申
談
大
切
二
相
勤
可
申
侯
｣
と
跡
役
名
主
の
任
命
が
行
わ
れ
た

(同
六
九
項
)｡

こ
の
よ
う
に
無
事

一
件
が
落
着
し
た
の
で
'

一
二
月
二
九
日
に
は
七
左
衛
門

･
左
太
郎
両
人
の
御
礼
と
し
て
第

7
表
の
よ
う
な
金
品
を

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
七
五



第7表 名主役任命等につき ｢御礼｣一覧

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

振 興 先 金 品

代官 大場様 金200疋 七左衛門御役御免
御礼金300疋 左太郎跡役任

命御礼代官 山田様 金200疋 七左衛門御
役御免御礼金300疋 左太郎

跡役任命御礼･佐野孝行 勝様 御菓子 (空霊禦提琴 筆墨

五さを両晶折詰)

七左衛門御礼干海苔上三帖 (68

0文)左太郎御礼御上屋敷 御元方 手札持参御

礼奉中上侯同御賄様甲

同
.
御納戸様同

一
七
六

関
係
者
へ
提
供
し
て
い
る

(同
六
九
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
代
官
大
場
･
山
田
の
両
人
に
は
金
五
〇
〇
疋
ず
つ
'
佐
野

奉
行
に
は
菓
子
折
詰
と
干
海
苔
上
三
帖
で
あ
る
が
'
菓
子
折
詰
は
差
戻
さ
れ
'

結
局
山
田
代
官
に
提
供
し
て
い
る
｡
こ
の
佐
野
奉
行
へ
の
謝
礼
は
山

田
代
官
の

｢御
差
図
被
下
置
侯
｣
な
っ
て
い
る

(同
六
九
項
)｡

こ
う
し

て
前
述
し
た
よ
う
に
安
政
七
年
正
月

一
八
日
名
主
田
中
左
太
郎
よ
り

代
官
所

へ
あ
て

｢
御
領
分
上
野
毛
村
田
中
佐
太
郎
奉
中
上
侯
'
私
父
七
左
衛
門

儀
度
々
御
褒
美
頂
戴
被

仰
付
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
罷
在
院
､
然
ル
所
老

病
追
々
差
重
り
今
朝
五
ッ
時
頃
相
果
侯
二
付
'
此
段
以
書
付
御
届
華

中
上
院
｣

と
あ
る

(安
政
七
年
の
｢御
用
状
留
記
｣
三
項
)0

そ
れ
か
ら
七
か
月
後
の
万
延
元
年
七
月
七
日
左
太
郎
は
七
左
衛
門
と
改
名
し

た

(同
二

〇
項
t
｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
七
二
項
に
も
同
文
が
あ
る
)0

E
[
自
然
災
害
と
小
前
騒
動

(-
)
六
郷
用
水
の
渇
水

嘉
永
五
年

｢御
用
書
筆
記
｣
の
四
月
二
二
日
に
は
世
田
谷
代
官
所
か
ら
六
郷

用
水
の

｢



廻
状
が
出
て
い
る

(三
四
項
)｡

六
郷
用
水
発
端
年
暦
相
分
院
様
之
召
面
等
も
有
之
侯

ハ
1
'
当
節
急
二
人
用
王
侯
間
相
尋
中
皮
､
其
外
古
絵
図
面
等
も
候

ハ
1
承
度
､

尚
又
水
計
口
迄
之
水
道
之
事
も
致
承
知
度
､
何
蒜
も
右
心
得
｡相
成
侯
書
物
有
之
侯

ハ
ゝ
今
日
中
又
は
明
朝
迄
■-被
申
開
侯
様
致
度
此

段
相
違
侯
'
即
刻
順
廻
留

占
可
返
院
'
以
上

千
四
月
廿
二
日

御
代
官
所
印

こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
'
幕
末
期
に
は
'
近
世
初
期
の
慶
長
年
間

(
1
五
九
六
-
1
六
一
四
)
に
開
発
さ
れ
た
六
郷
用
水
の
事
情

等
を
解
明
す
る
史
料
等
が
世
田
谷
代
官
所
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

同
年
六
月
二
日
に
は
六
郷
領
用
水
路
惣
代
か
ら
'
日
照
り
続
き
で
用
水
不
足
と
な
り
'
世
田
谷
領
村
々
は

｢
五
分
通
｣
り
水
が
田
場
に

行
届
か
ず
'
相
談
の
結
果
明
三
日
朝
よ
り
六
日
朝
迄
'
三
日
三
夜
の
間

｢半
留
｣
に
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
明
三
日
朝
'
分
水
口
へ
立
合

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
六
郷
領
用
水
路
惣
代
は
'
明
三
日
朝
六
ッ
時
に
六
郷
領
を
出
立
L
t
上
流
に
向
っ
て

登
る
の
で
'
各
村
役
人
は
一
人
ず
つ
分
水
ロ
へ
出
張
し
て
く
れ
る
よ
う
書
き
添
え
て
い
る

(四
八
項
)0

五
日
に
は
再
度
六
郷
領
用
水
路
惣
代
か
ら
の
廻
状
が
出
さ
れ
'
六
郷
用
水
の

｢
下
手
村
々
田
場
乾
割
■一相
成
侯
間
｣
さ
ら
に
明
六
日
か

ら
八
日
ま
で
の
二
日
間
､
世
田
谷
領
に
お
い
て
は

｢分
水
口
皆
留
又
は
半
留
等
｣
の
延
長
が
依
頼
さ
れ
た
｡
二
日
間
延
長
さ
れ
れ
ば

｢乾

割
之
場
所
江
根
走
水
■二

順
可
相
廻
｣
と
し
て
い
る

(四
九
項
)｡
そ
れ
か
ら
半
月
後
の
六
月
二
二
日
は
'
ま
た
ま
た
日
照
り
続
き
に
よ
る

｢
用
水
不
足
｣
で

｢当
領
村
々
流
末
田
場
乾
割
｡
相
成
侯
｡
付
｣
と
し
て
明
二
二
日
か
ら
二
八
日
朝
ま
で
'
五
日
間
世
田
谷
領

｢
村
々
分

水
口
五
分
留
｣
と
'
そ
の
た
め

｢
明
日
地
先
江
御
壱
人
｣
の
出
張
願
い
が
出
さ
れ
た

(五
一
項
)｡

し
か
し
'
幸
い
に
も
六
月
二
六
日
に
は

｢朝
明
け
万

古
小
雨
昼
頃
迄
少
々
も
-
ふ
り
夕
方
曇
天
'
漸
々
挨
示
り
-
ら
い
｣
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
､
こ
れ
も
実
質
的
に
は
大
し
た
効
果
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

一
七
八

六
月
二
七
日
に
は
六
郷
用
水
路
惣
代
嶺
村
名
主
周
蔵

･
萩
中
村
名
主
三
右
衛
門

･
北
蒲
田
村
名
主
次
郎
左
衛
門
外
二
名
の
差
出
し
廻
状

が
出
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
去
る
二
三
日
か
ら
明
二
八
日
朝
ま
で
世
田
谷
領

｢村
々
分
水
口
五
分
留
又
は
皆
留
等
｡
御
無
心
中

(非
)

人
侯
'
精
々
為
引
取
侯
得
共
沈
末
村
々
田
場
大
乾
割
工
而
不
行
届
'
無
是
悲
明
日
用
水
配
御
出
役
相
願
'
来
月
朔
日
古
皆
留
..
い
た
し
侯
間
'

此
状
御
披
見
次
第
築
留
取
払
'
明
後
廿
九
日
夜
迄
御
勝
手
次
第
沢
山
御
引
取
置
可
被
成
侯
｣
と
あ
る

(五
三
項
)｡
す
な
わ
ち
'
七
月

一
日

よ
り
世
田
谷
領
の
分
水
は
全
面
閉
鎖
と
す
る
の
で
'
六
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
間
は
存
分
に
水
を
取
入
れ
て
結
構
で
あ
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
｡
六
月
二
九
日
に
は
北
蒲
田
村
御
用
先
よ
り
幕
府
代
官
斎
藤
嘉
兵
衛
の
手
代
原
皮
蔵
よ
り
次
の
廻
状
が
出
さ
れ
た

(五
四
項
)｡

此
節
照
続
六
郷
領
村
々
用
水
難
行
屈
田
場
干
破
相
成
侯
二付
'
(中
略
)
明
朔
日
朝
六
時
北
蒲
田
村
旅
宿
出
立
其
村
々
江
罷
越
'
分
水
樋

.
口
同
朝

古
来
ル
六
日
朝
迄
日
数
五
日
之
問
〆
切
封
印
申
付
侯
間
'
村
境
江
役
人
之
内
壱
両
人
三
判
持
参
罷
出
店
差
支
無
之
様
可
被
取
計

侯
｡
さ
ら
に
七
月
九
日
に
は
斉
藤
嘉
兵
衛
手
代
原
俊
蔵
よ
り
､
六
郷
領
村
々
渇
水
に
つ
き
世
田
谷
領
村
々
分
水
口
〆
切
差
配
し
た
け
れ
ど
も
'

な
お

｢
渇
水
晶
不
行
届
稲
草
干
枯
等
出
来
侯
而
は
不
容
易
儀
..付
'
明
十
日
朝
六
時
北
蒲
田
村
出
立
罷
越
'
同
朝
古
来
ル
十
七
日
朝
迄
日

数
七
日
之
間
猶
又
其
村
々
分
水
口
〆
切
封
印
申
付
侯
｣
(五
六
項
)
と
し
て
七
月

一
〇
日
朝
よ
り

一
七
日
朝
ま
で
七
日
間
の
分
水
口
閉
鎖
を

命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
分
水
口
〆
切
に
つ
い
て
は
村
方
か
ら

｢請
証
文
｣
を
授
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

上
野
毛
村
で
は
'
平
五
郎

･
善
吉
の
二
か
所
の
分
水
築
留
を
し
て
い
る
｡
そ
の
他
の
分
水
に
つ
い
て
は
七
月

一
日
以
来
〆
切
り
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
｡

七
月

一
八
日
に
は
'
六
郷
領
堤
方
村
御
用
先
の
斉
藤
嘉
兵
衛
手
代
原
俊
蔵
か
ら
の
回
状
で
､
明

一
九
日
朝
六
ッ
時
よ
り
来
る
二
六
日
朝

六
ッ
時
ま
で
七
日
間
の
分
水
口
の
〆
切
封
印
の
命
令
が
出
さ
れ
た

(五
八
項
)｡

こ
う
し
て
み
る
と
'
｢
六
郷
用
水
｣
の
名
前
の
と
お
り
'
下
流
の
六
郷
領
の
水
田
稲
作
の
た
め
の
水
の
確
保
が
最
優
先
で
､
世
田
谷
領
は



第8表 吉永5年6月～7月 世田谷領における六郷用水分水口留状況

迎状日付 期 間 日数 世田谷額村々分水口 六郷街村 の々状況 過状差出人

項目番号6月2日 6月3日朝一6日朝 3日3晩 半留

六郷鱗用水惣代 486月5日 6月6日朝～8日朝 2日間 皆留又は半留

田場乾割 六郷鎖用水惣代 496月22日 6月23日～28日朝 5日間 五分留

当頃村 流々末用水不足 六郷領用水惣代 516月27日 6月27日～29日 3日間

6月27日～29日存分取入自由 六郷額用水惣代 536月29日 7月1日朝 5日間 皆留/切封

印 流末村 田々場 代官斉藤嘉兵衛 54～6日朝 大戟割 手代原俊歳7月9日 7月10日朝一17日朝 7日間 皆留〆切封印 代官斉藤嘉兵衛手代原俊歳56

7月18日7
月19日朝

～26日朝
7日間皆留〆切封印
代官斉藤嘉兵衛

手代原皮蔵58

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

取
水
口
で
も
あ
り
'
上
流
で
あ
る
が
'
六
郷
債
に
支

障
の
な
い
範
囲
内
で

の
利
用
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

さ
て
'
五
八
項
の
末
尾
に
は
'
七
月

一
九
日
昼
頃
よ
り
雨
か
降
り
初
め
'

大
雨
が
毎
日
続
き
二
一
日
夜
よ
り
出
水
'
二
二
日
昼
頃
本
田
畔
よ
り
水
が

押
入
'
追
々
増
水
と
な
り
'
つ
い
に

｢稲
之
穂
際
頃
ま
て
附
｣
と
い
う
状

況
と
な
っ
た
｡

以
上
六
月
三
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
の
分
水
口
留
状
況
を
表
示
す
る

と
'
第
8
表
の
よ
う
に
な
り
'
三
三
日
間
中
二
九
日
間

(八
八
%
)
が
半

留
な
い
し
全
留
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

ま
た
'
半
留

(五
分
留
)
の
要
請
に
つ
い
て
は
'
六
郷
領
用
水
路
惣
代

(嶺
村
名
主
周
蔵
･
萩
中
村
名
主
三
右
衛
門
･
北
捕
田
村
名
主
次
郎
左
衛
門
外
二

名
)
か
ら
の
回
状
で
あ
る
が
'
皆
留
の
〆
切
封
印
に
つ
い
て
は
代
官
斉
藤

嘉
兵
衛
手
代
原
俊
蔵
の
回
状
と
な
り
'
こ
れ
に
は
村
方
か
ら
東
諸
の
請
容

が
提
出
さ
せ
ら
れ
て
い
る
｡

嘉
永
六
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
二
月
二
五
日
に
は
代
官
斉
藤
嘉
兵
衛
手

代
秋
葉
金
次
郎
よ
り
'
｢武
州
六
郷

･
稲
毛
川
崎
領
村
々
用
水
路
定
式
自

普
請
所
為
目
論
見
､
朋
廿
六
日
其
筋
姻
相
見
分



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

二
項
)0

六
月

一
一
日
に
は
六
郷
領
用
水
惣
代
よ
り

｢此
節
照
続
六
郷
領
用
水
不
足
流
末
村
々
乾
割
二

相
成
草
耕
出
来
不
申
､
依
之
其
御
村
々
分

水
口
御
示
談
之
上
明
十
二
日
古
十
九
日
朝
迄
七
日
之
間
五
分
留
こ致
度
､
明
朝
用
水
惣
代
之
も
の
罷
出
可
中
間
左
様
御
東
知
可
被
下
侯
｣

と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(七
二
萌
)｡L
す
な
わ
ち
'
六
月

1
二
日
か
ら
-
1九
日
朝
ま
で
の
七
日
間
の
分
水
口
の
五
分
留

(五
〇

%

閉
鎖
)
要
請
で
あ
る
｡

六
月
二
七
日
に
は
再
度
六
郷
領
用
水
路
惣
代
よ
り

｢明
廿
八
日
よ
り
七
月
五
日
朝
迄
七
日
之
間
其
御
村
々
分
水
口
五
分
留
二
御
示
談
中

皮
侯
間
御
承
知
可
被
下
侯
｣
と
の
廻
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る

(七
六
項
)｡

七
月
六
日
に
は
ま
た
も
六
郷
領
用
水
路
惣
代
よ
り

｢明
七
日
朝

古
来
十
日
朝
迄
三
日
之
間
其
御
村
々
分
水
口
皆
築
留
之
儀
御
街
中
入

(中
略
)'
尤
明
日
地
先
江
御
役
人
中
御
出
会
之
義
御
析
中
人
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(七
七
項
)｡

七
月

1
二
日
に
は
代
官
斉
藤
嘉
兵
衛
手
附
杉
浦
武
助
よ
り

｢其
村
々
分
水
口
昨
十

1
日
占
七
日
之
間
〆
切
申
付
封
印
い
た
し
置
侯
処
'

昨
夜
占
之
沈
雨
三両
惣
体
用
水
沈
深
致
趣
届
出
'
依
之
右
〆
切
ケ
所
々
取
払
申
付
侯
｣
と
の
廻
状
が
あ
り

(八
〇
項
)｡
九
日
の
大
雨
で
用

水
が
充
満
し
た
の
で
'
分
水
口
閉
鎖
の
解
除
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
八
月
二
日
は
六
郷
領
用
水
路
惣
代
よ
り
'
｢
明
三
日
占
十
日
迄
七
日
之
間
其
御
村
々
分
水
口
皆
留
11御
示
談
中
皮
侯
間
御
承

知
可
被
下
侯
｣
と
い
う
廻
状
き
て
い
る

(八
六
項
)｡

嘉
永
七
年

｢御
用
諸
向
留
｣
の
二
月
二
七
日
に
は
代
官
斉
藤
嘉
兵
衛
手
附
永
井
良
之
助
よ
り

｢
六
郷
領
用
水
自
普
請
所
見
分
と
し
て
致

廻
村
峡
間
｣
'
人
足

一
人
を
提
供
す
る
よ
う
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(二
五
項
)｡
毎
年
二
月
下
旬
に
は
'
六
郷
用
水
自
普
請
所
見
分
役
人

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

七
月

一
三
日
に
は
六
郷
領
用
水
路
惣
代
よ
り
'
｢此
節
照
綻
及
渇
水
用
水
不
足
い
た
し
'
当
領
流
末
村
々
田
場
乾
割
二
相
成
侯
間
'
明



十
四
日
朝
五
ッ
時
古
来
ル
十
九
日
朝
五
ツ
時
迄
五
日
の
間
'
共
御
村
々
分
水
口
皆
〆
切
之
義
御
街
中
入
皮
侯
間
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ

た

(五
九
項
)｡

閏
七
月
八
日
に
も
六
郷
鎖
用
水
路
惣
代
よ
り

｢此
節
追
々
照
続
用
水
不
足
当
偏
流
末
村
々
出
穂
水
行
届
兼
侯
間
､
明
九
日
朝
占
来
ル
十

四
日
朝
迄
日
数
五
日
之
間
'
其
御
村
々
分
水
口
樋
口
皆
止
之
積
り
御
示
談
申
受
度
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ
た
が
'
｢
翌
九
日
雨
水
こ付

見
合
触
｣
が
順
達
さ
れ
た

(六
五
項
)｡

安
政
三
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
正
月
二
七
日
に
は
代
官
斎
藤
嘉
兵
衛
手
代
南
条
助

一
の
堤
方
村
御
用
先
か
ら

｢
六
郷
領
三
拾
五
ケ
村
組

合
用
水
取
入
口
井
井
筋
当
辰
春
定
式
自
普
請
目
論
見
と
し
て
罷
越
侯
粂
｣
と
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

≡
項
目
)｡

五
月
二
四
日
に
は
六
郷
領
用
水
路
惣
代
か
ら

｢此
節
用
水
不
行
届
流
末
村
々
田
場
乾
割
未
仕
付
残
'
且
仕
付
荒
こも
可
相
成
次
第
晶
領

中
村
々
及
混
雑
御
差
配
御
出
役
を
も
可
相
願
処

1
ト
先
其
御
村
々
分
水
口
明
廿
五
日
朝
古
来
ル
六
月
三
日
朝
迄
日
数
七
日
之
間
五
分
留
御

示
談
申
度
｣
と
の
廻
状
き
て
い
る

(三
五
項
)｡

六
月
二
日
に
は
六
郷
領
用
水
路
惣
代
よ
り
'
｢猶
又
明
三
日
朝
六
ッ
時
古
来
ル
八
日
朝
六
ッ
時
迄
日
数
五
日
之
間
其
御
村
々
分
ケ
水
口

五
分
留
御
示
談
中
皮
｣
と
さ
ら
に
五
日
間
の
延
長
申
入
れ
の
廻
状
が
出
さ
れ
た

(三
七
項
)｡

六
月

一
三
日
に
は
代
官
斎
藤
嘉
兵
衛
手
代
田
篭
官
幸
助
よ
り
用
水
路
へ
塵
や
ご
み
を
捨
て
る
者

へ
の
取
締
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ

ち
'

(托
カ
)

｢其
村
々
地
内
引
入
侯
六
郷
領
用
水
路
'
今
般
下
郷
村
々
田
方
用
水
差
支
容
易
不
成
封
印
ま
て
取
計
置
所
'
兎
角
恩

眼

之

も
の
共
右
大

切
之
用
水
路
江
ち
り
こ
み
捨
候
も
の
有
之
以
外
之
事
｡
侯
｣
と
あ
る

(四
四
項
)｡
こ
れ
は
'
六
郷
用
水
が
下
流
の
六
郷
領
村
々
の
利
用
が

重
視
さ
れ
､
上
流
の
世
田
谷
領
村
々
の
利
用
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
｢
ご
み
･
ち
り
｣
等
を
投
げ
捨
て
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)
(蘇

)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
四
号

一
八
二

翌
六
月

1
0
日
に
は
'
同
人
よ
り

｢来
ル
十
六
日
朝
六
ッ
時
封
印
取
払
之
横
申
渡
置
｣
の
廻
状
が
順
達
さ
れ
た

(四
五
項
)｡

安
政
四
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
五
月
三
日
に
は
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
が
六
郷
領
用
水
路
惣
代
中
に
宛
'
用
水
破
損
の
見
分
と
修

復
措
置
を
要
求
し
た
文
書
が
記
載
さ
れ
て
あ
る

(三
一
項
)｡
そ
れ
に
よ
る
と
､
｢当
村
用
水
路
之
内
､
昨
辰
秋
中
村
方
こ
お
ゐ
て
急
水
留

い
た
し
置
侯
危
難
之
場
所
'
当
節
破
損
罷
成
用
水
堀
押
抜
可
中
も
難
計
侯
哉
二付
'
此
段
御
見
分
之
上
可
然
御
取
計
被
成
可
然
'
此
段
中

上
侯
'
早
々
以
上
｣
と
あ
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
充
分
の
措
置
講
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
'
八
月
一
〇
日
の
記
載
に

｢去
月
十
三
日
頃

大
破
二
押
崩
侯
付
'
同
十
八
日
吉
御
築
留
御
座
候
様
子
之
処
､
同
月
廿
二
日
夜
中

占
如
何
之
御
手
入
御
座
候
哉
'
同
月
廿
二
日
占
廿
111日

ゝゝ
ゝゝ
Â
～
ゝゝ
ĴL
ゝゝ
ゝゝ

共
終
日
之
大
雨
故
欺
'
押
抜
相
保
不
申

(中
略
)t

l
昨
八
日
昼
頃
古
昨
九
日
夕
方
迄
二用
水
敷
悉
欠
崩
甚
敷
大
破
損
侯
間
右
御
達
置
申
侯
'

先
は
右
御
知
ら
せ
中
皮
如
此
御
座
候
'
早
々
以
上
｣
と
あ
る
が
､
こ
れ
は
'
｢先

ッ
は
見
合
い
不
申
達
侯
事
｣
と
あ
り
'
結
局
'
提
出
し

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(五
一
項
)｡

安
政
五
年

｢御
用
状
留
記
｣
の
三
月
二
八
日
に
は
代
官
小
林
藤
之
助
手
附
平
野
丈
助
よ
り

｢
六
郷
領
組
合
用
水
路
出
来
栄
見
分
と
し
て

明
廿
九
日
罷
越
侯
粂
｣
と
あ
り

二
七
項
)'
や
っ
と
上
野
毛
村
の
用
水
路
修
復
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
｡

安
政
六
年

｢御
用
留
記
｣
の
六
月

1
八
日
に
は
御
出
役
篭
官
幸
助
よ
り

｢
照
続
六
郷
領
水
不
足
二付
'
今
十
八
日
古
廿
五
日
朝
迄
七
日

乏
間
分
水
留
之
事
｣
が
示
達
さ
れ
て
い
る

(三
九
項
)｡

六
月
二
五
日
に
は
'
代
官
小
林
藤
之
助
手
附
平
野
丈
助
よ
り
'
｢
六
郷
領
三
拾
五
ケ
村
組
合
用
水
猶
水
配
い
た
し
侯
二付
'
明
廿
六
日

暁
六
ッ
時
よ
り
来
月
朔
日
明
六
ッ
時
迄
中
五
日
之
間
其
村
々
分
水
口
〆
切
置
封
印
い
た
し
侯
間
'
被
得
其
意
右
刻
限
占
堅
〆
切
置
夜
番
人

附
置
都
而
付
不
取
締
無
之
様
可
被
致
候
｣
と
の
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る

(四
二
項
)0

以
上
が
'
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
六
郷
用
水
関
係
の
記
事
で
あ
り
'
結
局
大
別
し
て
'

一
つ
は
分
水
口
留
､
二
つ
は
用
水
路
自
普
請

所
目
論
見
廻
村
'
三
つ
は
用
水
路
の
破
損
と
修
復
で
あ
る
が
'
大
半
が
分
水
口
留
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡



(2
)
安
政
の
大
地
震

･
大
風
雨

･
米
価
高
騰

①

安
政
二
年
の
大
地
震

世
に

｢安
政
の
大
地
震
｣
と
い
い
'
大
正

一
二
年

(
一
九
二
二
)
の

｢関
東
大
震
災
｣
以
前
の
大
地
震
は
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)

一
〇

月
二
日
夜
四
ッ
時

(午
後
一
〇
時
)
に
発
生
し
た
｡

そ
の
地
震
の
す
さ
ま
じ
さ
は
'
｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
同
年

一
〇
月
四
日
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る

(五
項
)｡

安
政
二
卯
年
十
月
二
日
夜
四
ッ
時
頃
大
地
震
二付
'
石
橋
ゆ
り
崩
坂
稲
荷
石
鳥
居
額
嗣
ゆ
り
落
其
外
墓
所
石
塔
不
残
ゆ
り
た
お
し
､
人

(衣
)

家
戸
障
子
等
損
'
稀
成
大
地
震
二付
'
江
戸
表
杯
は
所
々
出
火
い
た
し
漁
家
等
移
敷
'
其
上
即
死
人
焼
死
怪

家

人

甚
敷
趣
'
誠
以
御
当

地
AL両
は
希
代
之
地
変
災
難
｡付
'
左
之
通
御
屋
敷
古
御
沙
汰
触
出
侯
事

江
戸
市
内
の
惨
状
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
圧
死

･
焼
死
者
は
公
式
報
告
の
み
で
七
〇
〇
〇
名
で
'
震
源
地
は
'
そ
れ
ぞ
れ
遠
州
灘
'
土

佐
沖
'
江
戸
川
下
流
で
あ
っ
た
｡

1
0
月
四
日
に
は
'
こ
の
地
震
の
被
害
調
査
が
実
施
さ
れ
'
上
町
名
主
宗
八
よ
り

｢
1
昨
二
日
夜
大
地
震
'I付
'
怪
家
人

井波
家
其
外

玉
川
筋
村
々
之
義
川
縁
欠
損
候
場
所
有
之
侯

ハ
ゝ
､
取
調
有
無
と
も
今
四
日
七
ッ
時
迄
｡御
役
宅
江
無
不
参
御
申
出
被
成
侯
様
可
申
達
旨
'

被
仰
渡
候
間
御
達
中
上
侯
｣
と
あ
り
'
こ
れ
に
対
し
'
猪
方
村
年
寄
文
平

･
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
か
ら
同
日
付
で
代
官
所
へ
あ
て

｢
両
村
と
も
何
子
細
無
御
座
候
間
此
段
奉
中
上
侯
｣
と
回
答
し
て
い
る

(五
項
)｡

さ
て
'
世
田
谷
領
村
々
で
は
地
震
の
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
'
江
戸
の
井
伊
家
屋
敷
は
大
き
な
被
害
を
受
け
'
早
速
領
内
村
々
へ
材

木
の
確
保
と
大
工
調
査
が
開
始
さ
れ
た
｡

安
政
二
年
の

｢御
用
向
留
記
｣
の
一
〇
月
四
日
に
は

｢急
御
用
｣
と
し
て
'
江
戸
屋
敷
の
山
本
宗
十
郎
か
ら
世
田
谷
代
官
大
場
隼
之
助
･

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
八
三



史
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一
八
四

同
家
四
郎
に
宛
て
書
付
が
達
せ
ら
れ
た

(六
六
項
)｡
そ
れ
に
よ
る
と

｢此
度
大
地
震
｡付
御
屋
敷
大
損
シ
｡
相
成
忽
外
囲
井
御
家
中
衆
井
住

居
難
相
成
ヶ
所
御
手
当
方
二御
入
用
板
類
売
上
'
当
地
之
向
公
辺
御
入
用
之
様
二相
聞
候
得
共
'
忽
御
差
支
-.相
成
侯
間
'
世
田
谷
御
領
分

内
｡有
之
杉
六
分
板

ハ
勿
論
共
余
松
杉
之
板
は
1
切
他
江
指
遺
し
侯
義

ハ
御
差
留
'
其
内
右
杉
松
六
分
板

1
刻
も
早
ク
御
屋
敷
江
差
送
り
侯

様
御
取
計
可
有
之
'
右

ハ
売
上
こ相
成
侯
儀
有
之
跡
之
所

ハ
如
何
様
共
御
取
計
二
可
相
成
侯
間
'
持
掛
之
処
御
不
都
合
無
之
間
早
々
御
取

計
御
指
廻
し
可
有
之
侯
｣
と
い
う
も
の
で
'
世
田
谷
領
分
内
の
杉
松
は
'
井
伊
家
優
先
で
'
他
へ
出
す
こ
と
は
幕
府
と
い
え
ど
も
禁
止
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
て
'
領
内
の
農
間
材
木
渡
世
人
の
所
持
の

｢木
品
｣
と
大
工
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た

(｢諸
事
事
御
用
向
留
記
六
｣
五
項
)｡
こ
れ

は
い
う
ま
で
も
な
-
'
地
震
に
よ
っ
て
漬
滅
し
た
江
戸
町
方
の
再
建
準
備
で
あ
る
｡

翌
五
日
に
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
は
代
官
所
に
対
し
'
｢大
工
当
村
二
は
無
御
座
候
｣
と
と
も
に
'
重
右
衛
門
が
杉
の
四
分
板
二
〇

坪
程
と
杉
丸
太

一
〇
〇
〇
本
余
を
所
持
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る

(同
六
項
)｡
早
速
杉
四
分
板
二
四
坪
'
杉
丸
太

一
二
〇
本
を
御
普
諸

作
事
方

へ
上
納
さ
せ
ら
れ

(同
七
･
八
項
)'
そ
の
代
金
と
し
て
八
両
余
が
支
給
さ
れ
た

(同
九
項
)0

一
〇
月
五
日
に
は
'
井
伊
家
に
対
し
幕
府
御
使
番
が
出
張
し

｢御
恩
之
被
為
豪

上
意
恐
悦
之
御
事
｡侯
｣
と
い
う
記
事
み
ら
れ
る

(安

政
二
年

｢御
用
向
留
記
｣
七
四
項
)｡

一
〇
月
五
日
･
七
日
･
八
日
の
各
日
と
も
世
田
谷
領
内
か
ら
五
〇
人
ず
つ
の
人
足
を

｢地
震
｡付
取
片
付
御
用
二付
御
作
事
方
江
相
詰
可

申
｣
と
徴
発
さ
れ
て
い
る

(同
六
九
･
七
〇
･
七
二
の
各
項
)0

1
0
月
二
l
日
幕
府
は

｢公
儀
御
触
書
写
｣
と
し
て

｢此
度
江
戸
表
地
震
出
火
二
付
'
材
木
其
外
之
諸
色
商
人
共
占
在
方
江
注
文
申
達

侯
は
'
元
直
段
成
丈
下
直
二売
出
運
賃
等
決
而
引
上
ケ
申
間
数
侯
'
若
無
謂
高
直
二致
侯
も
の
於
有
之

ハ
可
為
曲
事
も
の
也
'
右
之
趣
御
料

ハ
御
代
官
'
私
領
は
領
主

･
地
頭
古
不
洩
様
可
相
触
侯
｣
と
示
達
し
て
い
る

(同
七
七
項
)｡



二

月
に
は

｢
公
儀
御
触
書
写
｣
と
し
て

｢此
度
地
震
｡
付
御
府
内
漁
家

･
規
焼
等
多
有
之
侯
二
付
而
ハ
'
万
石
以
上
の
面
々
を
始
精
々

手
軽
'L普
請
可
致
旨
被
仰
出
候
'
右
｡
付
両
は
左
方
宿
村
は
猶
更
之
義
｡
付
'
漁
家
等
lL而
無
地
家
作
致
侯
と
も
弥
以
手
軽
可
致
侯
'
若
相
背

こ
お
い
て
ハ
谷
可
申
付
候
'
右
之
趣
御
料

ハ
御
代
官
'
私
領

ハ
領
主

･
地
頭

古
急
度
可
申
付
候
'
右
之
通
り
関
八
州
ll領
分

･
知
行
有
之

面
々
江
可
被
相
触
候
｣
と
家
作
等
の
手
軽
普
請
を
指
令
し
て
い
る

(同
八
三
項
)｡

1
1
月
に
は
'
地
雷
に
つ
き

｢浮
説
｣
取
締
の
触
苔
を
出
し
て
い
る
｡
次
の
と
お
り
で
あ
る

(同
九
1
項
)｡

大
目
付
江

近
頃
兎
角
浮
説
を
立
､
見
越
之
事
杯
相
唱
'
中
+Lは
不
容
易
儀
杯
も
有
之
哉
晶
以
之
外
之
事
.I侯
'
此
度
地
震
工
付
而
ハ
猶
更
其
虚
｡
来

し
種
々
之
義
申
ふ
ら
し
侯
も
の
も
不
少
'
依
而

ハ
各
衆
人
疑
惑
を
生
し
金
銀
取
引
迄
も
差
響
不
融
通
之
由
'
於

公
儀
御
救
助
筋
等
厚

御
配
慮
も
被
為
在
折
柄
別
而
正
実
■一可
心
懸
処
'
却
而
人
心
を
証
惑
為
致
候
始
末
は
重
々
不
時
之
至
■-侯
､
以
後
右
様
之
義
聞
ゆ
る
三
お

い
て
ハ
札
之
上
厳
重
之
沙
汰
｡
可
及
粂
'
柳
心
得
達
無
之
様
可
致
侯
'
右
之
趣
町
奉
行
江
相
達
し
峡
間
'
為
心
得
向
々
江
最
寄
江
可
被
相

違
侯十

1
月

こ
の
よ
う
に
町
奉
行

へ
達
せ
ら
れ
た
触
苔
が
村
方

へ
も
廻
達
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

②

安
政
三
年
の
大
風
雨

つ
い
で
安
政
三
年
八
月
二
五
日
に
は
大
風
雨
で
井
伊
家
世
田
谷
領
内
で
一
七
七
軒
の
家
が
潰
れ
る
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
｡

八
月
二
七
日
に
は
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
か
ら
代
官
所
と
御
懸
り
御
鳥
見
様
に
宛
て

｢去
廿
五
日
夜
大
風
雨
'-付
御
制
札
吹
墳
井
平
五

郎
と
申
も
の
居
宅
吹
潰
侯
外
'
右
同
様
大
破
損
こ
罷
成
当
時
住
居
難
出
来
も
の
三
軒
'
其
外
物
置

･
家

･
下
肥
昆
之
頬
相
損
難
渋
至
極
罷

在
院
も
の
共
多
分
御
座
侯
｣
と
し
て
届
出
た

(同
〓
一項
)｡

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
八
五



史
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こ
の
台
風
被
害
に
つ
い
て
は
名
主
七
左
衛
門
が
次
の
よ
う
に
記
錬
し
て
い
る

(同
1
二
項
)｡

右
嵐
之
義
は
近
代
｡
稀
成
大
風
工
付
､
自
分
方
晶
も
立
木
杉
之
分
凡
百
本
余
吹
折
､
庭
｡
罷
在
侯
桧
木
七
尺
余
廻
り
侯
壱
本
之
分
板
漕

こ
吹
倒
'
書
院
之
家
根
株
へ
懸
り
足
根
損
侯
上
右
片
付
木
伐
手
間
三
人
懸
ル
､
其
外
杉
木
取
片
付
､
右
為
見
分
と
御
代
官
大
場
家
四
郎

様

･
御
中
屋
敷
内
山
田
七
右
衛
門
様
御
両
人
晶
御
見
分
済
之
義
'
八
月
晦
日
当
村
古
瀬
田
村
へ
御
越
被
成
侯
事
'
翌
巳
年

(安
政
四
年
)

正
月
九
日
村
々
吹
潰
侯
も
の
共
上
町
御
役
宅
江
被
召
呼
侯
｡付
'
当
村
乎
五
郎
召
連
倖
左
太
郎
罷
出
侯
処
'
拾
八
ケ
村
｡
而
潰
家
都
合
百

七
拾
七
軒
江
御
米
壱
俵
ツ
,
被
下
置
侯
､
外
御
代
官
大
場
隼
之
助
様
占
壱
軒
'L付
五
升
被
下
置
'
合
壱
人
｡
付
壱
俵
五
升
ツ
,
頂
戴
罷
在

侯
'
難
有
仕
合

(中
略
)
被
下
置
分
共
俵
数
高
百
九
拾
九
俵
五
升

先
例
と
し
て
は

｢文
政
六
未
年
八
月
十
七
日
夜
大
風
蒜
当
村
長
五
郎
居
宅
吹
潰
侯
節
'
御
米
壱
俵
宛
壱
軒
｡
付
頂
戴
被
下
置
｣
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
付
記
し
て
い
る

(同
一
二
項
)｡

安
政
三
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
八
月
二
八
日
に
は
代
官
所
か
ら

｢潰
家
之
義
早
々
見
分
可
致
侯

へ
共
先
取
方
付
侯
様
可
申
渡
｣
と
あ

り

(五
六
項
)'
翌
二
九
日
に
は
野
良
田
村
名
主
与

一
右
衛
門
か
ら

｢今
日
山
田
七
右
衛
門
様
夙
潰
家
御
見
分
御
廻
村
被
遊
侠
二
付
'
今
日

弦
巻
村
始
当
村
迄
相
済
侯
間
､
当
村
江
今
晩
御
旅
宿
被
遊
明
朝
小
山
村
始
其
御
村
々
江
御
越
し
被
遊
侠
｡
付
'
此
段
御
通
達
申
上
院
｣
と
し

て
井
伊
家
世
田
谷
鎖
の
在
府
代
官
山
田
七
右
衛
門
が
潰
家
の
状
況
視
察
に
き
て
い
る

(五
七
項
)｡

八
月
晦
日
に
は
関
東
御
取
締
出
役
か
ら
寄
場
役
人
惣
代
中
に
対
し
被
害
調
査
の
書
上
げ
を
命
じ
て
い
る

(五
九
項
)｡

今
般
風
災
｡付
而
ハ
其
組
合
村
々
漁
家
破
損

･
人
牛
馬
怪
我
等
井
田
畑
之
様
子
'
且
場
所
｡
寄
暫
時
水
人
も
可
有
之
哉
'
右
等
之
次
第
別

紙
雛
形
之
通
り
取
調
､
来
月
十
日
迄
急
度
宿
継
を
以
千
住
宿
江
向
可
差
越
'
此
状
村
名
下
令
受
印
刻
付
を
以
早
々
順
達
留
よ
り
可
被
相

返
侯
'

以
上



こ
れ
に
'
｢風
浪
家
其
外
書
上
帳

何
村
｣
と
い
う
雛
形
が
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
関
東
取
締
出
役
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目

さ
れ
る
｡

九
月
に
は

｢公
儀
触
書
写
｣
と
し
て

｢此
度
江
戸
表
大
風
雨
'I付
材
木
其
外
諸
色
払
底
晶

は
諸
人
及
難
義
侯
間
'
荷
元
'ltE
も

1
己
之

3r;
r;E

利
潤
不
拘
商
人
共
よ
り
注
文
申
達
次
第
'
江
戸
表
諸
色
潤
沢
.I相
成
候
様
精
々
心
懸
り
積
送
可
申
候
'
若
直
段
井
運
賃
等
無
謂
高
直

t̀致
し

侯
も
の
有
之
お
ゐ
て
ハ
可
為
曲
事
物
也
｣
と
材
木
の
値
上
げ
を
禁
じ
て
い
る

(六
三
項
)｡

安
政
四
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
正
月
七
日
に
は
､
代
官
所
よ
り

｢昨
年
大
風
雨
晶
居
宅
吹
潰
侯
も
の
共
召
連
､
来
ル
九
日
五
ッ
時

大
場
隼
之
助
宅
江
可
罷
出
侯
｣
と
い
う
廻
状
が
出
さ
れ
た

(三
項
)｡

正
月

一
六
日
に
は
世
田
谷
村
名
主
松
本
宗
八
な
ど
の
廻
状
に
'
｢先
日
見
渡
入
江
被
下
置
侯
御
米
語
印
帳
｣
(七
項
)
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
､
被
害
者
に
対
し
米
が
供
与
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

さ
て
'
安
政
五
年
以
降
に
な
る
と
'
｢去
ル
辰
年

(安
政
三
年
)
大
風
雨
｡付
破
損
｣
し
た
家
屋
等
の
建
替
願
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
上
野

毛
村
で
は
正
月
に
は
忠
右
衛
門
が
居
宅
の
建
香
を

(｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
二
三
項
)'

一
〇
月
六
日
に
は
弥
七
が
物
置
を

(同
四
二
項
)'

安
政
六
年
七
月
に
は
長
四
郎
が
居
宅
の
建
替

(同
五
七
項
)
を
そ
れ
ぞ
れ
出
願
し
た
｡

こ
れ
ら
の
居
宅

･
物
置
の
建
替
騎
い
は
代
官
所
と
と
も
鷹
場
管
理
人
の
鳥
見
役
人
に
も
提
出
さ
れ
た
｡

さ
て
'
安
政
の
開
国
以
来
国
内
物
価
は
上
昇
気
味
で
あ
っ
た
が
t
と
-
に
米
価
騰
貴
は
著
し
-
'
以
後
幕
末
に
か
け
て
大
き
な
問
題
と

な
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
動
向
と
こ
の
時
期
の
取
締
り
の
対
応
を
み
て
み
ょ
う
｡

③

米
価
高
騰
と
取
締
り

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
二
月
に
は
江
戸
市
中
に
お
け
る
米
価
高
値
の
た
め
'
家
臣
の
扶
持
米
は
領
分

･
知
行
所
よ
り
姻
米
L
t

江
戸
表
で
購
入
し
な
い
よ
う
に
命
じ
て
い
る

(
二

項
'
｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
三
二
項
に
も
同
文
が
あ
る
)｡
ま
た

｢於
在
々
米
穀
所
持
致

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
八

七
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候
も
の
は
早
々
江
戸
表

へ
相
廻
し
売
捌
候
様
可
致
侯
｣
と
も
あ
る

(
1
二
項
'
同
三
二
項
)｡
い
ず
れ
も
'
｢公
儀
触
書
写
｣
で
あ
る
｡

安
政
七
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
三
月
二
三
日
に
は
関
東
取
締
出
役
よ
り
の
廻
状
で

｢米
価
高
直
三
付
窮
民
難
渋
三
お
よ
ひ
侯
趣
相
聞

侯
占
酒
造
半
高
道
と
被
仰
出
侯
｣
と
し
て

｢
不
取
留
風
聞
相
立
不
正
之
取
計
可
致
と
企
侯
族
も
有
之
哉
相
聞
以
之
外
不
埼
之
事
｡侯
｣
と

示
達
し
て
い
る

(三
八
項
)0

八
月

一
四
日
に
も
関
東
取
締
出
役

.よ
り

｢米
価
高
直
｡付
両
は
別
而
融
通
宜
敷
万
民
難
義
不
致
様
実
意
｡
可
被
取
計
之
処
'
好
商
共
其
身

之
利
欲
耽
り
右
妹
買
〆
等
い
た
し
侯
段
以
之
外
不
時
之
至
り
二院
追
々
尚
出
役
共
廻
村
之
上
夫
々
及
探
索
､
事
実
買
〆

･
擢
買
等
致
侯
も

の
有
之
侯

ハ
ゝ
'
召
捕
札
之
上
御
奉
行
衆
江
可
差
出
粂
'
此
段
早
々
組
合
村
々
江
及
通
達
心
得
違
無
之
様
小
前
末
々
迄
無
洩
落
能
々
可
申

諭
侯
｣
と
あ
る

(
一
二
〇
項
)｡
安
政
五
年

(
l
八
五
四
)
の
日
米
修
交
通
商
条
約
前
後
よ
り
急
速
に
米
価
高
騰
と
な
り
以
後
幕
末
に
か
け

て
増
々
暴
騰
L
t
つ
い
に
米
価
引
き
さ
げ
を
要
求
の
1
つ
に
掲
げ
る

｢世
直
し
｣

l
挟
が
発
生
す
る
要
田
の
1
つ
に
な
る
の
で
あ
る
｡

(a
)
江
戸
屋
敷
下
肥
の
新
仕
法
反
対
闘
争

嘉
永
五
年
の

｢御
用
書
筆
記
｣
の
六
月
朔
日
に
は
用
賀
村
名
主
麻
次
郎
か
ら

｢下
掃
除

一
件
之
儀
二付
御

一
同
様
三
御
集
評
願
事
存
侯

間

(中
略
)､
来
六
日
上
町
幸
右
衛
門
方
江
正
九
ッ
時
揃
｡乍
御
苦
労
様
御
出
勤
御
析
中
上
侯
｣
(四
七
項
)
と
い
う
廻
文
が
出
さ
れ
て
い
る

が
､
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
｡

嘉
永
七
年
の

｢御
用
諸
向
留
｣
の
二
月
二
二
日
に
は
'
代
官
所
か
ら
用
賀

･
野
良
田
･
瀬
田
･
上
野
毛

･
岩
戸

･.猪
方

･
和
泉
の
七
か

村
に
対
し
'
｢明
廿
三
日
朝
上
町
江
可
罷
出
'
尤
今
度
掃
除
之

一
条
｡付
'
何
欺
見
当
三
可
相
成
書
物
写
等
取
調
持
参
可
有
之
侯
'
勿
論
下

掃
除
世
田
谷
江
被
下
御
運
上
苅
豆
掃
溜
等
之
発
端
之
御
尋
.L付
而
之
事
故
'
相
考
近
年
伝
三
右
衛
門
願
出
侯
節
之
儀
等
も
御
尋
｡
御
座
候
｣

と
あ
る

(二
三
項
)｡



安
政
二
年
の

｢御
用
向
留
記
｣
の
正
月
二
六
日
に
は
用
賀
村
名
主
麻
次
郎
か
ら

｢此
度
八
町
城
下
掃
除
之
義
二

付
御
集
評
御
願
中
皮
義

御
座
候
間
'
乍
御
苦
労
明
廿
七
日
正
四
ッ
時
迄
｡上
町
幸
右
衛
門
方
江
御
出
勤
可
被
下
侯
｣
と
あ
る

(五
項
)｡

安
政
三
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
三
月

1
0
日
に
も
用
賀
村
麻
次
郎
か
ら

｢下
掃
除
之
義
.I付
餌
酋
差
上
皮
義
御
座
候
間
'
明
朝
五
ッ

時
迄
｡無
間
違
上
町
幸
右
衛
門
方
江
御
出
勤
可
被
下
侯
｣
と
あ
る

二
五
項
)｡

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
の
二
月
二
八
日
に
は
野
良
田
村
与

一
右
衛
門
か
ら

｢千
田
谷
御
屋
敷
御
作
園
肥
し
之
義
-一付
'
先
達
而

惣
代
を
以
膜
面
差
上
侯
処
御
利
解
有
之
又
々
再
碗
仕
度
侯
問
､
明
廿
九
日
朝
五
ッ
時
迄
.I乍
御
苦
労
様
上
宿
宗
八
殿
宅
江
御
出
張
､
麻
面

御
披
見
之
上
御
調
印
可
被
成
侯
､
尚
明
廿
九
日
惣
代
ヲ
以
下
拙
共

御
足
敷
様
江
餌
面
持
参
可
致
侯
｣
と
あ
る

(九
項
)｡

こ
の
時
の
願
書
が

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
五
年
二
月
に
収
録
さ
れ
て
い
る

(四
六
項
)｡
そ
こ
に
は

｢御
領
分
村
々
惣
代
｣
と

し
て
世
田
谷
村
名
主
松
本
宗
八
･
用
賀
村
名
主
飯
田
麻
次
郎

･
野
良
田
村
名
主
粕
谷
与

一
右
衛
門

･
八
幡
山
村
名
主
嶋
田
権
蔵

･
瀬
田
村

名
主
長
崎
長
十
郎

･
上
野
毛
村
名
主
田
中
七
左
衛
門
か
ら
代
官
所
へ
差
出
し
た
も
の
で
あ
る

(四
六
項
)｡
そ
れ
に
よ
る
と
'
｢御
昆
鋪
様

下
掃
除
往
古
占
世
田
谷
御
領
分
村
々
江
格
別
之
以

御
仁
恵
ヲ
田
畑
為
養
頂
戴
被

仰
付
罷
在
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
'
然
処
千
田

谷
御
屋
敷
御
菜
園
御
用
下
糞
駄
数
上
納
罷
在
侯
処
'
今
般
上
納
仕
来
之
外
附
送
り
賃
銭
共
見
込
場
所
晶
相
渡
候
様
被

仰
出
率
長
峡
'

然
所
前
々
占
御
領
分
村
々
..而
頂
戴
仕
侯
為
冥
加
附
送
り
上
納
罷
在
侯
義
.t御
座
候
'
然
｡今
般
新
規
御
仕
法
香
被

仰
付
候
而
ハ
近
来
糞

肥
払
底
之
義
｡付
甚
難
渋
仕
侯
間
'
幾
重
.tも
往
古
仕
釆
之
通
り
被
成
下
置
侯
様
率
顧
上
侯
'
右
隣
之
通
り
御
聞
済
被
成
下
匿
侯

ハ
･
村

々
一
同
難
有
仕
合
奉
存
侯
'
以
上
｣
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
要
点
は
'
江
戸
の
井
伊
家
の
屋
錨
の
下
掃
除
は
昔
よ
り
世
田
谷
領
御
領

分
村
々
が
格
別
の
御
仁
恵
で
行
な
い
'
田
畑
の
肥
料
と
し
て
き
た
｡
と
こ
ろ
が
千
田
屋
御
屋
敷
の
御
菜
園
が
で
き
た
の
で
'
そ
ち
ら
の
方

へ
相
当
数

(
一
三
五
駄
)
の
下
糞
を
上
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
今
般
こ
れ
ま
で
の
上
納
の
方
法
を
変
更
し
て
'
千
田
良
御
屋
敷
御
菜
園

に
附
送
る
下
糞
の
賃
銭
を
散
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
し
か
し
'
こ
れ
に
対
し
て
'
前
々
よ
り

｢御
領
分
村
々
二
而
頂
戴
任
侠
｣
冥
加
と

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)
(蘇

)

一
八
九
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し
て
千
田
谷
屋
敷
菜
園

へ
肥
料
を
世
田
谷
領
村
々
で
上
納
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
'
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
し
て
い
た
ゞ
き
た
い

と
い
う
願
意
で
あ
る
｡

こ
れ
を
も
う
少
し
具
体
的
に
考
え
え
る
と
千
田
谷
星
敷
菜
園
の
肥
料
は
井
伊
家
が
独
自
で
や
る
の
で
世
田
谷
領
村
々
か
ら
手
を
引
か
せ
'

そ
の
運
賃
だ
け
を
負
担
せ
よ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
願
書
は
却
下
さ
れ
た
の
で
再
度
書
き
改
め
て
安
政
五
年
三
月

1
0
日
付
で

代
官
所

へ
再
提
出
し
た
の
が
次
の

｢
再
歎
顕
書
｣
で
あ
る

(四
七
項
)｡
こ
れ
に
は

｢御
領
分
村
々
惣
代
｣
に
は
'
前
回
の
八
幡
山
村
名
主

嶋
田
権
蔵
に
か
わ
っ
て
弦
巻
村
名
主
鈴
木
安
太
郎
が
入
り
'
他
は
同

1
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
具
体
的
に
問
題
点
を
二
つ
指
摘
し
て
い
る
｡

1
つ
は
安
政
四
年

1
二
月
か
ら
千
田
谷
菜
園
の

｢
御
用
肥
｣
を
世
田
谷
領
村
々
の

｢
御
百
姓
共
晶

附
送
り
相
止
メ
'
御
手
人
.tTE
御
引

取
二
罷
成
侯
趣
を
以
'
先
鋭
仕
釆
之
外
附
送
り
賃
銭
見
込
場
所
｡而
相
渡
侯
様
被

仰
付
候
所
｣
と
し
て
'
こ
れ
に
対
し
具
体
的
に
反
論
し

て
い
る
｡
す
な
わ
ち

｢
是
迄
下
肥
し
百
三
拾
五
駄
附
送
り
之
義

ハ
'
御
百
姓
共
早
朝

御
足
敷
江
罷
出
千
田
谷
御
屋
敷
江
附
送
り
侯
上
'

直
様
引
返
し
下
掃
除
附
戻
侯
義
二
付
'
唯
々
御
百
姓
共
骨
折
侯
而
御
用
相
勤
釆
農
業
丹
精
罷
在
侯
義
二
付
'
賃
銭
杯
卜
申
義

ハ
毛
頭
無
御
座

候
'
然
｡
今
般
御
屋
敷
内
｡
而
往
古
仕
釆
之
外
持
送
り
賃
銭
と
し
て
余
分
三
下
肥
し
御
取
立
之
義

ハ
勿
論
'
是
迄
附
送
り
相
止
メ
賃
銭
｡而
上

納
任
侠
義
'
右
両
様
共
新
規
御
仕
法
替
二
罷
成
侯
而

ハ
御
百
姓
共
甚
難
渋
至
極
､
耕
作
実
り
方

二
拘
り
実
以
困
窮
之
基
二
歎
敷
革
存
侯
｣

と
あ
り
'
以
下
強
-
撤
回
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
｡
百
姓
は
早
朝
に
江
戸
屋
敷
か
ら
千
田
谷
菜
園

へ
下
糞
を
附
送

っ
た
が
'
そ
れ
は
百

姓
共
の
骨
折
で

｢賃
銭
杯
と
申
義

ハ
毛
頭
無
御
座
候
｣
と
い
う
と
こ
ろ
に
､
い
い
し
れ
ぬ
怒
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
｡

安
政
五
年
七
月
七
日
に
三
度
目
の

｢歎
願
書
｣
を
提
出
し
た

(四
八
項
)O
そ
に
は

｢
久
昌
院
様

(井
伊
直
孝
)

御
拝
領
以
来
厚

御

燐
慾
を
以
下
掃
除
頂
戴
被

仰
付
｣
ら
れ
た
と
根
元
に
さ
か
の
ぼ
り
'
さ
ら
に

｢乍
恐
千
田
谷
御
足
鋪
御
菜
園
よ
り
年
々
上
納
方
之
品
御

領
分
晶

上
納
仕
'
如
何
様
｡
も
御
益
方
｡
相
成
侯
様
相
々
役
人
共
晶
御
用
相
勤
､
千
田
谷
御
屋
敷
御
作
園
乍
恐
御
止
切
｡
被
成
下
匿
侯
様

奉
駅
上
侯
'
都
而
新
規
之
御
沙
汰
被

仰
出
侯
而
ハ
乍
恐
小
前
之
も
の
共
人
気
合
二
相
拘
り
侯
哉
と
奉
存
侯
｣
と
あ
り
'
千
田
谷
菜
園
の
廃



止
と
新
規
の
沙
汰
は
小
前
の
反
感
を
生
み
'
重
大
な
事
態
は
ま
ね
-
と
強
い
態
度
に
出
て
い
る
｡
結
末
は
農
民
側
の
要
求
が
貫
徹
さ
れ
た

こ
と
が
次
の
一
文
で
わ
か
る

(四
八
項
)0

右
歎
願
書
佐
野

御
奉
行
勝
五
兵
衛
様
江
率
差
上
侯
所
'
書
面
之
通
り
実
以
御
百
姓
共
難
渋
之
義
勝
様
御
骨
折
御
申
立
被
下
置
侯
It付
'

御
聞
済
二
相
成
村
々
一
同
難
有
仕
合
奉
存
侯
事

文
久
二
年
七
月
に
は
'
こ
の
問
題
が
再
燃
し

｢今
般
御
中
敷
下
夕
御
長
屋
通
り
下
掃
除
場
所
晶
相
渡
侯
様
御
沙
汰
御
座
候
処
'
御
領

分
御
百
姓
共
難
渋
至
極
仕
候
付
'
安
政
五
午
年
中
被

仰
出
侯
付
其
節
季
歎
願
侯
処
､
御
聞
済
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
供
'
何
卒
今
般
之

義
も
乍
恐
先
前
任
来
之
通
被

為
仰
付
成
下
置
侯
様
'
幾
重
三
も
御
燐
怒
之
御
沙
汰
偏
一一奉
願
上
侯
'
以
上
｣
と
御
領
分
惣
代
上
野
毛
村

名
主
田
中
七
左
街
門
ほ
か
五
名
の
各
村
名
主
連
名
で
代
官
所
へ
提
出
し
た

(七
八
項
)｡
こ
の
結
末
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
未
詳
で
あ
る
｡

(4
)
宇
奈
根
村
処
罰
老
赦
免
願
い
と
瀬
田
村
渡
船
騒
動

①

宇
奈
根
村
処
罰
老
赦
免
駒

(7
)

前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
'
宇
奈
根
村
で
は
嘉
永
二
年

(
一
八
四
九
)
同
村
百
姓
新
次
郎
が
名
主
役
に
任
命
さ
れ
る
と
'
年
寄
役
勇
次
郎

と
倖
鐙
之
助
が
中
心
と
な
り
､
村
人
の
大
半
を
味
方
に
引
込
み
'
名
主
新
次
郎
排
斥
の
村
方
騒
動
が
発
生
し
た
｡
し
か
し
嘉
永
四
年
二
月

に
は
反
新
次
郎
側
が
敗
訴
と
な
り
'
多
く
の
者
が
処
罰
さ
れ
た
｡
な
か
で
も
指
導
的
役
割
を
果
し
た
勇
次
郎
と
倖
虎
之
助
は
田
畑

･
家
屋

敷
関
所
の
上
'
｢彦
根
御
領
分
五
郡

･
佐
野

･
世
田
谷
御
領
分

･
江
戸
御
構
追
放
｣
と
な
っ
た
｡

｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
の
安
政
五
年
五
月
二
六
日
に
は
世
田
谷
村
名
主
松
本
宗
八
等
八
か
村
の
名
主
が
連
名
し
て
代
官
所
に
対
し
'

｢
九
ケ
年
以
前
宇
奈
根
村
混
雑
仕
侯
勧
心
得
達
之
も
の
共
夫
々
御
者
メ
被

仰
付
奉
恐
入
'
他
所
晶
相
供
罷
在
侯
'
尤
勇
次
郎

･
録
之

助
両
人
之
義
ハ
追
々
老
衰
且
病
身
二
罷
成
歩
行
等
も
不
相
叶
､

一
同
朝
暮
相
歎
キ
先
非
後
悔
仕
罷
在
侯
段
何
共
歎
数
次
第
一一事
存
侯
'
然

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇
)

一
九

一



史
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所
今
般

久
昌
院
様

御
年
回
｡
付

御
赦
被

-仰
出
侯
趣
奉
東
知

(中
略
)'
何
卒
先
格
之
御
憐
恩
を
以

一
同
御
各
メ

御
免
被
為
仰
付

被
成
下
置
侯
様
偏
｡奉
殿
上
侯
｣
と
赦
免
歎
願
書
を
提
出
し
た

(四
五
項
)｡
久
昌
院
と
は
井
伊
家
世
田
谷
領
主
初
代
の
井
伊
直
孝
で
あ
り
'

そ
の
二
〇
〇
回
忌
の
恩
赦
と
し
て
出
願
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
｢御
各
メ
御
免
不
相
成
侯
事
｣
と
い
う
結
果
に
な
っ
た

(関
連
記
事
は
安
政

五
年
の
｢御
用
状
留
記
｣
の
五
月
二
三
日
の
四
三
項
に
も
あ
る
)｡

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
安
政
七
年
閏
三
月
二
二
日
に
野
良
田
村
名
主
粕
谷
与

一
右
衛
門

･
弦
巻
村
名
主
鈴
木
安
太
郎
の
連
名
で
'
村
々
名

主
に
対
し
て

｢先
年
宇
奈
根
村
混
雑
之
勘
'
同
村
年
寄
勇
次
郎

･
錬
之
助
其
外
之
も
の
共
御
杏
御
赦
免
願
侯
義
当
節
至
極
宜
敷
時
節
哉
'L

愚
案
任
侠
｣
と
し
て
'
赦
免
願
の
提
出
を
働
き
か
け
て
い
る

(安
政
七
年
の
｢御
用
状
留
記
｣
五
二
項
)｡
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ

る
｡②

瀬
田
村
渡
船
騒
動

安
政
五
年
の

｢御
用
状
留
記
｣
正
月
二
五
日
に
は
世
田
谷
村
上
宿
松
本
宗
八
よ
り
の
廻
状
に

｢瀬
田
村

1
粂
二付
明
廿
六
日
小
前
之
も

の
御
吟
味
+I付
御
村
々
共
御
出
勤
御
立
会
可
被
成
と
両
御
代
官
様
占
御
達
し
｡付
'
乍
御
苦
労
様
朝
五
ッ
時
遅
刻
無
之
様
御
出
勤
可
被
成

侯
｣
と
あ
る

(三
項
)｡
な
お
､
添
番
と
し
て

｢上
野
毛
村
江
中
上
侯
'
可
相
成
侯

ハ
,
御
老
人
様
御
出
勤
被
下
侯
様
別
段
御
達
し
侯
付
此

段
中
上
侯
｣
と
あ
り
'
当
時
八
〇
歳
の
上
野
毛
村
名
主
七
左
衛
門
の
参
加
を
求
め
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
騒
動
に
際
し
て
は
長
老
と
し
て

七
左
衛
門
の
存
在
が
重
き
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡

二
月
に
は
'
代
官
所
に
宛
て
瀬
田
村
名
主

･
年
寄

･
与
頭
そ
れ
に
隣
村
村
役
人
'
用
賀

･
野
良
田
･
上
野
毛

･
鎌
田
･
岡
本
の
五
か
村

名
主
等
か
ら
吟
味
取
り
下
げ
の
歎
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る

(｢諸
事
御
用
向
留
記
六
｣
四
九
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
｢今
般
瀬
田
村
渡
船
之
義
こ付
村
方
小
前
之
も
の
共
騒
立
侯
二付
､
此
度
重
立
侯
も
の
共
其
外
被

召
出
御
吟
味
中
二

御
座
候
所
'
全
小
前
之
も
の
共
之
内
心
得
違

古
事
起
り
騒
立
侯
始
末
乏
義
今
般

御
理
解
奉
請
逸
々
発
明
奉
恐
入
侯
'
此
上
厳
重
之
御
調



奉
受
侯
而
ハ
1
tluE
可
申
上
様
無
御
座
候
'
今
更
先
非
後
悔
重
々
奉
恐
入
候
'
然
上
は
何
卒
御
吟
味
是
迄
晶
御
下
ケ
被
成
下
置
'
出
格
之

御
慈
悲
之
御
沙
汰
幾
重
三
も
率
願
上
侯
'
此
上
村
役
人
井
与
頭
共

一
同
教
諭
申
開
'
以
来
小
前
之
も
の
共
不
筋
之
願

ハ
勿
論
身
行
正
路
｡
農

業
出
情
可
仕
侯
｣
と
し
て
'
騒
動
は
小
前
の
心
得
違
い
か
ら
生
じ
'
小
前
た
ち
が
後
悔
し
て
い
る
の
で
'
吟
味
を
取
り
下
げ
て
は
し
い
と

申
し
出
て
い
る
の
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
同
月
中
前
惣
代
与
頭

1
同

1
玉
名
か
ら
名
主

･
年
寄
に
宛
て

｢当
村
小
前
惣
代
与
頭

1
同
中
上
侯
'
今
般
渡
舟
之
義
｡
付
小

前
之
老
共
騒
立
侯
二付
､
御
上
様

占
重
立
候
も
の
共
此
度
被

召
出
御
吟
味
中
'
隣
村
御
役
人
中

古
御
猶
予
御
隣
被
成
下

1
同
之
も
の
共

心
底
御
礼
被
成
下
侯
処
'
小
前
之
も
の
共
之
内
心
得
達
之
義
今
般

御
上
様
御
理
解
率
受
退
々
発
明
奉
恐
入
侯
こ
付
'
渡
舟
之
義

ハ
勿
論

此
上
厳
重
之
御
吟
味
季
語
侯
而
ハ
≡
己
可
申
上
様
無
御
座
'
先
非
後
悔
奉
恋
人
候
問
'
御
吟
味
是
迄
蒜
御
下
ケ
被
成
下
置
候
様
只
管
取
り

鎚
御
歎
中
上
候
｣
と
吟
味
取
り
下
げ
瞬
書
を
提
出
し
て
い
る

(五
〇
項
)｡

こ
の
二
点
の
文
書
か
ら
で
は
こ
の
渡
舟
騒
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
､
は
っ
き
り
し
な
い
が
'
前
項
に
続
い
て
次
の
よ
う
な

｢差
上
申
御

請
書
之
事
｣
と
い
う
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(五
一
項
)｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
｢御
領
分
瀬
田
村
渡
船
大
切
之
場
所
之
義
工
付
'
村
役
人
共
晶
取
締
穿
請
負
侯
義
仕
釆̀
1

付
'
去
巳
年

(安
政
四
年
)

十
二
月
名
主
長
十
郎

占
組
頭

1
同
江
申
開
侯
所
'
弐
拾
組
之
内
拾
五
組
之
義

ハ
承
知
い
た
し
'
五
組
之
も
の
共
彼
是
申
成
候
■t付
t
.名
主

長
十
郎
占
申
論
再
応
申
開
夫
々
取
計
侯
之
所
'
全
東
服
不
致
右
五
組
よ
り
事
起
り
候
哉
'
当
正
月
二
日
小
前
之
も
の
共
大
勢
相
集
り
､
年

寄
五
郎
右
衛
門
渡
舟
会
所
江
取
締
出
居
候
所
'
忠
五
郎

･
書
五
郎
其
外
之
も
の
共
罷
越
理
不
尽
中
之
引
戻
し
'
共
外
之
も
の
共
儀

ハ
大
勢

名
主
長
十
郎
方
江
差
越
波
舟
村
持
'.致
度
'
押
而
彼
是
高
声
lL中
幕
騒
立
候
段
村
役
人
共

古
申
出
候
｡
付
'
重
立
候
も
の
共
外
召
出
し
夫
々

御
理
解
之
上
御
吟
味
中
'

一
同
発
明
致
し
隣
村
役
人
井
村
役
人
共
江
連
而
吟
味
下
ケ
相
歎
侯
.t付
'
右
役
人
共

占
歎
朗
申
出
侯
工
付
籍
と

吟
味
詰
可
致
所
'
格
別
之
燐
窓
を
以
吟
味
是
迄
晶
相
下
ケ
侯
'
然
上

ハ
以
来
徒
党
ケ
間
数
義

ハ
勿
論
向
後
不
筋
之
騎
決
而
不
相
成
快
段
'

｢御
用
留
｣
の
性
格
と
内
容

(五
)

(蘇

)

一
九
三



史
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此
段
精
々
相
心
得
可
申
候
､

尤
渡
舟
之
義

ハ
請
負
侯
義

ハ
不
致
'
以
来
村
役
人
共
晶
出
張
取
締
方
い
た
し
'
往
来
之
も
の
無
滞
通
路
大

切
｡懸
念
致
し
受
取
侯
賃
銭
之
内
諾
入
用
引
去
り
'
残
り
残
之
分
村
方
先
親
任
来
乏
通
り
正
路
二
割
渡
し
可
取
計
侯
段
急
度
申
渡
侯
条
､

被

仰
渡
逸
々
発
明
恐
入
承
知
季
長
侯
'
依
之
向
後
村
内
騒
立
侯
義
ハ
勿
論
不
宜
所
業
毛
頭
無
之
様
急
皮
相
慎
可
申
侯
'
依
之
村
役
人
井

与
組

･
小
前
惣
代

一
同
御
請
印
形
差
上
申
処
如
件
｣
と
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
っ
て

｢騒
立
｣
の
内
容
と
経
過
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

①
井
伊
家
御
領
分
瀬
田
村
渡
船
場
は
重
要
な
の
で
'
こ
れ
か
ら
は
村
役
人
が
管
理
し
'
経
営
し
て
ゆ
く
と
'
安
政
四
年

1
二
月
中
に
名

主
長
十
郎
よ
り
二
〇
組
の
与
頚

一
同
へ
申
開
せ
た
と
こ
ろ
､

一
五
組
は
承
知
し
た
が
'
五
組
は
東
服
せ
ず
､
こ
れ
よ
り

｢事
起
り
侯
｣｡

②
安
政
五
年
正
月
:.二
日
'
小
前
の
も
の
共
が
大
勢
集
り
'
年
寄
五
郎
右
衛
門
が
渡
舟
会
所
へ
取
締
の
た
め
出
張
し
て
い
る
と
'
忠
五
郎
･

書
五
郎
そ
の
他
の
者
共
が
や
っ
て
き
て

｢理
不
尽
｣
な
こ
と
を
申
し
'
そ
の
他
の
者
共
は
大
勢
で
名
主
長
十
郎
方
へ
や
っ
て
き
て
､
渡
舟

を

｢村
持
｣
に
し
た
い
と
要
求
し
た
｡
す
な
わ
ち
村
役
人
等
の
管
理
･
経
営
で
な
く
村
全
体
の
事
業
に
す
べ
き
だ
と
い
っ
て

｢騒
立
｣
て

た
｡③
そ
こ
で
村
役
人
よ
り
訴
出
て
'
反
対
す
る
小
前
の

｢重
立
侯
｣
者
も
召
出
さ
れ
て

｢
御
理
解
之
上
御
吟
味
中
｣
'
小
前
た
ち
よ
り

｢吟
味
下
ケ
相
歎
侯
二
付
｣'
吟
味
下
げ
に
な
っ
た
｡

①
渡
舟
に
つ
い
て
は
'
村
役
人
の
経
営
と
は
し
な
い
で
'
村
役
人
は
あ
-
ま
で

｢出
張
取
締
方
い
た
し
｣
'
往
来
の
者
が
無
事
通
行
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
､
受
取
っ
た

｢賃
銭
｣
は
必
要
経
費
を
差
引
き
'
残
っ
た
収
入
分
は
'
こ
れ
ま
で
の
村
方
の
し
き
た
り
ど
お
り
に

｢正
路
｡割
渡
｣
す
こ
と
と
す
る
｡

以
上
判
明
す
る
こ
と
は
'
瀬
田
村
の
渡
舟
場
経
営
を
村
役
人
の
管
理
･
経
営
下
に
お
こ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
'
小
前
百
姓
た
ち
が
'

村
経
営
と
L
t
収
入
分
は
村
全
体
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
だ
と
要
求
し
た
も
の
で
あ
り
'
結
局
小
前
要
求
を
受
け
入
れ
て
解
決
し
た
と
い
え



る
｡安

政
六
年
の

｢
御
用
留
記
｣
の
七
月

一
七
日
に
は
用
賀
村
坂
田
麻
次
郎
の
姻
文
で
淑
田
村
慈
眼
寺
の
僧
が

｢
御
登
城
之
節

殿
様
江
御

駕
篭
訴
い
た
し
侯
｣
と
い
う
事
件
が
発
生
し
'
そ
の
僧
の
引
取
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
内
容
は
未
詳
で
あ
る
が
'

領
内
寺
院
の
僧
が
井
伊
直
弼
の
江
戸
登
城
に

｢
駕
篭
訴
｣
す
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
ら
ざ
る
事
件
と
い
え
よ
う
｡

こ
の
嘉
永
五
年

(
1
八
五
二
)
か
ら
安
政
七
年

(
1
八
六
〇
)
の
九
年
間
は
'
ま
さ
に

｢
外
患
内
憂
｣
に
あ
け
く
れ
た
と
い
え
る
｡

汰
(-
)
こ
の
一
〇
冊
の

｢御
用
留
｣
は

r世
田
谷
区
史
料
叢
書
｣
第
七
巻

(東
京
都
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
'

一
九
九
二
年
三
月
発
行
)
に
収

鐘
し
た
｡
小
稿
は
'
そ
の
解
説
論
文
を
骨
子
と
し
て
増
補
改
稿
し
た

も
の
で
あ
る
｡
本
叢
書
の
編
集
を
担
当
さ
れ
た
世
田
谷
区
立
郷
土
資

料
館
'
と
く
に
区
専
門
委
負
池
上
博
之
氏
に
は
種
々
お
世
話
に
な
っ

た
｡
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(2
)
F世
田
谷
区
史
料
叢
書
)
第
七
巻

1
七
七
頁
｡

(a
)
前
掲
召
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